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第一節 緒 口
　日本古代市場については、既に多藪の學者によつて其研究が
登表せられてゐる。しかしながら、其どれを見ても精確詳密なも
のは少く、多くは概読的のものに過ぎない。久しい以前から日
本古代史の研究に携はつてゐる私は、當面の問題の一つとして、
市場の登生、展開を多少とも取扱つて來たが、其中、先史時代及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　び原史時代のそれについては、極めて大まかながら、既に論蓮
を試みたから、こ、には主として歴史時代早期から季安時代晩
期までのそれについて、稽き詳細な論述を試みることにしナこい。
　：私は先づこ、で取扱ふ主題である市場の意義と其時代の範園
及び研究の側面について述べて置く必要がある。『市場』とは財
貨を流題して需給を圓滑にする媒介的行爲の作用する場所の義
である。而して其時代の範園は『古代』といふ語で表はしてあ
るが、こまかく云へぱ原史時代晩期から歴史時代早期を蓮じて
寧樂李安時代に及ぶ長い過渡を含んでゐる。また其研究資料は
（一）西村眞次、日本古代融會、一九八一二二七頁。
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主として文獄學的側面を選んだが、それのみでは物足らの憾み
があるので、入文地理學的側面から若干の考察を加へることに
努力したが、さうした研究の行き屈いてゐるのは、ほんの一部
分だけに遇ぎないから、十分満足な結果を得るこが出來なかつ
た。勿論かうした問題の研究は、私が常に主張する文化入類學
的方法に依り、其分科諸方面から考察するのが最善であるけれ
ども、それは特に登生の研究について必要であり、既に若干の
展開が見られた後の市場の沿革は、世間でよく行はれてゐるや
うに、中世や近代の土俗學的資料などのみで輕々しく比較研究
さるべきではないから、こ＞では專ら文献學を含む言語學的立
場から主題を取扱ふことにした。
　　　　　第二節　市の語義及び其襲生
　以上の立場から此問題を取扱ふことにすると、當然市の登生
には鯛れないでよいわけであるが、前述の私の研究にはそれを
詳しく取扱はなかつたから、便宜上、こ、で市の語義及び語厘
をたづね、延いて其登生に論及して見たい。
　市場は古代國語ではイチと呼んだやうである。イチには古く
から漢字『市』を當て、ゐるが、こ、には漢字『市』の語義を
考へて見ることは、不必要ではないが、重要ではないから省く
ことにする。國語イチの語原については色々の読があるが、私
は『齋』を意昧するイツキの轄誰したもので、それには1七uki→
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1七ui→1七i→IC短の如き過程が脛られたと、懸ふ。『酉市』をトリ
ノマチと訓むところから推すと、イチとマチ（町）とは同義語で
もあるらしい。マチの語原はイチと同じく、『祭』を意味するマ
ツリが、M就uri→Mlatui→M：a七i→Mlac：hiの過程を経、て、　マチと
　　　　　　　ニラなつたものと思はれる。これらの言語學的謹擦から云へぱ、市
の登生は主として呪的宗敏的動因（Magico－religious　f乱c七〇r）に
基づいてゐると見ることが出來る。
　しかし、さうした風に市の登生を論じようと思つたら、もつ
と嚴密に市と町との語義を調べる必要がある。それには別にむ
づかしい研究はいらない。先づ最も普通な餅書、たとへば『言
海王の如きを引いて見ると、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　『いち（名）市1人多く集りて、物を責買すること、叉其所。』
　『まち（名）剛K間道の義にて、田間の道の義と云）（一〉田の中
　　シキリ　　　　　　　　　　　　　ヘ　ヤ　の匿域。（二）家の内の別屋又其相連なるもの、（春坊、僧坊
　の類も是れなり）。「后町」、「釆女町」、「局町』坊、別房。（三）郭内な
　どの、人居密接し、路を以て分ちたる一’匠域の地の稻（桃華
　坊、銅駝坊の類）、「六簾京極わたりに、中宮の古き宮の邊を四
　まちを占めて作らせ給ふ1。叉乏く、只、商家の軒を並ぶる地
　　　　　　　　　　　　い　ラ　をも穣す（村に封す）、市坊、市街。』
とある。イチの方は簡軍で、市場と市場に於ける商費との二義
しかなく、それらを構成する要素は、（一）入が多く集ること、
（二）物を費買すること、（三〉さうする場所の三つである。勿論、
（二）同人、日本文化史椴論、四三三頁
（三）大槻文彦、言海、六三頁。　　（四）同入、同書、九四七、九四入頁。
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嚴密にいへぱ、第二の要素は軍に物を責買するのみならす、交
換することもあり、貸借することもあり、また賞買、交換、貸
借の目的が物件でなくて、人件である場合もないではないが、
大鎧には此解繹でよいと思ふ。マチの方は甚だ語義が複雑であ
るが、問道の義に取つたのは語原の解繹を誤つた爲めであり、
田の中、家の内、郭の内の一画域の義に取ったのも、前同様、
田間の道が田圃をしきるところから、シキリの意義にすべてを
解繹した爲めの錯誤である。これらは恐らく漢字『町』の形態
を主とする字形學的影響を受け、マチの暑韻學的考察を忘れて
しまつた結果であると見られる。
　イチとマチとが同義語に用ひられ初めたのは、いつの頃かは
つきりわからないが、俗読では飛鳥時代からであるといふ。た
　　　　　　　ぐヱンとへぱ、中世の麟書には
　『市町。人皇廿代持統天皇之時。諸國市町始也。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチマチとある。しかし、これは信用の出來組ものである。市町の語を
比較的古く用ひたのは『延喜式』であらう。それには
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ン　『凡市町准二市塵レ。本司加二勘糺一。随．犯科責。』
とあつて、市町と市塵とを封欝させてゐる。『市塵』は明らかに
イチノクラと訓んでゐたから、『市の座』の意であるこがわかり、
從つて責買の場所（特定匿域）であることも知れるが、『市町』は
普蓮訓み慣らされてゐるやうに、イチマチであつたか、或はイ
チノマチであつたか不明であるが、他方がイチノクラである以
（五）蓮歩色葉集（伊）。
（六）延喜式、巻四二（東西’市）
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上は、一方もイチノマチであるべき筈で、市に附属した市人の
佳する特定匿域であつたと思はれる。從つてイチは、地理的に
はクラとマチとから成り立つたもので、本來、マチにはクラが
i封穰せらるべきであるが、イチノクラが略繕せられてイチと呼
ぱれた爲め、イチとマチとが封稗せられることになり、更に同
一覗せられるに至つたものと思はれる。
　市の登生に就いて比較的早く人類學的考察を試みたのは、故
頑田徳三博士で、『元來市は地方の農民が祭禮の時集會して．「歌
垣」といふ遊戯を行ひし場所なり。これは青年の男子が己れの
妻となすべき女子を選揮するために集れるものなりといふ。此
事に關して、今日まで研究を途げたるものを聞かすと錐も、按
するにこの花嫁の選揮は謂はゴーつの商取引にして、望みの女
子を得んには、之に贈與をなし、叉は相當の封債を支沸ひて、
之を購ひ、若し貧にして封憤を支彿ふ能はざるものは、之を奪
へるものならん。然るに斯の如く妻を購ふためにする集會の揚
所は、次第に登達して、封鎖孤立的経濟の漕費に供して筒ほ鹸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　センれる財を交換する所の市となれり』といつてゐられる。いは努
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　博士の市場登生説は歌垣起療説とでも呼ばれよう。
　…欠ぎに横井時冬博士は、頑田博士よりも前に、市場の登生が
政治中心地と關係のあることを述べて、次ぎの如くいはれた。
『商入の聚集して責買する地を市といふ。市は元來入の群集す
る所の名にして、衆人の集會する所を天高市といひ、天皇の都
（七）福田徳三、日本経濟史譲、一三、一四頁、
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城として百官の集會する地に高市の名あるが如き、これ其例な
参。費買は衆入の群集する地を便利とするが故に、市に於いて
これを行ふにょり、後には途に商人の群集して責買する地の名
　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ
とをよな　り濾』　と。　これをよ明らカ〉に政襲台起原議芭とし、ふことカ㌻出來
る。
　最近に本庄榮治郎、黒正巖、爾氏は其合著である『日本経濟
史』に於いて市の登生を論じ、次ぎの如くいつてゐられる。
「市が経濟の制度として成立したのは比較的新しく、慮紳天皇
か設立した大和輕の市が文献に見えたる最古のものであらう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　チ市は元来人民の集團する場所を意味するのであつて、集道又は
イ　ソ　チ
五十路の約意であると解せられる。例へぱ日本書紀紳代巻一書
に、諸紳が天高市に會合した旨の記事があるが．この市は多人
藪の住居せる聚落たる都城を意味するものと思はれる。市の起
原につきては種々の見解がある。竹越與三郎氏や編田徳三博士
は歌垣を以て市の起原とした。歌垣は配偶者を求むるといふ全
く経濟外の理由よりして行はれたものであるが、多藪入が集合
するの序を以て貨物の交換が行はれ、途に一種の市となつたと
見るものである。又歌垣とは無關係に共同組織の祭禮に方つ
て多入薮が集合するから、その際に交換が行はれ、市が立つた
といふ事も出來る。しかし之等の市は市の成立を読明するの
一理由とはなるが、之が全部の理由ではない。最初から籐剰貨
物の直接交換を目的として自然的に登達したものもあり、叉官
（入）横井時冬、日本商業史、二頁。
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府がその必要とするものを獲得し、又はその絵れるものを責却
する爲めに人爲的に設立したものもある。而して経濟上重要な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐだラる意義を有すものは、かくの如き成立に基くものが多いのであ
る。』
　二氏の読は政治起原読、歌垣起原説、祭祀起原読を、軍に市
の登生の誘因と見徴し、飴剰財物の直接交換を目的として自然
的に登達したもの、叉は官府が人爲的に設立したものが本來の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ市場であるといふ風に読いてゐるのであるから、これを飴剰貨
ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ
物交換起原読といふ二とが出來よう。しかし、飴剰貨物交換は
商業の起原とは見られようけれど、市の起原と見るのはどうで
あらうか。私には領解がむづかしい。
　かうした諸學者の説をまとめて、最も穏健な見解を下したと
　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ思はれるのは、栗栖越夫氏の複原説である。氏は市の登生を種
々の原因に蹄：し、（1）紳事に關聯して起つたものもあれぱ、（2）交
通上の要地、産業の中心地に登生したものもあり、（3）政治的中
心地にも登生し、また（4）歌垣によつても起つたといふ風に読き、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ唯一の原因に蹄しようとする在來の観方を否認してゐる。しか
し、私にはかうした観方が果して正しいであらうかを疑はすに
は居られない。唯だ一つイチの語原から見るだけでも、私は歌
垣説などは成立しないやうに思はれる。動因や誘因やは、出來
ることならば匿別する必要があり、一者が分れて二となつたな
らぱ分岐の過程を質すのが史學的には大切なことである。私ば
（九）本庄榮治郎、黒正巌、日本経濟史、一〇四、一〇五頁。
（一〇）栗栖越夫、日本経濟史要、二二六、二二七、二二八頁。
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笛を改めて文獄學的立場から、市の起原を再吟昧して見たい。
第三節　市の祭祀起原
　一膿、起療などいふものが文献特に記録などに現はれてゐよ
う筈がない。古代人が意識的に或事物の記載を初めたやうな時
代には、當然それらの事物は既に或程度の登達を経てゐた後で
あることが多いからである。從つて、普通に経濟史家（例へぱ本
　　　　　　庄、黒正、二氏の如き）が市の起原に關する最古の記載として、
鷹紳天皇の御代に大和の輕に市が立つたといふのは、謹典的な
灌威のある文獣に篠つたものではない。それらは恐らく『帝王
　　　　　　　　　　　　ビけニラ編年記』に嬢つたと思はれる。同書には
　　　　　　　ヤ　　　　『十年。始立二輕市一。』
とある。しかし此事については記紀にどんな記載もないから、
恐らく何らかの傳説、或は推想に基づいて書かれたものであら
う。或時代に、或天皇が市を立てられたといふやうなことはあ
り得るが、しかし、それは市の起原を語るものではない。さう
した市が官僚的に設立される以前に、市は既に自然的に相當な
登達を途げてゐた筈である。
　私達の求めるところは、市め設立ではなくて、其登生につい
て示唆するところのある文獄でなければなら沁。從つて『帝王
編年記』のやうな書物ようは、最古の文獣ともいひ得べき「古
事記』や『日本書紀』や『風土記』の中にそれを探ねなければな
（一～）本庄榮治鄭、黒正巌、前揚書、一〇四頁。
（一二）帝王編年記、：巻五（慮紳）。
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らない。然るにさうした適當な記述がない。只だ『日本書紀』
の一書に、アマテラス大御紳が天石窟に籠られた時のことを叙
して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　『於ゾ是。天下恒闇。無二復書夜之殊一。故會三八十萬紳於二天
　ヤ　ヤ　　　　　　　　リヨ
　高市一。而問之時。・一・』
といってゐる。これを同書の本文に比較して見ると、八十萬の
　　　　　カハラ聯達が天安河邊に集うて如何に薦るべきかを相談されたと書い
てある。『古事記』でも同様の場所になつてゐる。一膿、記紀の
紳話や史的記述では、會議、盟誓、裁判など多藪の人が寄り集
つた場所は、河原とか、山麓とか、野原とか、廣々として展望
がき、、誰れもが來つて、そこで行はれることを見聞すること
の出來るやうな地勢を有つてゐる。
（一）會議の場所として記載されてゐるのは前述の天安河邊で
ある。
（二）盟誓の揚所としては、アマテラス大御紳がスサノヲの命
と盟誓された時、やはり天安河が墨げられてある。
（三）武内宿禰が弟の背美内宿禰と探湯に立つた時、それを行
　　　　シ　キ　　　　　　　　　　　　い　ラつたのは磯城の川濱であつた。允恭天皇が氏姓の混飢を匡歪す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマカシノヲヵ　コトマガトノサキる爲めに盟紳探湯をなさしめられた場所は、味橿丘の辮鍋戸碑
　　　の　ゆであつた。
　　　　　　　　　　　　　　アシハラヘ　　ヨシハラヘ（四〉履中天皇がクルマモチの君に悪解除、善解除を負せて、
ハラヘミソギ　　　　　　　　　　　　　　　　ナガスノサギ　　　　　　いズラ
祓懊せしめられた場所は長渚崎であつた。
（一三）日本書紀、巻一。
（一五）同書、巻一三。
（一四）同書、巻一〇。
（一一六）同書、巻一二。
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　これらの紳話や史實から推すと、河原、山麓、原野、海邊な
どが會議、裁判、儀禮などの場所として選ぱれたことに疑ひが
ない。神話の上では八百萬紳が紳集ひに集ひ、紳謀りに謀られ
た場所は、多く天安河原となつてゐるのに、濁り紀の一書はそ
れを天高市としてゐる。此事は天高市が天安河原と同一性質を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　タケチ有つてゐたことを示すものであり、そして天高市は恐らくは市
場であらうから、市場は會議の揚所でもあつたといふことが出
來るのである。
　天高市は勿論紳話學上の存在であつて、史學的存在ではない
が、それから接頭的修飾語を除いたもの、即ち『高市』は地上
に移され、大和には古くから高市といふ地名があつた。大和の
高市は、葛木、十市、志貴、山邊、曾布の五縣と合せて『六つ
　　　　　　くのセラの御縣』といはれ、忘られた遠古から皇室の御料地の一つであ
り、後には大和の一郡になつた地域である。高市は今も筒ほ一
郡として、大和季野の南方を占め、葛木は南北葛城郡として、
　　　　　　　　　　　　　　　ヤマノベ志貴は十市を合せて磯城郡として、山邊は山邊郡として、曾布
は添上郡（添下郡は生駒郡に入る）として現存し、六縣時代の
名構が今街ほ大部分保存されてゐる。これらの場所は、軍に皇
室御料地の中の重要なものであつたばかりでなく、皇室の登鮮
地といつても差支へのないもので、古代史上には極めて重要な
位地を占める。特に高市郡には橿原宮祉及び畝傍山東北陵を含
む白橿村が所属し、其億大和時代の御歴代の皇居阯や山陵やが
（一七）延喜式、巻入（所年祭祝詞）。
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町村に散在し、畝傍、香久、耳成の三山も其北境に鼎立してゐ
る。飛鳥川が稻淵山に登源して北流し、飛鳥村を経て李野に入
り、香久、畝傍、爾山の間を斜めに北西走して、川西村の西部
で大和川に注入する。此川の爾岸には歴史時代早期の遺跡が多
く、皇室の基礎は此流域に据ゑられ、固められたと見ても差支
へない。飛鳥、藤原、寧樂へと都城が段々高地から李地へ下つ
て、山城の李安京に遷都されるまで、久しい間此庭が政治上、
経濟上、宗敏上の中心であつたことは述べるまでもないことで
ある。そして古代に湖れば瀕るほど、それらの中心は高市とい
はれた地域に近づくから、高市は大和時代に於ける文化の中心
地であり、同時に皇室の蚕鮮地であつたと見られるのである。
紳話でそこが八百萬の紳の集ひの場所となつてゐることは、遠
古の統治者が君臨した場所の反映でなくて何であらうか。かう
見て家ると、高市は古代の政治的中心であつたといはねぱなら
ない。
　然るに高市といはれた場所は、軍に大和ぱかりでなく、常陸
（高市郷）、伊豫（高市ノll）、備後（高市郷）にもあつた。試みに常陸
のそれがどんな場所であつたかを『風土記』について窺つて見
る。
　　　　　ヤ　　　　『所ゾ謂二高市一。自ゾ此東北二里密筑里。村中浮泉。俗謂二
　大井一。夏冷冬温。湧流成ゾ川。夏暑之時。遠遽郷里。酒肴齎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ハ　ど　　　ウ　　　ニ　費。男女集會。休遊飲樂。其東南臨二海濱一（石決明。頼甲寂。
　魚貝等類。甚多）。西北帯二山野＿（椎櫟極栗生。鹿猪住ゾ之）。
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　　　　　　　　　　　ぐ　　ラ　凡山海珍味。不ゾ可二悉記＿。』
　此記述で推すと、高市といつたのは俗稔であつて、本當は密
筑里といふ場所であり、そこには清泉が湧くので、夏季には男
女が集つて宴會を開いた。其東南は海濱に臨んでゐる爲めに海
産物が探れ、西北は山野を帯んでゐる爲めに山林の産物が探れ
た。帥ち第一には美しい泉の所在地として遊びの場所となり、
第二には豊かな物資の産地として責買の場所となつてゐたやう
に思はれる。高市の仇名が第二の意義で命ぜられたことはいふ
までもないが、其事はやがて、大和政府の勢力が東國に伸びて
から、大和の高市に共通したところがあつたからさう命名した
といふことを示すものであり、從つて大和の高市も軍なる政治
的中心であつたぱかりでなく、風光、商業等に於いても密筑里
に同似したところがあつたちうことを想起せしめる。現に『古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　 セ事記』にオホハッセノフヵタケの命（雄略天皇）が、長谷の百枝
　　　トヨノアカリ槻の下で豊樂をきこしめした時、皇后フカクサカベの女王が詠
まれた歌に、
　「やまとの此高市に、こだかる市のつかさ、新嘗屋に生ひた
　てる、葉廣ゆつ眞椿、そが葉の廣ういまし、その花の照りい
　ます、高光る日の御子に、豊御酒たてまつらせ、ことの語リ
　　　トだラ　言もこをぱ』
とあって、高市が必すしも飛鳥川流域のみを意味したものでな
かったことが知られる。オホハツセノフカタケ天皇が君臨せら
（～八）常陸風土記（久慈郡）。
（～九）古事記、下巻（大長谷若建命）。
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れた長谷朝倉宮は、たとへば喜田貞吉博士に從へぱ、磯城郡朝倉
　　　　　　　　　　　　　　　ニゆ村黒崎或は岩坂あたりであらうといふ。そして天皇の豊樂をき
こしめしたのは『長谷の百枝槻の下』とあるから、皇居を距る
こと遠くない場所であつたらうに、皇后の御歌には『やまとの
此高市にこだかる市のつかさ』とあり、そこに新嘗屋があり、
葉の廣ごり、花の照る椿が生ひ茂つてゐたといふから、小高い、
景色のと＞のつた、市のあつた揚所だと見て差支へがない。繰
返していへば、高市は或小さい地域に限つた名穰でなく、小高
い、市場もあり、景色のよい、たとはy宴會を開くのにも都合
のよいやうな場所の総稔であつたと見ることが出來る。
　然るに、これらの起述は、市の起原について示唆するところ
が少い。ぢつと後世のものではあるが傳読によつて書いたと思
はれるものに、聖徳太子を市の創始者と見てゐるのがある。た
とへば寺島良安の『和漢三才圖會』などは其一例で、市の始め
られたのを推古朝の出來事とし、其創始者を聖徳太子だといっ
てゐる。帥ち、
　『推古天皇九年。聖徳太子始ソ市。使三商頁知二費買術＿。以二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニベき　蛭子紳＿。爲二商買鎮護紳＿。後世構二恵美須一。以爲二幅徳紳＿。』
と『商入』の條に記し、『市』の條に於いてはそれを三輪市だと
いつてゐる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐニニラ　『按。推古天皇朝。肇立二六齋市一。和州三輪市是始也。』
　三輪市といふ名樗は、他にはちよつと見當らないが、三輪山
（二〇）喜田貞吉、帝都、四六頁。
（二一）寺島夏安、和漢三才圖會、巻七（商人）。 （二二）同人、同書、：巻入一（市）。
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　　　　　ツ　バ　キノイチの麓にあつた海榴石市のことであらうと思はれる。これらのコ
項の記蓮中、前者は市の紳がヒルゴの命、帥ち後世のエピスで
あることを、後者は市が六齋に關係したものであることを指示
してゐて、市の祭祀起原をほのめかしてゐるやうに私には思は
れる。
　然るに『日本書紀』を見ると、雄略紀に既に餌香市の事が出
て居り、敏達紀に海石榴市、及び阿斗桑市の名が見え、推古紀
には海石榴市の名が現はれてゐるから．聖徳太子を市の創始者
とするのは、文學藝術の進歩に貢獄した太子に一切の文化的施
設の創始者たる名警を負はせたがる英雄詮話的記述で、それを
歴史的事實と見る邑が出廉ないのは勿論である。もはや雄略、
敏達、推古の諸朝には市が相當に登達して、殆ど純輝の経濟現象
となってゐた邑は箏はれない。從つて私達は市の起原をこれら
の中に求めることを止めて、他の方面にそれを探さなければな
　　　　　　　　　　　　　　しらない。幸にも私達は飛鳥時代及び藤原時代の記録に、市の起
原を窺知し得べきものを見出すことが出來る。帥ち『日本書紀』
の皇極紀に、
　『元年七月戊寅。群臣相謂之日。随二村々就部所フ敏。或殺ニ
　　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でコヨラ牛馬一。祭二諸冠紳一。或頻移ゾ市。或薦二河伯一。既無二所効＿。』
とあり、『綾日本紀』の文武紀に、
　『慶雲二年六月丙子。太政官奏。比日充旱。田園樵巻。雛二久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ雲所一。未ゾ蒙二嘉厨一。請遣二京畿内浮行僑等＿所ノ雨。及罷
（二三）日本書紹、巻二四（皇極）。
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　　ヤ　　　ヤ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　
　ゾ出二市塵一。閉二塞南門＿。奏可之。』
とあって、いづれも雨請のマジック的祭祀及び所薦が市と關係
の深いことを語つてゐる。これらの文面から観ると、祭られる
神と、薦られる精難とが市を嫌つてゐたとが明らかである。即
ち雨者に於いては旱魑が績いて困るので、村々の巫人が村人に
牛馬を殺させたり、屡茎市の場所を移させたりして雨請をした
けれども敷果のないことが記述されてゐるのであつて、市を移
すことによつて紳雲を喜ぱさうとしたのは、市が一箇所に固定
してゐることは紳露の喜ばのことであると信じたか、或は市の
開かれた場所に神塞がゐなかつたと信じたかで、市の場所が紳
露の祭られる場所と近かつたこと、從つて祭祀に市の件つてゐ
たことを示すものである。後者に於いては久しく雨請をしたけ
れども、まだ雨が降らないから、朝廷に奏請して京畿の高信に
雨を所り、且つ市塵を出すことを罷めさせてもらひたいと申し
出たもので、市を罷めることが雨請せられる神露を喜ぱせると
信じてゐたことの謹抵iになる。
　市を罷めたり、移したりすることを紳々若しくぱ精窯が悦ぶ
とするなれば、反封に市を開くこと、または市を一箇所に綾け
て立てることを紳，々若しくは精精が嫌ふものと見なけれぱなら
ない。從つて市の起原を祭祀に求めることは危なかしいといつ
ても差支へないが、精露は市を全然嫌ふのでなくて、一定の期
間或は期日だけはそれの開かれるのを喜んだものと考へられ阻
（二四）績日本紐、巻三（丈武）。
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こともない。何故なれぱ市は多く紳冠の祭日に行はれてゐるか
ら、土俗學的謹擦の示す限うではさう考へるより仕方がないか
らである。
　長野縣豊科あたりでは、暮の市に、山姥が出て率るともう市
はしまひだといふのなどは、明らかに市が紳露の家降を以て絡
止を告げるものだといふ信仰を示してゐるものではないか。從
って市は人間の欲求するところのものを先づ紳に供へ、ついで
人聞に與へるインチチウマ、或は紳嘗祭のやうな療始的性質を
有つた儀禮の一種ではなかつたか。かうした考への承認には、
イチの語原をイッキと見ることが役立っ。
　イツキに敬語ミを加へれぱミイツキとなり、中間の母音を省
略すればミッキとなる。ミツキは帥ち『貢』を意昧し、下の階
級から上の階級に或物を提供する行爲の総稗である。ツキ或は
イツキは、今日私達が日常用ひてゐる『次ぎ』或は『縫ぎ』と
いふ語と同源で、本來甲から乙へ物を引き渡すことを意味して
ゐる。若し私の推定する如く、イチがイツキの約であるなれぱ、
市は初め紳に物を供へる義であつたものが、後には入に物を與
へる義に菱つたのであらう。從つて、其中間に、先づ紳に供へ、
次ぎに入に輿へる過渡の時代があつたと見なければならない。
前掲の皇極紀及び文武紀の記述は、かうした原始慣習が信卿と
なつて残存してゐたもの、あらはれと見て差支へない。
　遠古に於いては祭祀は政治と一致して居り、政治の中心地は
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從つて祭祀の場所でもあり、交換の揚所でもあり、また宴會の
場所でもあつた。歴i史の曙から寧樂時代へかけての市に、さう
した諸要素が俘はれてゐたことは、それらの日にはまだ祭政未
分の時代、市宴未分の時代の悌が残つて居つたことを暗示する
もので、これらの諸相が一々市の起療をなしたと見ることは出
來ない。市の起原は前述の如く、本來は祭祀であったと見なけ
ればなら濾。從って私は栗生魁夫氏のやうに四つの動因を認め
ることは出來ない。
　以下、私は、歴史時代早期の市場の状態及び其登達の遍程に
ついて叙述を試み、更に進んで寧樂時代のそれを述べようと思
ふ。
　　　　　第四節　歴史時代早期の市場
　歴史時代早期一いはy大化改新以前に於いて、我邦の市場
がどんな状態にあつたかを文献の謹擦のみによつて考察するこ
とは困難であらうが、先づ記紀などを基礎資料としてそれを試
みて見よう。『日本書紀』では、市のことが一番古く現はれてゐ
るのは雄略紀である。今、其一籔を煩はしいけれども次ぎに引
くことにする。
　『狭穂彦玄孫歯田根命。籍新二釆女山邊小嶋子一。天皇聞。以二
　歯田根命一。牧三付於二物部目大蓮一而使．二責譲一。歯田根命以二
　馬八匹太刀八ロー。抜二除罪過一。既而歌日。耶塵能謎能故思壌
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　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　古喩衛爾比登渥羅賦宇褻能耶都凝播鳴思稽矩謀那斯。目大連
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ヤ　　　　　ヤ　ヤ　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　　　聞而奏ゾ之。天皇使四歯田根命。資財露三置於二餌香市邊橋
　ヤ　ヤ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くニ　ラ　本之上一。途以二餌香長野邑＿。賜二物部目大連＿。』
　此記述はハタネの命が釆女のヤマノベのコジマコにたわけた
爲め、其刑罰として馬八頭、太刀八口を科せられたら、コジマ
コ故に馬の八頭ぐらゐは何でもないといふ歌を詠んだので、雄
略天皇は更にハタネの命の資財を餌香の市の橋本の上にさらし
て費らしめたといふだけのことである。それだけの記述では餌
香の市といふものが、最早貨幣で費買をしてゐたか、或は物々
交換だけをやつてゐたかといふことはわからない。然るに同書
　　　　　　　　　　　　　　　　　シザ　ミの顯宗紀を見ると、天皇が播磨の赤石郡の縮見の屯倉の首忍海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムロホギ部造細目の家にゐられた時、其新築就ひの宴會に室壽をして舞
はれたが、其室壽の文句中に、
　　ワガマヒハ　　ウマザケエカノイチニ　　アタヒモテカハズくニえ　
　『吾舞者。旨酒餌香市。不二以ゾ直買＿。』
といふ一節が見出される。これは御自分の舞を讃へられたもの
で、値打がつけられないといふ意であらうが、何故『旨酒』が
餌香市の枕詞になつてゐるかについて、『繹日本紀』の著者は高
麗人が其市に來佳し、旨酒を醸して費つたのを、時人が高債に
購つて飲んだからだといつてゐる。此解繹は重要だから原文を
引くと、
　『旨酒餌香市。
　私記日。師説。高麗人來住二餌香市っ醸二旨酒一。時人競以二
（二五）日本：書組、巻一四（雄略、十三年三月）。
（二六）同書、巻一五（顯宗）。
第四節歴史時代早期の市場 工9
　　　　　　　てニセラ　高債＿買飲。故云。』
とある。此『高憤』といひ、『買飲』といふのは、貨幣を以て買
ふことかどうかはわからないのであつて、貨幣を用ひす、物晶
を用ひてもかう表現することが出來る。前掲のハタネの命の科
せられた刑罰を見ても財刑であり、馬八頭、太刀八口、資財を
購ひとして出してゐるのであつて、まだ罰金刑は起つてゐない
くらゐであるから、此旨酒の場合も高い値段の贈ひに過ぎなか
ったかも知れ鳳。現に西暦…世紀の初頭、辰韓の右渠帥であっ
た廉斯錨が樂浪郡に降つて、琴中と共に大般に乗つて辰韓に入
う、漢の亡民千五百人中、生き残つてゐる千入を取戻し、死ん
だ五百人を還せと迫つた時、辰韓はこれに答へて、五百人は死
んでゐるから購ひを出すといつて、入と物とを提供したことが、
『魏略』に吹ぎのやうな文句で記されてゐる。
　『辰韓日。五百入已死。我當ゾ出ソ購耳。乃出二辰韓萬五千
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐニヘン　人。辮韓布萬五千匹＿。鐘牧二取直一還。』
　即ち入も布も共に「直』といはれてゐる。購といひ、直とい
ひ、憤といふのは、必すしも交換の媒介たる貨幣の介在を意味
しないことになる。そこで問題になるのは前掲雄略記のハタネ
　　　　　　　ヤマノベの命の歌である。『山邊の小島子ゆゑに人てらふ馬のやっげは惜
けくもなし』のテラ7とはどんな意義であるか。テラフは『衝』
の義であると普通にいはれてゐるが、關西、特に大阪あたりで
はテラシ叉はテラシミセなどの語があり、見せびらかして費る
（二七）卜部兼方、程萄本紀、巻一二（蓮義入、顯宗）。
（二入）陳壽、魏志、巻三〇（韓簿所引魏略）。
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といふほどの意味にそれを用ひて居るのみならす、現に『萬葉
集』には
　　ヤ　ヤ　ヤガテニマキフルスタマモ　ガ　モソノテ　ハカヘテワガタマ　ニセ　ム　ニだ　　『照左豆我手爾纒古須玉毛欲得其緒者替而吾玉爾將爲』
　　　　　　　　　　テルサ　ツといふ歌が出て居う、其「照左豆』は商人のことてあると、橘
千蔭などはいつてゐるが、私はそれを『照比豆』帥ちテラヒト
　　　　　　　　　　　　　　　ヨの　の爲し誤りで、玉商人の意に解してゐる。しかし、それにして
も實物交換であつたか、貨幣交換であつたかは衙ほ不明である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツバキノイチ　餌香の市の外、それらの日に著明であつたのは海石榴市であ
った。ツバキの市はツノ帽チともいはれ、『日本書紀』に於いて
は武烈紀に其名が初めて見える。帥ち
　『太子思三欲聰r物部轟鹿火大連女影媛一。遣二媒入一向二影媛
　宅一期ゾ會。影媛曾好二眞鳥大臣男鮪一。恐〆違二太子所期一。
　　　　　　　　　ヤ　　あ　　ヤ　　ヤ　　　　報日。妾望奉ノ待二海石榴市巷＿。』
とある。そして記述は進んで、太子（武烈天皇）が歌垣の人中に
立たれて影媛の袖を執へられると、鮪が來てそれを妨げたとを
　　　　ゑづ叙してゐる。此記述は海石榴市など、市場では歌垣の行はれた
こを謹示するものである。此事件は『古事記』ではヲケの命（顯
宗天皇）が皇太子であられた時のことになつて居り、歌垣に立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨニラたれたことは書いてあるが、市の名は出てゐない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトクハノイチ　以上の外、『日本書紀』の敏達紀には、海石榴市、阿斗桑市、
推古記には海石榴市の名が見えてゐる。
　『由ゾ是。馬子宿彌。不二敢違．一命＿。側陰嚇泣。喚二出尼等一。
（二九）萬葉集、巻七。　　（三〇）西村眞次、萬嚢i葉の文化史的砺箆、一三入頁
（三一」躍本書紐、巻一六（武烈）。　　（三二）古事記、下巻。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　ヤ　ヤ　付二於御室一。有司便奪二尼等之衣一。禁二鋼楚三捷海石榴市
　必（三三）
　苧＿。謹
　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　ぐヨ　り　『乃螢三館於二阿斗桑市一。使ゾ住二日羅一。』
　『秋八月辛丑朔。癸卯唐客入京。是日遣二錺騎七十五疋一。而
　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　ぐぎでラ　迎三唐客於二海石榴市衙頭一。』
　これらの記述から観ると、ツバキの市やアトクノ・の市は、そ
れらの日に著名な市場であつたと思はれる。前掲の第一例に於
いては、市場が刑場とせられてゐたこと、從つて庭刑は衆人に
親しめて勧善懲悪の目的を達する爲めに行はれたものであるか
ら、ツ・“キの市が賑ってゐたことのあかしになり、第二例に於
いては朝鮮孚島から召還した日羅を、わざわざ館を螢んで置い
たぐらゐだから、アトクハの市がやはり衆入雑悶の衝であつた
ことのあかしになる。特に第三例に於いては、遙々と海を越え
て階から來た大國の使節を迎へる爲めに、鰐馬七十五疋をツバ
キの市まで出したといふから、そこが殿賑の場所で、外國の使
節に見せても恥かしくないと思はれてゐたことなどが推論せら
れる。そして此事は推古天皇の十六年であるから、推古朝に厩
戸皇子が初めて三輪市を創設されたといふやうな後世の記述
は、前述の如く全く正確でないことがわかるのである。
　かうした風に、我邦の文献だけでは、大化以前に於ける市場
の経螢、取引、其他の状態がはつきりと分らないが、『三國志』の
魏志には、私が前掲の『古代の貿易』で論述した通り、可也詳
（三三）日本書紀、巻二〇（敏達、十四年三月）。
（三四）同書（十二年）。　（三五）同書、巻二二（推古、十六年）。
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細に分つて居り、九州地方に於いては倭國の統制の下に、それ
に厨する小國家に於いてそれぞれ市揚が経螢せられてゐたεが
知られる。『三國志』の記述は私の眼にはどうしても九州地方の
ととしか映ぜす、從つてそれに擦つて大和地方の市場の状態を
推すことは妥當でないが、大化以前に於いて既に後世のイチノ
ツカサ（市司〉が存在してゐたといふことは『日本書紀』によつ
て談明せられる。最も普通に引用せられるのは、孝徳天皇の大
化二年の詔であつて、それには
　　　　　　　　　　　　　　　　　てヨえン　『罷二市司要路津濟渡子之調賦一。給二與田地＿。』
とあつて、どんな形かはつきりとはわからないが、市司といふ
もの＞あつたことだけはわかる。然るに、ちよつと後ではある
が、齊明記にも…爽ぎの記述があつて、市司の存在と市揚の状態
と力玄わカ）る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　『高麗使人。持二熊皮一枚一。欝二其領．日。綿六十斤。市司
　ヤ　　ヤ　　　　　ゆ　笑而避去。高麗書師麻呂。設三同姓賓於二私家一日。借二官
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨセラ　羅皮七十枚一。而爲二賓席一。客蓋怪而退。』
　特に此記述が債値づけられる理由は、高麗の使節が羅の皮一
枚を綿六十斤に換へようといつたことで、市場に於いては大化
以後に於いてすら、物々交換が主として行はれてゐたのでない
かといふことを私達に想ひ芝べしめる。高麗書師麻呂が自宅に
使節を招待した時、わざわざ官から無皮七十枚を借りて見せび
らかしたのは、使節の申し出た債格が高きに過ぐることを悟ら
（三六）同書、巻二五（孝徳、大化二年）。
（三七）同書、巻二六⊂齊明、五年）。
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しめる手段であったことはいふまでもなく、從つて物々交換に
際して、當事者間に封憤を決めるのに色々のいきさつがあり、
容易に取引の成立しなかつたことなども想像が出東るのであ
る。
　最後に問題として残つてゐるのは、然らぱ貨幣の取引、帥ち
費買は全くなかったかといふことであるが、實際はさうでなく
て、若：干の貨1幣が用ひられてゐたやうである、、其事は私が翫に
　　に　ラ他の著書で述べたことであるから、こ、には詳しくいはないが、
原史時代に一種の鐵貨の用ひられてゐたことは疑ひの鹸地がな
い。『魏志』の韓傳を見ると、
　『國出ゾ鐵。韓激倭皆從取ゾ之。諸市費皆用ゾ鐵。如二中國
　　　　　　　　　　にだラ　用＿．銭。又以供二給二郡＿。1
とあつて、辰韓、甥3韓に亙る地域で鐵が生産せられ、諸韓入は
勿論、激も倭も皆相從うてそれを取り、市場に於いてはそれが
支那の銭のやうに用ひられたのみならす、支那の植民地であつ
た樂浪、帯方の二郡にも供給せられて、多分、器具の材料にな
つたと思はれる。かうした鐵貨が存在したとすれぱ、朝鮮、満
洲、日本の三地方ではそれが登見されさうなものであるが、鞍
山附近にいつ頃のものとも知れ鍛が頗る古いらしい鐵塊が登見
せられ、準壌附近から小粒の鐵丸が折々出土するだけで、我邦
に於いてはまだそれらしいものは見出されない。けれどもビ魏
志』には如上の確乎たる記載があるから、積極的な反謹のあが
（三八）西村眞次、大和時代、三四七頁以下。飛鳥寧樂時代、四三〇頁以下。
（三九1陳壽、前揚書、巻三〇（韓傷）。
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らない限りは、これを否定するわけにはいかない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　今一つ考古學的事實ではあるが、九州の編岡附近、丹後の久
　　　　　美濱附近などでは、五鉄銭や貨泉が金石併照時代の遺跡から登
見せられ、また極めて少薮ではあるが、明刀が我邦で登見せら
れたことがあるから、それらが遠古に我邦に輸入せられ、貨幣
として用ひられないまでも、一種の寳物として奪重せられてゐ
たらうことは明らカ）であるQ
　　　　　　　　　　ぐ　ニラ　『罷二孚爾銭＿。行二五鉄銭レ。』
　『自二孝武元狩五年。三官初鋳二五鎌鏡一。至二年帝元始中一。
　　　　　　　　　　ヨ　成ゾ銭二百八十億萬鹸云。』
　以上『漢書』にもある如く、五鎌銭は漢の武帝の元狩五年に
初めて鋳造せられ、季帝の元始年中に至るまで、ざつと百二十
年問に二百八十億枚の流題を見たといふから、漢の経濟關係が
甚だ廣く、殆ど當時の知られたる世界全部にそれが流遙したと
すれば、若干が我邦に入づたらうことに不思議はない。また貨
泉は『漢書』に
　「天鳳元年。（中略）改二作貨布＿。長二寸五分。廣一寸。首長
　八分有奇。廣八分。其園好径二分孚。足枝長八分。間廣二分。
　其文右日ゾ貨。左日ゾ布。重二十五鎌。直二貨泉二十五＿。貨
　泉径一一寸。重五鎌。交右日ゾ貨。左日ゾ泉。放直一。與二貨
　　　　　　　　　布一二品並行。』
とあつて、王葬蒔代に貨布と同時に鋳造せられたものである。
（四〇）中由雫次鄭、九畑北部ほ於ける先史原史爾時代中問期間の邊物に就《（考古
學雑誌、七巻、一〇號）。　（四一）梅原末治、丹後函石濱の遣跡。（四二）瑳固、漢
書、巻六（武帝、：元狩五年）。　（四三）同人、同書、巻二四（食貨、下）。　（四四）同
人、同書、同巻。
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貨布は大きく、從つて歎も少く、我邦には多く輸入されなかっ
たらうと思ばれるが、貨泉は小さく、從って藪も多く澤山我邦
に輸入せられたから、考古學的地暦からこれらが少からす登見
せられるのである。しかし、これらが通貨として市買に用ひら
れてゐたといふことの謹明はつかない。
　江戸時代の考古學者、特に泉貨學者の間には、遠古に於いて
我邦に既に銀銭が貨幣として通用してゐたことを読くものが多
い。それらは稻文銀銭、或は菊文銀銭と呼ばれ、圓形で、中央
に圓孔が穿たれ、表面に翠叉は　塗圖　のやうな刻印が打た
　　　　　　　　ラれてあつたといふ。しかし、これらが古代泉貨であつたことは、
今日では一般に泉貨學者の間に否定せられてゐる。かうした銀
貨の存在を主張したのは、しかしながら無理のないことで、そ
れを左記『日本書紀』顯宗紀の銀鏡に擬しょうとしたものであ
らう。
　『冬十月戊午朔。癸亥宴二群臣一。是時天下安李。民無二樒役一。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しつ　歳比登稔。百姓股富。稻鯉銀銭一文。牛馬被ゾ野。』
　然るに此記載は次ぎに示すが如く、『後漢書』の記載と殆ど全
く同一である。
　「冬十月。司隷校尉王康下ゾ獄死。是歳。天下安李。人無二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワヒラ　樒役一。歳比登稔。百姓段富。粟解三十。牛羊被ゾ野。』
　そこで史家の中には、顯宗紀の記載を全然修飾で、史實では
ないと噺するものと、いや文章を模倣したyけで、特に更めて
（四五）和漢古今驕世銭譜。泉彙。　（四六）日本：書組、巻一五（顯宗二年）。
（四七）苑曄、後漢書、巻二（明帝、永手十二年）。．
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ある末文の分だけは事實と見てよからうといふものと、認否爾
読が昔からあり、今月では大方否定せられてゐるが、私は或は
一種の銀銭に類したものがあつたかも知れないと考へる一入で
　　　　　　　　　　　　　ラある。但し在來『顯宗天皇銀銭』といはれてゐるものを、それ
に擬することだけは差控へたいと思ふ。
　かうした銀鏡存在についての考へは、可也に古い時代から一
部の入々に有たれてゐたと見えて、『和漢三才圖會』には次ぎの
やうな記述がある。
　『按。本朝銭始。未ゾ知二何世殉或記云。反正天皇二年。木
　菟宿彌。大前宿禰議日。上古以ソ米買ゾ物。今則求ソ玉買ゾ
　物。共無ゾ由。勿著二交於．一銅。通．穴貫ゾ緒。用ゾ之則安。
　勅日。龍能布ゾ雨。馬能負ゾ物。龍至難不ゾ転。以ゾ馬爲ソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タリ文佳。此時始造＝此珍一。世用大足。百民皆喜。人云二龍足一。
　　　　　　タリ　　　　　　　　　　　タリ　而後勅令ゾ定二銭高下一。以二金鑓一文＿。買二銀銭十文＿。以二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾの銀鏡一友鱒買二銅銭十文鱒以二銅銭一丈＿。買二米一升＿。』
　どんな資料によつてこんな説を立てたかはつきりと分らない
が、恐らく確實な謹擦があつたわけではなく、怪しげな傳説に
基づいて記述したまでのものであらう。金貨の存在は謹明出來
ないけれども、「日本書紀』天武紀の記載を見ると、銀貨が銅貨
に先んじて存在してゐたことは確かである。
　『夏四月戊午朔。壬申詔日。自ゾ今以後。必用二銅銭＿。莫．用二
　　　　　　　　　　にの　　銀鏡一。乙亥詔日。用ゾ銀莫ゾ止。』
（四入）日本紅會事彙、上巻、一二〇三頁。
（五〇）日本書総、巻二九（天武、十二年）。
（四九）寺島夏安、前掲書、巻五九（金類）、
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　かうした詔書の下つたこから推すと、天武朝以前に翫に銀銭
が用ひられて居り、銅銭が新たに造られてもそれを用ひること
を民衆漉喜ぱなかつたので、張制的に銅鏡を用ひしめたが、民
衆が不安を戚じて通貨の圓滑な運用を歓いた爲め、再び銀銭を
用ひてもよいといふことになつたと、思、はれる。『日本書紀』の持
統紀には、
　『八年（中略）三月（中略〉乙酉。以二直廣羅大宅朝臣麻呂。勤
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ぺベラ　大　壷忌寸八嶋。黄書蓮本實等＿。拝二鋳銭司一。』
とあり、『綾日本紀』の文武紀には、
　『三年（中略）十二月（中略）庚子。始置二鋳銭司一。以二直大難
　　　　　　　　　　　ぼゴ　中臣朝臣意美麻呂一爲二長官一。』
とあつて、引綾き鋳銭iが行はれたことがわがるが、然らぱこれ
らの貨幣はどんなものであつたらうか。普通には我邦で鋳られ
た最初の泉貨は和同開蘇であったといふ．しかし、我i邦の泉賃
學者が多年比較研究を試みた結果によると、和同開弥には古新
の爾様があり、古和同は銅銭よりも寧ろ銀銭が多く、銀銅爾種
とも同蜷であつたと推せられ、新和同は唐の武徳四年に鋳造せ
られた開元通寳に酷似し、文字が鮮明であり、製作も精巧であ
り、背面だけを見ると開元ど匿別することが出來ないほどであ
るが、これには銀鍵がないやうである。『綾日本紀』の元明紀に、
　『和銅元年（中略）二月甲戌。始置二催鋳銭司＿。以二從五位上
　　　　　　　　　　　　　ニラ　多治比眞入三宅麻呂＿任ゾ之。』
（五一）同書、巻三〇（持統、入年）。　　（五二）績日本紐、巻一（丈武、三年）。
（五三）同書、巻四（元明紀、和銅元年二月）。
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　　　　　　　　　ぐ　ゆ　『五月壬寅。始行二銀銭一。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　と　ひ　『秋七月（中略）丙辰。令三近江國鋳二銅鏡一。』
とあり、和銅元年に催鋳銭司が置かれ、銀鑓が行はれ慌銅銭の
新鋳せられたことはわかるが、普通世間で信ぜられてゐるやう
に、和同開称は和銅年間の鋳造とのみは限らないのである。故
山中笑氏は「和同』の名稔は『和銅』の年號から來たものでな
く、『春秋外傳』の周語の成句を罵ひたものであらう。既に唐の
高胆の鋳た開元通寳は、年號を名稠iに取つたものでないから、
これも佳語を選んだに過ぎないと思はれる。和銅以前に埋没せ
られた銭貨は、まだ登見せられないが、同三年に山科から奈良
へ引越して廉た興幅寺の金堂祉から登見せられた和同鑓は、百
十四枚中八十七枚は字形が明らかで、それらを克明に調べると
十二通りあるから、和銅三年頃に既に多くの種類があったとい
　　　　　　　　　　　　　く　メリふことは明自であるといつてゐられる。此事は甲賀宣政博士の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワゆ古銭分析表を一見すると、盆隷確實であることが知られる。和
銅以前に和同開称があれぱ、それは和銅の年號を取ったもので
なく、反封に和銅の年號が和同の鏡名に示唆せられたと見ても
差支へない。恐らく天武朝以後の鋳銭は、古和同でなかつたか
と、思はれる。
　これらの記述から推すと、藤原時代にはもはや相當に貨幣が
流通してゐたと見られるから、それに先だつところの飛鳥時代
（五四）同書、局審（和銅元年五月）。（五五）同書、同巻（和銅元年七月）。
（五六）山中笑、本邦最初の泉貨に就て（考古學雑誌、五巻、五號）。
（五七）甲賀宣政、古銭分析表（考古學雑誌、入巻、七號）。
第五節　飛鳥寧樂時代の市場法 29
にぼつぼっと銀鏡が行はれ、支那銭も輸入せられて費買の媒介
になつたと考へられる。此推定はちやうど市場の展開と軌を一
にしてゐるので、私には確實な事實のやうに思はれる。
　　　　第五節　飛鳥寧樂時代の市場法
　既に述べた通り，大化の改新以前に於いても『市司』が存在
してゐたから、大和政府が市場に干渉して、其統制を計つたと
いふことは推論せられるが、文武天皇の大寳年問に律令が撰定
せられ、それの中に市場法が含まれるから、其首都に東西市の
設けられたことは確實と見て差支へなからう。
　　　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤぐ　　ラ　『大寳三年。是歳立二束西市一。』
といふ『扶桑略記』の記載は、何らかの謹擦に穣つたかも知れ
ないが、多分大寳律令が大寳元年八月に制定せられ、二年十月
に頒たれたといふ記載から推定したものであらう。果して然参
とすれぱ、たとへ推定であつてもそれは確實に近いものと見徹
されなければならない。1私は今『令義解』に残つてゐる本文を
大寳令其物と見倣し、それによつて市場の制度を窺つて見よう。
其職員令には次ぎの規定がある。
　　『東市司西’市司准ソ之o
　正一人。佑一入。令史一人。債長五人。物部廿入。使部十人。
　　　　　ブの　直丁一人。』
　此規定によると・市は東西の二つがあり、其いづれもに前掲
（五入）扶桑略記、管五（文武紀）。
（五九）令義解、巻一（職員令）。
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の吏員が置かれたものである。『令義解』の解繹によると、市正
は財貨、交易、器物の眞偽、度量の輕重、責買の信憤、非違を
禁察する事を掌るもので、其下に佑が一入、令史が一入あり、
五入の憤長は時債を定めることを司り、二十人の物部は警察の
務めに服し、十人の使部は司吏の命に依つて騙使に任じたもの
であつた。老課令の中に、
　　　　　　　　　　　　　ぐ　ゆ『市塵不ゾ擾。新濫不ゾ行。爲二市司之最一。』
とあって、市司の典型的業績を指示してゐるが、義解にょると、
男女の薙別や食貨の匠分をはつきりせしめること、盗霧や詐欝
を行はしめないことを、市司の任務の第一と見たもので、こ、
に『市司』とあるのは佑以上で、其外は與らないのである。次
ぎに關市令を見ると、市易及び度量衡の規定がある。
「凡市恒以二午時一集。日入前撃二鼓三度＿散。
凡市毎ゾ躍立ゾ標題二行名一。市司准二貨物時慣一爲二三等。
十日爲二一簿一。在ゾ市案記。季別各申二本司一。
　凡官與ゾ私交關。以ゾ物爲レ憤者。准二中佑憤一。即懸評二臓
　物一者亦如ゾ之。
　凡官私椹衡度量。毎年二月。詣ゴ大藏省＿季校。不二在京＿
　者。詣二所在國司一李校。然後聴ゾ用。
　凡用〆繕者。皆懸ゾ於ゾ格。用ソ解者。皆以レ概。粉麺則稗レ之α
　凡責二奴娼L。皆脛二本部官司一。取二保讃＿。立券。付ゾ債。
　凡出責者。勿ゾ爲二行濫一。其横刀槍鞍漆器之属者。各令ソ題二
（六〇）同書。巻四（考課令）。
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　難造者姓名＿。
　凡在ゾ市興販。男女別ゾ坐。
　凡以二行濫之物＿交易者。没ゾ官。短狡不ゾ如ゾ法者。還ゾ
　主。
　凡除二官市買＿者。皆就ゾ市交易。不ゾ得下坐召二物主＿。乖中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ベン　蓮時債上。不ゾ論二官私、。交付二其憤一。不ゾ得二懸蓮一◎』
　第一一は開市の時刻を規定したもので、先づ午刻（正午）に集り、
日渡前に三度鼓を鳴らして退散せしめることを示した。これは
ガ唐六典』の
　『凡市以二日午＿撃ゾ鼓三百聲。而衆以會。日入前七刻。繋レ
　鉦三百聲。而衆以散。』
から來たもので、日午の鼓を日入前に撃つことに改め、鉦を略
したに過ぎないが、それでもそこに簡略を荷ぶ日本人の民族的
好向が現はれてゐるのは面自い。
　第二は躍標、物憤、記帳の三事を一條中に規定したもので、
市の座はすべてそれぞれ看板を立て》、たとへぱ「絹隷』、『布
躍』といふ風に記すべきこと、市司は先づ物品を三等級に分け、
次ぎに各等の物憤を三等級に分け、合はせて九等の佑債を定む
べきこと、十日に一帳簿を作つて市で記し、季別に本司（京職
及び國司）に具申すべきことを示してゐる。
　第三は官私交易の規定で、官省が人民と物品を交易する場合
には、中等の物晶の中等の債格に準嬢すべきこと、並びに臓品
（六一）同書、巻九（關市令）。
（六二）同書、同巻、同令。
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を評債する場合にも同様の標準を用ひて、中等品の中等債を選
ぷべきことを示してゐる。
　第四及び第五は度量衡の規定で、官私共に度量衡は総て毎年
二月に大藏省の検査を受けて槍印を受け、地方に居るものはそ
れぞれの國司について同様の手績を履み、然る後に使用すべき
　　　　　　　　　　はかり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ますこと、凡て重さを計るには秤（格）を用ひ、量を計るには升（概）
を用ひるを原則とし、米の屑（粉）と姿の屑（麺）とは升で計らす
に、秤に懸けて目方で取引すべきことを示してゐる。
　第六は奴碑の費買を規定したもので、法的には他の物晶と同
じく物件の扱ひを受けるが、本來奴碑は人件であるが故に、特
に規定を設けて其取引に注意を沸はしめたのである。帥ち奴碑
を費る場合には、其所有者は自分で講牒を作つて保鐙入を立て、
官司に申し逡つて雰契を立て＞もらつた上取引すべく、自分で
私券を立て＞責る二とは相成ら濾といふことを示したのであ
る。
　第七は横刀、槍犬、鞍橋、及び漆器は、すべて製作者の姓名
を彫刻すべきことを規定して、脆弱な粗製と手を抜いた濫造と
を防いだのである。刀に銘を彫り、佛像に工匠の名を書くのな
どは、遠く源をこ＞に登してゐるのである。第九は若しかうし
た粗製濫造品があつたら没牧し、さほどでないものは實主に還
附すべきことを規定したのものである。
　行濫短狡の物を交易する者は、軍に没官せられ、或は禁止還附
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せられたのみならす、既に販責したものは杖刑に庭せられ、利
賊を得たものは盗に准じて論ぜられた。其事は『法曹至要抄』中
に引用する雑律の規定によつて明らかである。
　『造二器用之物及絹布之属＿。有二行濫短狭＿而責者。各杖六
　十。得二利賊＿者。准ゾ盗論。』
　此規定は唐律によつたもので、前孚は全然同一であり、後孚
は精宝改正を加へてゐる。今、唐律の中から雑律の一笛條を抜
いて見ると、
　『諸造二器用之物及絹布之属＿。有二行濫短狭一。而費者各杖六
　十。得二利触＿重者。計ソ利準ソ盗論。販責者亦如ゾ之。市及
　州縣官司。知ゾ情各典同罪。不ゾ畳者減二二等＿。』
とあつて、大寳律が唐律の模倣であることが分る。『令義解』が
行濫を注して『謂不ソ牢爲ゾ行也。不ソ眞爲ゾ濫也』といった
のも、また唐律の注文『不ゾ牢謂二之行＿。不ゾ眞謂二之濫刈帥
造二横刀及箭鎌＿。用二柔鐵一者亦爲ゾ濫』を採つたものである。
『法曹至要抄』は行濫短狡物を説明して、行濫とは器矯の物が眞
でないことであう、短狡とは維絹の匹五十尺に充たす、潤さ二
尺二寸に充たす、布の端五十尺に充たす、溜さ二尺四寸に充た
す、錦綾の匹四十尺に充たす、幅一尺八寸に充た組ものである
といつてゐるが、これまた「唐律疏議』の『行濫。謂下器用之
物不ソ牢不ソ眞上。短狡。謂下絹匹不ソ充二四十尺一。布端不ソ満二
五十尺一。嬉潤不ゾ充二一尺八寸＿之属上。』といふのを少し書き
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直したyけに過ぎない。
　第八は市の座に於いては男女の座を分ち、性別に興販せしむ
べき二とを規定したもので、風俗の壊観を防ぎ、情實の弊害を
防ぎ、市場の秩序を保つことを主眼としたらしい。
　第十は官省以外の者は、すべて市場に就いて費買を行ひ、決
して費主を呼び寄せて時憤に違つた値段で取引してはなら沿と
いふ規定である。
　外國貿易に關しては、次ぎの如き規定が設けられてゐる。
　「凡官司未二交易＿之前。不ゾ得下私共二諸蕃＿交易上。爲ゾ
　人糺獲者。ニニ分其物一。一分賞二糺入一。一分没官。若官司於二
　　　　　　　　　　ぐズニラ　其所部＿捉獲者。皆没官。』
　これに依つて見ると、外國貿易は主として官螢主義で、政府
がまだ貿易しない中には、私に貿易してはならない、若し私に
貿易して登畳した場合、政府側で見つけたら、其物資は悉く没
牧し．忍入が見つけたら其物資を二分して、一分は渡牧し、一
分は登見者に賞與することを規定したものである。弓箭兵器が
外國貿易の禁制晶であつたことは、次ぎの規定でわかる。
　『凡弓箭兵器。並不ゾ得下與二諸蕃＿市易上。其東邊北邊。不ゾ
　　　　　てズヨ　得ゾ置二鐵冶＿。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチノクラ　また雑令を見ると、皇親達が資入、家入らをして市擦を定め
て興販せしむることが禁じてある。郎ち、
　「凡皇親及五位以上。不〆得下遣二帳内資入。及家人奴脾
（六二）前同書、同巻、同令。
（六三）前同書、同巻、同令。
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　等＿。定二市難＿興販上。其於ゾ市沽責出墨。及遣二人於外庭＿
　　　　　　　　　　　　ズ　ラ　貿易往來者。不〆在二此例＿。』
とある。此規定の精紳は、主として皇親艮び五位以上の高官に
威嚴を保たしめることであつたらうけれど、店を開かすに責買、
出墨することは許されてゐたところから見ると、從として市入
を保護する目的を有つてゐた；とも明らかである。軍に皇親、
高官の威嚴に害があるといふ理由で、定隷が禁ぜられたもので
あるならば、人を外庭に遣つて貿易。往來せしめることもまた
威嚴を害ふ行爲として禁止されなければなら滋筈である。然る
に定隷のみを禁じて、市での質買を禁じなかつたのは、市を保
護する目的が附帯してゐたものと見なければならない。關市令
其物が翫に最初から特定の市場及び市入を保護する保護政策か
ら割り出されたものであつたのである。
　これらの外雑令には、度量衡についての詳細な規定があるけ
れども、當面の問題でないからこ＞には鰯れないことにする。
　ともかくも、一かうした規定が『大寳令』にある以上は、藤原
時代に東西市が都城に開かれたであらうことは疑ひを容れる籐
地がない。また地方に於いては、國衙の所在地は勿論、其他の
聚落、津濟に於いても市が立ち、其大きなものには市司が任命
せられたらうことも想像出來なくはない。
　藤原京が寧樂京に遷された時には、其東西市も同時に移され
たであらう。現に『績日本紀』を見ると、天季十三年にi聖武天
〈六四）前同書、巻一〇、雑令。
（六五）績日本紹、巻一四、（聖武）。
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　　　　ナ　ラ　　　　　ク　ニ皇が市揚を李城から恭仁に移されたといふ記載がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　つ　『天卒十三年八月丙午。蓬三李城二市於二恭仁京＿。』
　これは暴に聖武天皇が都を寧樂から恭仁に遷される計書を立
てられ、、其前年帥ち天李十二年十二月に橘諸兄に命じて新京を
経略せしめられ、十三年元旦には新都で朝賀を受けてゐられる
が、其宮號を『大養徳恭仁大宮』，と定められたのは十一月であ
る。それ故に宮の竣功したのは其頃と見なければなら濾が、十
五年八月十六日に大俘家持の詠んだ歌に、
　　　　　　ミヤコハ　　　　　キヨキヲミレバウベシラスラ　シ　『今造久遍乃王都者山河之清見者宇倍所知良之』
とあって、それらの日にも街ほ造螢工事は縫綾してゐたことが
明かである。然るに十三年八月に東西市を新京に蓬されたのは、
新京に於ける物資の需給が圓満にゆかす、色々の不便があつた
ので、完成に先立つて先づ市場を移されたものと思はれる。し
かし、色々の理由で遷都の事は沙汰止みとなり、束西市もまた
療位置に戻されることになう、季安時代が家るまで纏績した。
　以上の記述によつて、私は、市場の職能が物資の交換或は責
買によつて其過不及を調節し、需給を圓滑にするものであるこ
とを明らかにしたが、此外に人爲的に憤格を李準する機關とし
て作用したやうである。『綾月本紀』を見ると、稽徳天皇天李紳
護元年二月の條に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えゆ　『庚寅。左右京籾。各二千解。羅二於束西市一。籾斗百鏡。』
とあり、また同年四月の條に、
（六六）前同書、・巻二六（構徳、天雫騨護元年二月）。
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　『丁丑。左右京穀。各一千石。羅二於東西市＿。以二米憤踊貴＿
　　セ　
　也。』
とあつて、政府が其所有米を市場に羅出して販責せしめたこと
がわかる。此年は春から寧樂の米債が貴く、政府はそれを救ふ
爲めに西海道から新米を漕蓮せしめたほどであるが、それでも
米債は少しも下らす、盆ほ暴騰して李準を失し、市民が殆ど購買
に堪へのと思はれたから、市憤を低落せしめる目的を以て五六
同も羅出されたものに相違ない。和銅四年の米債は銭一文に籾
六升（米三升）であつたのに、天李寳字八年には米一餅（籾二鮒）
が銭一貫（千文）となり、薗述の如く天李神護元年二月には籾一
斗（米五升〉が百文であつた。かうした騰貴を見易からしめる爲
めに米籾各虫一辮の直をあらはすと、
年　　　次
和銅四年
天李賛字八年
天李紳護元隼
来一鰍の領絡（文）
　16・7
1，000・0
2，000・0
籾一鱗の債絡（文）
　8。4
500．0
1，000・0
の如くで、和銅四年に比すると、天李寳字八年は六十倍の騰貴
であり、天卒紳護元年二月は百二十倍の騰貴である。そこで政
府は貯藏米を放責して市憤を下落せしめようと計つたのであ
る。かうした物債の踊貴は、一柔奢移生活と寺院工事との爲め
に惹起された経濟現象で、京師の官吏らは生活難に苦み、僅か
（六七）同前書、同巻（同年四月）。
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二三箇月の辛棒が出來ないで高い利、怠の金を借りたりしたが、
政府は却って其高利で財政の急を救つたりしてゐた。試みに當
時の利息を窺つて見ると、八箇月牛倍、十六箇月一倍の高率で、
もっと下つて寳轟年問には月一・割三分、年十五割六分といふが
如き高率を示してゐたから、米憤が五十五年問に百二十倍の騰
貴を見たのも不思議ではなく、政府が貯藏米穀の放費に依って
市憤を低落せしめようとしたのも有り得べきことであつた。
　　　　　第六節　雫城京の市場
　李城京に東西市場の置かれてあつたことは、大寳令の規定を
初め、前掲『績日本紀』の記載でもわかるが、其位置、景槻、
取引妖況などは他の交獣に徴しなけれぱこれを知ることが出來
ない。今、試みにそれらを順々に調べて見よう。
　（一〉　東西市の位置
　寧樂京は唐の長安城一階の文帝が開皇二年に漢の故城の南
束に新築したもの一を墓して脛螢したのであるから、長安城
に於ける束西市の位置を窺へば、李城京のそれも大抵ははわか
る。長安城の東市は左京の略宝中央に在つて稽き東に偏し、東
は道政、常樂の二坊、西は李康、宣陽の二坊に接する略宝正方
形（北東の一端が敏けてゐるので、嚴密に云へば六角形を呈し
てゐる）の一坊を占めてゐる。西市は右京にあつて、西は群賢、
懐徳の二坊、東は延壽、光徳の二坊に接する方形の一坊を占め
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てゐる。爾市共に、其北は金光門と春明門とを連絡して東西を
　　第　一　圖
? 鴇
　　、タ
　正倉院丈書市圖
横貫する皇城前の大路に臨んでゐ
る。
　　　　　　　　　ラ「正倉院文書』の市圖（第一圖）を
見ると、市は或南北の大路から一・
坪を距て、或東西の大路からも一
埣を距てたところに、東西に二坪
づ＞、南北に三埣づ＞相蓮つて、
他の束西大路に臨んでゐる合計六
坪から成る一・匠域であつたことカジ
：知られる。次ぎに同文書の中に、
『東西市庄解　申下勘二定庄地＿事上
　自二堀河＿東向行長六丈北面
　自二南面＿東向行長七丈
　堀河廣二丈
　自二堀河一西向行長三十二丈北面
　自二南面＿西向行長三十一丈
　自二堀河一西方直冊貫
東方直二十貫
　　天季勝寳八歳正月十二日 昊原伊美吉飯成
大石能歌阿古麿
布勢君足入
（六入）正倉院交書、市圖。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゑカゆ　　　　　　　　　　　　　　　伊部造子水通
の如き古文書がある。此文は堀河から東の方へは、北面に於い
て長さが六丈、南面に於いて七丈あり、堀河の幅は二丈あり、
そして堀河から西の方へは、北面に於いて長さが三十二丈、南
面に於いて三十一丈あるといふ意味であるから、堀河は南北を
貫流する水流であり．それが北面に比し、南面に於いて一丈だ
け西方に偏寄して、庄地を東酉に分劃してゐたこと、庄地は北
邊が6＋2＋32＝40丈あり、南邊は7＋2＋3』40丈あるが故に、
東西の爾邊もまた四十丈あつたことが知れ、これ，が束酉市いづ
　　第二圖　 れかの一坪を現はしたものであることが
←一ズ←町→　　知れる（第二圖）。　そこで、若し『堀河』
　　　　　　ニた←丈亀瞬轟丸　　　　　　　　　といふものが．現今の何川に當るかとい
　　　　　　　　　ふことがわかれぱ、此庄地が東に屡する
　　　　　磯　働　　　　　η　　　　カ）、西に属するかといふことも：知れて來
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐワヒのン　　　　　　　　　る筈である。關野貞博士は、色々の理由
　　　　　　　　　から此堀河を秋篠川のことであらうと
←丈・一サ臓→　　　　　　ベセ寒文　　推定されたが、秋篠川は右京を流れる河
　ぐ一一支十　㎝一→
　市庄地々圖　　　であるから、此市庄地は西市に驕するも
のに相違なく、同時に西市の位置も略ヌ知られるわけである。
關野貞博士は東西市の位置について、次ぎの如く論断せられ
た。
　『其位置は季安京の如く明らかならざれども、東市は辰市村
（六九）大日本古交書．巻四　（藥師院文書・東西市庄解）。
（七〇）關野貞、寧城京及大内裏考、六三頁．
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　大字杏に小字辰市あれぱ、其附近なるべく、西市は郡山町大
　字九條に田市と繕する地あれば、其附近なるべし。されば東
　西市は八條の内にありし者の如し。正倉院交書に第八圖（本
　論文第一圖）の如き者あり、是れ或は市地を示せる者にあら
　ざるなきか。若し果して然らぱ、市は東西二町、南北三町の
　地を占めし者の如し。叉市と記せる文字の下に四町の’匿劃あ
　るは、恐くは九條を示せる者ならん。是亦市が八條にありし
　　　　　　　　　　　　　　ぐロヒ　ウ　ことを徴するの資料に供すべきなり。』
　誠に穏當な推定である。しかし、少し説明が足bない。私か
らいふと、軍安時代に荷ほ著名であつた『辰の市』の名繕が注
意に値する。辰の市は普蓮には、酉の市などの如く、辰の日に
立つ市であると解せられてゐるが、他面、辰は方位を十二支に
配した東々南の稗呼で、略宝東に當るから、事に依ると、寧樂
時代晩期あたりから、東市をタツノィチと呼び慣らしたやうな
ことがなかつたか。或場所を方位で云ひ現はすことは古來の慣
習であるから、此推定も彊ち排斥すべきではない。北浦定政の
考定した『季城大内裏埣割圖』に從へば、左京八條二坊の十一
　　　　　　　　　　　　　　　ロヒニラ圷、十二坪にかけて『辰市紳祉』とあり、今日も辰市村大字杏に
宮東、宮北、宮西の小字あり、其中央を辰市紳杜の宮地とすれば、
北浦定政の考定よう一圷だけ酉に寄つてゐるが、大膿に於いて
辰の市の中心地を知ることが出來る。今、辰の市の中心地を宮
東、宮北、宮西の間に求むれぱ、それは八條二坊五埣に當る。
（七一）同人、同書、六九、七〇頁。
（七二）北浦定政、塁城大内裏坪割圖（關野貞、前揚書引用）。
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そこで前掲「正倉院文書』の市圖を二れに當てはめると、東西
二町、南北三町を占める市の西方一町を距てた庭にある大路は
二坊大路であり、南方の路は八條大路で、其南四町を隔てた直
線は九條大路といふことになり、從つて東の市の位置は、左京
八條二坊の五、六、七、十、十一、十二の六埣にあつたといふ
ことが判明する（第三圖）．
　李城京は左右均齊であつたから、これと反封の揚所を右京に
求めれば、西の市は八條二坊の五、六、七、十、十一、十二の
六埣を占めてゐたといふことが出来る（第四圖〉。今、郡山町大
字九條字市田は市の所在を示唆する大切な残存であるが、それ
はちやうど十坊に當つてゐるから、大膿西の市の位置はわかつ
たことになる。然るに前蓮『藥師院文書』の東西市庄解にある
堀河に相當する秋篠川は、今日ではこれら六坪に鯛れす、五、
六、七の三埣の東方を流れてゐる。恐らく、古代に於いては現
在よりも今少し西方に寄つてゐたであらう。現在に於いても秋
篠川は南方に下るに從つて屈曲し、北方の如く直流してゐない
から、河身が現今と古代とでは大分攣つたと思はれる。更にまた
第四圖に見られた五坪の細流を昔からあつたものと見徹せぱ、
「藥師院文書』の庄地は、八條二坊五埣であつたといへよう。
　今一つの問題は、李安京に於いては、左京と右京との匿域に
廣狭がなかつたが、李城京に於いては左右が同様であつたかど
うかといふことである。此織は材料が不足で、ちよつと判噺し
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かねるが、長安城の例に則れば、東西とも略よ同形であつたと
見ても差支へない。確實なことは後日の研究に侯たなければな
ら濾。
　（ニ）　東西市の景観
　前項に読いた如く、東西市は朱雀大路を一坊づ、隔て、、其
東西に設けられたから、たとへ八條のやうな南方に偏した場所
に在つても、相當に股賑を極めたと思はれる。「萬葉集』を見る
と、
　　『門部王詠二東市之樹＿作歌一首
　ヒムガシノイチノウヱキノ　コダルマヂ　　アハズヒサシをウ　ペ　てコヒニ　ケ　リ　セヨ
　東市之殖木乃木足左右不相久美宇倍吾懸爾家利』
の如く、東市を詠んだものが見出される。此歌によると、東市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウヱキには栽木があり、枝葉が繁茂してゐたことが知れる。『殖木』と
いふのは恐らく街路樹のことであらう。何の木を街路樹にして
ゐたかは明徴がないけれども、やはり『萬葉集』に、
　タチバナクカグフムミチノヤチマタニモノヲゾオモウイモニアハズヂ（七四》
『橘之蔭履路乃八衙爾物乎曾念妹爾不相而（三方沙彌）』
　タチバナノモトニミチフムヤチマタニモノテゾオモフヒトニシラエズ『橘本爾道履八衝爾物乎會念人爾不所知
　右一首右大辮高橋安麿卿語云。故豊島釆女之作也。但或本云。
　三方沙彌懸二妻苑臣一作歌也。然則豊島釆女。當時當所。ロニ
　　　　　ぐセ　ラ　吟此歌＿欺』
など、あつて、街路樹として橘の樹が探用せられてゐたことが
わかる。橘の樹は常緑で、夏は日影を遮つて、其下に涼を取る
ことが出來、秋は熟した果實を摘んで乾いた咽喉をうるほすこ
（七三）萬葉集、巻三。（七四）前同書、巻二。　（七五）前同書、巻六。
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とが出來る。此樹が道の雨側に栽ゑられたのは、一つは景観を
美くしくする爲めでもあつたらうが、また一つには如上の實用
的な目的も有つてゐたらう。
　地方官になつて田合へ行つてゐる入は、「藤波の花は盛りにな
りにけり寧樂の都を思ほすや君』と歌ひ、また都の有様を面り
見た人は、『白銀の目貫の太刀を取り倣きて寧樂の都を練るは誰
が子ぞ』と歌つて、李城京の盛大と美麗とを讃歎してゐるから、
其市場もさぞ美くしかつたらうと思はれるが、『綾日本紀』を緩・
いて見ると、其：巻二十二に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ち『天李寳字三年五月甲戌。勅日。頃聞。至ジ子二三冬間一。市邊
　ヨじ　　　ヤ　ち　多二餓入＿。尋二問其由一。皆云。諸國調脚不ゾ得ゾ還ゾ郷。或
　因ゾ病憂苦：。或無ゾ糧飢寒。験籍念ゾ鼓。情深溌感。宜下随二
　國大小一。割二出公廊し。以爲二常李倉一。逐二時貴賎一。雑羅取ゾ
　利。普救中還脚飢苦上。非三直落二外國民一。兼調二京中穀債＿。
　其東海東山北陸三道。左李準署掌ソ之。山陰山陽南海西海四
　道。右李準署掌ゾ之。』
のやうな一節が見出され、其『橘の蔭履む路の八衝』には、行
路病者や行倒れが横はつてゐたことが知られる。寧樂京とても
必らすしも極樂ではなかつたのである。
　（…三）　取引の朕況
　東西市の取引状況がどんなであつたかを窺知すべき資料は殆
ど全くない。たy「萬葉集』に牧められた二三の歌によつてそ
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れを推想する外はない。巻七の
　ニシノイチニタダヒトリヂテ　メナラバズカヘリシキヌノアキジ　コ　リカモ（七六）　『西市爾只猫出而眼不並買師絹之商自許里鴨』
といふ歌を見ると、絹の座に色の美くしい光澤のある絹がすら
すらと並べられて居り、それを見ると、かつと上氣してしまつ
て、良否などを比較して考へる暇もなく、直ぐ買ひ取るやうな
ものが少くなかつたことが推し量られる。前掲の『照比豆』の
歌も、やはりかうした威想を起さしめる。
　　アキカヘリシラストノミノリアラバコヅワガシタゴコロモカヘシタマハメ（七七）
　『商攣領爲跡之御法有者許曾吾下衣凝賜米』
といふ巻七の歌を見ると、一旦買つた物を返したり、また費つ
た物を取還したりすることがあり、それらが禁ぜられてゐたと
いふことが知られる。さうしたこまかい規定があつたかどうか
はわからないが、ともかくも慣習のあつたことだけは知れ、相
當に商業が官憲から干渉され、同時に商人が若干保護されてゐ
たことがわかる。此歌はやはり市場慣習から、思ひついたもので
あらう。
　前掲『綾日本紀』稗徳紀の記載によれぱ、一時に四千解（左
右京各二千鯖）或は二千鮒の米穀を東西市に羅して、それが捌
けていつたほどであるから、東西市の責買は可也に頻繁であり、
其取引は相當に互額に上ったこと、思はれる。
　　　　　　　イチノクラ　次ぎにはどんな市璋が存在したか、帥ちどんな品物が費られ
てゐたかといふことが問題になるが、前掲の『西市爾』の歌で、
絹の費られてゐたことは明らかである。『正倉院文書』の中に次
（七六）前同書、巻七。
（七七）前同書、同巻。
46 日本古代市場の研究
ぎの如き東市庄解がある。
　『東市庄解　申二季章憤筆墨一1
　筆拾壷管　別光文
　墨滲拾連　別升文
　　　　　　　　　　天李寳字元年十月1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　大1二』
　これは筆墨の債格を公定したもので、筆や墨が責られてゐた
こと、從つて文房具の躍があつたことを示すものである。筆の
下には多分「事』の字、日付の下には、呉原飯成の名があり、其
左の『大』の下には「石阿古萬呂』とあつたらうと思はれる。
其事は同じ東市庄解に、
　『東市庄解　申下買二進上索餅＿事上
　　　　　　　　　　　　　　　　　七合壷仔 僧懸太　直壼伯捌拾漆文一文充六懸
　　右、依二政所符一、買取進上如ノ件、以解
　　　　天李寳字二年七月十七日　　　臭療伊美吉飯成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セだラ　　　　　　　　　　　　　　　　　大石阿古萬呂』
といふのがあるので明かである。此解は政所の符によつて索餅
を買取り進上するとを申告したもので、其債格は一一文に六懸の
ものと七懸のものと二色あり、絡歎一二〇〇懸の債が一八七文
であるから、一懸の李均憤は○・一五五八強に當るわけである。
更に次ぎの解を見ると、生瓜や生大豆が責られてゐて、いはy
今日の青物市場の如き躍が立つたと思はれる。食料は日用必須
（七入）大日：本古：交書、巻四（正倉院丈書、東市庄解）。
（七九）前同書、同巻（東市庄解）。
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のものであるから、市に於いては比較的多種類のものが多量に
取引されたこと、思はれる。
　『西市庄解　申下進二上難物＿事上
　生荻参伯陸拾果　直壷伯捌拾文
　　大七十果別一丈　　　　中百五十果一文充二果
　　小百冊果一丈充四果
　生大豆玖束　直滲拾陸文刺楢文
　　雇車壷爾　賃伍拾五交
　合用銭　百漆拾壼文
　右、依二今月十日符一、買取進上如ゾ件、以解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ゆ　　　　　天李寳字二年八月十二日　　　布勢足人』
　帥ち生瓜に於いては關市令の規定通り、先づ等級を大中小の
三つに分け、大は一個一文換、中は○・五文換、小は○・二五
文換と債格を定め、
　大瓜　70個×　1文＝70文
　中瓜150個×　（唐文＝75文
　小瓜140個×（戦5文＝35文
　　　360個　　　180文
で買ひ取り、また生大豆は一束四交換、九束を三十六文で買ひ
取り、爾者の蓮搬費五十五文を加へ、合計二百七十一文を要し
たのであるが、これらの青物は八月十日附の符に依つて購入を
市司に命じたので、十二日に買入れて．車を傭うて迭つたので
（入O）前同書、同巻（西市庄解）。
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ある。これはつまう今日の迭り状見たやうなものである。
　「東市庄解　申下買二進上珠丁軸＿事上
合離伯枝舞≡喜綾直陸伯文二枝充三文
　右、随二市内在＿買取、且進上如ゾ件、以解、
　　　天李寳字二年八月四日　　　　　　臭厘　飯成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜラ　　　　　　　　　　　　　　　　大石阿古麻呂』
　此解及び次ぎの解によつて、東の市に珠丁軸や木書軸の費ら
れてゐたことがわかる。何しろ寧樂時代晩期はいはゆる『爲経』
が人聞の事業中一番大切なことのやうに思はれてゐた時代であ
るから、これらの軸も造経用に供せられたものと思ふ。珠丁軸
には長短の二種あり、長物三百枝、短物一百枝、合計四百枝を
一枝李均一文孚で買ひ取つた。勿論、政所から市司に勤して購
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レヂ　メハド入の命令があつたので、市で費つてゐるもの、卸ち仕入晶を買
ひ取つて進上したのである。
　『東市庄解　申二季章債物事＿
　　橿軸七＋七枝羅最珠丁軸一百枝二枝充蚊
　墨；肝蓮…別惜文
　　死珠軸兄茶火打多氣
　　右、依二政所符一憤季章附二仕丁大俘黒萬呂～進上如ゾ
　　件、以解
　　　天季寳字二年七月廿四日　　　　臭　原　飯　成
　　　　　　　　　　　　　　　　大石阿古麿
（入一）前同書、同篠（東布庄解）。
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　　　　　　ニ　　禍二口直二文』
　此解は、木叢軸を一枝七文換で七十七枝、珠丁軸を一枝一文
孚換で百枝、墨を一挺三十文換で三十挺を政所に遙めたもので、
珠丁軸は前掲のものと憤格が同一である。末尾にある塙二口は
直二文であるから、一ロー文の割りである。どんな品物か、ど
んな大きさか分ら沿けれど、可也に廉憤であるといはねぱなら
ない。
『職符東市司
　琉璃玉四口径二寸、若無者壼一＋許口、
　　右、李二章其債一、便付二遣使坊令御母石勝一、進二迭含人
　　親王葬装束所一、符到奉行、
　　　　　　　　　　　　　　大進大津連船入
　　　　　　　　　　　　　　大驕四比元孫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの　　　　　　　　　　　　　　　　　　十一月廿月』
　此符は東市司に出したものであるから、左京職符に相違ない。
また日附は、含入親王が天李七年十一月に廃ぜられたから、天
李七年十一月廿日であることも明らかだ、此符は舎人親王の葬
儀に必要な琉璃玉四口を市司で買取らしめる命令書で、其代債
を李章して、使者として遣はした坊令御母石勝に托して、親王
の葬儀事務所に迭れ、符が到着したら直ぐ取計らへといふ意味
である。『琉璃玉四口』とある下の注記は各宝径二寸のものが必
要だが、若しなければ壷を十歎口調へよといふ意味にしか取れ
（入二）前同書、同巻（同解）。
（八三）前同書、巻一（正倉院文書、正集四）、左京職符。
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ねが，それでは意昧が不徹底である。（ことに依つたら、『若無径
一寸緯口』といふやうな意味でなかつたか。現物を見ないから、
不明であるが、玉の代りに壷はちよつとをかしい。）此符で見る
と、左右京職は諸官騰から必要の物資を購入することを命ぜら
れると、直ぐ東西市司にそれの進上を命じたものらしい。其時
には現銭を持たしてやる場合と、物資到着後支沸ふといふ約束
の場合とがあつたらしい。前掲の符は解繹の仕方でどちらにも
取れるが、次ぎの如きは明らかに現金を渡さないで、懸買した
例である。
『職符東市司
　錬一具正倉料
　右、從二彼市一、卒憤進上、依三用可レ令二漆塗＿下、至二今日＿
不ゾ上、此今可ゾ用、知〆状進迭、持來之日、將ゾ給二債直一、
符到奉行
　　　　　　　　　　　　少屡衣縫蓮入君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　天李七年十一月五日』
　　　　　　　　　　　　　カギ　ー讃すれぱ分るやうに、正倉の鎌を其市の季債で購入、進上
させてから、漆を塗らせる爲めに下げ渡したところ、今日に至
るも進上しないが、直ぐに必要なのであるから、情状を知つて
早く迭ってもらひたい、持つて來たら直は直ぐに出さうといふ
意味である。然るに次ぎの例は、現金買ひである。
『職符東市司
（八四）前同書、同巻（正倉院丈書、績集、四二）。
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銭二百文
右、爲二正倉内室押釘用一、以二件鏡一随〆使工上、市易進
上、其委曲状有二便ロー、符到奉行
　　　　少進春日藏首大市
　　　　　少属衣縫連人君
　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　 天李七年十一月十一一日』
此符は正倉の内室に用ひる押釘の代として、鐘二百文を渡さ
うから、それで使者の指圖通りに細工して進上せられたい。悉
しいことは使者に聞いてもらひたいといふ意である。（『有便口』
は恐らく『附使口』であらう。しかしこれも原文を見ないから確
言が出來ない）。
「職符東市司
　奉〆紳幣島五色絶各一丈
　布参端　鰻一蓮　堅魚一蓮　海藻一連　盤一尻　折横一・
　　口
右件之物等、以二利鑓一買、限二今日内＿進二上職家一、符到
奉行、
　　　　　大進大津連般入
　　　　　少屡衣縫蓮入君
　　　　　　　　　　　　　お　　　 天李七年□□月九日』
　　　　　　　　　　　アシキヌ此符は祭祀用の幣島として長さ一丈づ＞の総五種、蛇びに布、
アワビカツテ簸、堅魚、海藻、璽、折櫃を利鏡の中で購入して、今日中に左
（八五）前同書、同巻（正倉院丈書、正集、四）
（八六）前同書、同巻（同集）。
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京職まで迭れといふ命令である。これで見ると、利銭で必要晶
を買はしめたことが分るが、いはゆる『利鏡』がどんなものであ
つたかは精確に分らない。此符によつて色かの海産物や厨具と
しての折櫃（後の折敷であらう）やが市で責られてゐたことも明
らカ》になる。
『謹解　申二所ゾ盗物事＿
合壷拾滲種
　廉朝服一領　葛布孚管一一領　畠揮一要　麻糸抜一箇　吊被
　一蓋　：綜帳一張　調布帳一張　被菖一合　緑裳一要　青裳
　一要銚面灘羅難藁臓黎勧難疵・赤漆眞弓一枝
　小々黒削漆端　幌二具
　右等物、六條コ坊安拝常痂呂之家、以二去八月廿八日夜一
　所ゾ盗、注ゾ状以解
　　天季七年閏十一月五日
　　　　中宮職含入少初位上中臣酒入宿彌久治良
　　　　左大舎人寮少鵬大初位下安拝朝臣常麻呂
職符東市司
　件所ゾ盗物、父以二去八月廿八日＿申迭如ソ前
　　　　　　大進大津蓮艘人
　　　　　　　　　　ぐ　セラ　　　少属衣縫連人君』
これは天李七年八月二十八日に、左京六條二坊の安拝常麻呂
の家に盗賊が入つて、轟の朝服以下十三品を犠取したので、其
（入七）前同書、同巻（同集）安拝常廊呂解、及び左京職符。
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旨を當時被害者から左京職へ屈け出たので、左京職はそれを東
市司に移牒して置いた、然るに被害者は閏十一月五日を以て、
再び左京職に前掲の解を提出したので、左京職は再び東市司に
移牒して、これは八月二十八日附で既に申し逡つてあるものだ
と附言したのである。市は多入歎集り、また賊品などが責買、
交換されることが少くないから、彊縮盗の被害があると、直ぐ
品種を市司に知らせて犯罪の捜査に便したらしい。ちよつと今
日の警察が質屋や古物屋を調べるのと同似してゐる。
　かうした風に、米、索餅、瓜、大豆．魚貝、海藻、璽などの
やうな食料晶から、絹、布、瑠璃玉などのやうな被服材料、装
身具、文房具、佛具、鐵製品の類まで、それぞれの躍があつて、
そこへ行けぱ種々の物を求めることが出來たのである。寧樂時
代も寳字期に入るともはや實物経濟の時代を去つて、貨幣経濟
の時代に入つてゐたから、東西市に於いては京人の間には貨幣
で取引が行はれてゐたらしい。しかし、京外から來る農民たち
は、恐らく籐剰の物資を齎らし來つて、それを不足してゐるも
のと交換したこと、思はれる。其事は「買ふ』といふ語と『換ふ』
といふ語とが、萬葉時代にまだ完全に分岐してゐなかつたこと
によつて謹明せられる。
　　　　第七節　寧樂時代の地方市場
寧樂時代以前から存在した大和、河内の市場は、そこが都城
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に近く、殆ど日本文化の中心地たるが如き観があつたので、當
代に入つても依然として盛況を持績してゐたらこい。原史時代
以來榮えて居り、記紀に名の現はれてゐる市は、先行諸節に於
いて言及した通り、高市、海石榴市、阿斗桑市、輕市（以上大
和）、餌香市（河内）などであるが、寧樂時代にはこれらの外、地
方市場として阿倍市（駿河）、小川市（三野）、深津市（備後）などの
名が見えて居る。筒ほ此外各國にはそれぞれ市が立つて、相當
に股盛を見たと思はれる。
　今、私はそれらの中、若干の市について、人交地理學の立場
から、其位置、登展の由來等を考察し、出來るだけ綿密に叙述
して見ようと思ふ。
　（一）海柘耀志
　海石榴市の名は既述の如く、『日本書紀』の武烈記に出て居り、
高市に次いで古い市場と思はれる。『古事記』には紀の武烈紀と
同榛の事件と考へられる歌垣のことが出てゐるが、市の名は記
され・てゐない。先づ武烈紀を課して見る。
「太子は物部轟鹿火大蓮の女の影媛を召さうと思はれ、媒介を
遣はして、媛の家で會はうと云ひ邊られた。影媛は嚢に翼鳥大
臣の子の鮪に犯されてゐたので、太子の所期に違ふことを畏れ、
海柘榴市の巷でお待ち申したいといふ御返事をした。太子は市
に行くつもりで、舎人を李群大臣の邸に遣はして官馬を出せと
命ぜられた。と、大臣は「官馬は誰れの爲めに飼つて居ります
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か。御命令のま、にいつでも差出します」といつて、なかなか
馬を出さない。太子は怒りの情を面に出さす、忍んで市に行つ
て歌垣の入中に立たれ、影媛の袖を捉へられた。と、間もなく
鮪が來て、二入の間に割つて入った。太子は影媛の袖を放して
　　　　　　　　　　　　　　　ナヲリ前に向き直り、鮪に向つて「潮瀬の、飴波を見れぱ、遊び來る、
鮪が鰭手に、妻立てり見ゆ」と歌はれた。鮪はこれに答へて「臣
の子の、八重や韓垣、ゆるせとや御子」と歌つたので、太子が
「大太刀を、垂れ侃き立ちて、退かすとも、末果しても、逢はむ
とぞ思廟といはれると、鮪は「大王の、八重の組垣、か、めど
　　　アマシビも、名を海鮪に、か＞す組垣」と答へた。で、太子は「臣の子
　　　　　　　　　　　ナ　ヰの、やふの柴垣、下動み、地震がより來ば、破れむ柴垣」と罵
　　　　　　　　コトガミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリ、影媛に向つて「琴頭に、來居る影媛、玉ならぱ、吾が欲る
玉の、鰻白玉」と歌はれた。そこで鮪は媛に代つて「大王の、御
　　シ　ヅハタ帯の倭文繕、結び垂れ、誰れやしひとも、相思はなくに」と歌
つた。で、太子は鮪が既に媛を犯したことを域づかれ、父子の
無禮を憤って、帥夜大俘連金村の家に兵士を集め、薮千入を以
　　　　　　　　　ぐ　　ンて乃樂山に鮪を趣撃した。』
　これを次ぎに鐸出した『古事記』のオケの命の歌垣の條に比
較して見ると、興味が深い。
『かれ天の下しろしめさむとせしほど、李群臣の祀、名はシゼ
の臣、歌垣に立ちて、其オケの命の召さむとする少女の手を取
れり。其少女は菟田の首らが女、名はオフヲといへり。かれオ
（八入）日本書紀、巻一六（武烈紀）。
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ケの命も歌垣に立た＞しき。こ、にシビの臣歌ひけらく、「大宮
の、をとつ旗手、隅傾け軌。かく歌ひて、其歌の末を乞ふ時に、
オケの命歌ひたまはく、「大匠、をぢなみこそ、隅傾けれ」。かれ
シゼの臣また歌ひけらく、「大君の、心をゆらみ、臣の子の、八
重の柴垣、入り立たすあ軌。こ、に王子また歌ひ給はく、「潮瀬
　　ナヲリの、波折を見れぱ、遊び來る、鮪が鰭手に、妻立てり見ゆ」。か
れシゼの臣、いよ、怒りて歌ひけらく、「大君の、御子の柴垣、
ヤ　フ
八籔じまり、しまりもとほし、きれむ柴垣、僥けむ柴垣」。こ＞
に王子また歌ひ給はく、「大魚よし、鮪つく海入よ。しがあれば、
うら懸しけむ、鮪つく鮪。かく歌ひて、かyひ明かしてあらけ
　　パレがまし臓o』
　二つの記述を比較すると、太子の名も異つて居り、少女と其
父との名も異つて居う、また歌も多少異つてゐるが、一つの事
を記したものに相蓮ない。しかし、これらの記述によつて私が
知らうとするのは、（一）海石榴市が賑かであつたこと、（二〉そこ
に歌垣が立つたこと、（三）歌垣がどんな風に行はれたかといふこ
とであつて、他は此揚合には問題外である。ともかくも、かう
して海石榴市は歴史時代早期から繁榮した市揚であつたといふ
ことはわかるが、飛鳥寧樂時代に於いても、それがやはり股賑
の地であり、四通八達の街罹1には老幼男女が行き交つて、いは
ゆる「肩摩毅撃』の搬を呈してゐたことが次ぎの歌で：知られる。
　　ムラサキハハイサスモノゾッ　バ　ィ　チ　ノ　ヤ　ソノチマタニァヘルコヤタレ（九〇）
　『紫者次指物曾海石榴市之八十街爾相見哉誰』
（入九）古事記、巻下（飯豊皇女の條）。
（九〇）萬菓集、巻一二〇
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　　ツバイ　チ　ノ　ヤソノチマタ昌タチナラシムスビシヒモヲトカマクテシモ仇一）　『海石榴市之八十衝爾立李之結紐乎解巻惜毛』
　前者はツバィチの街頭で蓬つたのはどこの子であらうといふ
意を歌つた懲歌に過ぎないが、これによつて市の八衝を男女が
往きつ返りつしてゐた有様が窺はれる。後者はツバィチの街頭
に歌垣に立って、結んだ紐を解くのは惜いことだといふ意を歌
つたもので、飛鳥寧樂時代にもそこでやはり影媛の物語のやう
な歌垣が行はれてゐたことが知られる。
　海柘榴市はどこにあつたか。「大和名所圖會』は其位置につい
て、次ぎの如くにいつてゐる。
　　ツバキイチ　「海柘榴市（金屋村より四町ぱかり東にあり、近年観音堂をた
　　　げしニラ　てたり〉。』
　金屋村は三輪山の南西麓にある。三輪町の南端で路が分れて
二つになり、一つは東走して金屋に至り、そこから南束向して
追分に蓬する。一つは南走して粟殿を経て、櫻井町に達する。
追分に通する道は、そこから北東向して、初瀬川の岸を縫ひっ
＞初瀬に達する。けれども古代の道路は、今日の國遣よりもす
っと山寄りを進み、金屋から慈恩寺を経て、脇本に出たと思は
れる。金屋村はちやうど、三輪山と鳥見山との問にあり、初瀬
川と粟原川とが作つた沖積地を前にして、後に三輪山を負うて
ゐる。いはゴ初瀬川漢谷の入口にあって、李安時代に初瀬の観
音に詣でるものは、皆なそこで燈明其他の用意をしたほど、此
庭は重要な地黙であつた。古代に於いては附近に清寧天皇の磐
（九一）前同書、同巻。
（九二）大和名所圖會、巻四、二玉丁。
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余甕栗宮（磯城郡安倍村池内の邊〉、顯宗天皇の近飛鳥八釣宮（磯
城郡香久山村下八釣）、欽明天皇の磯城島金刺宮（三輪町金屋の
邊〉、用明天皇の池邊墜槻宮（安倍村阿部字長門）などがあり、もつ
と古くは履中天皇、雄略天皇の皇居も金屋を距ることさほど遠
くない場所にあつたから、此庭はそれらの日に交通上重要な地
黙であつたと思はれる。特に三輪山の大紳々杜は古代から名立
たる祉であり、そこには参詣する入が多かつたらうから、金屋
はそれが爲めに多藪の民衆によつて柱復せられたと推想せられ
ねぱなら漁。
　それのみならす、金屋は寧ろ磯城郡の文化中心ではなかつた
かとも考へられる。何故なれぱ、そこには倭の六つの縣の一冠
である志貴神杜があり、それは遠古以來皇室と姻戚の關係があ
つた磯城縣主の組紳を祭つたもので、天李二年の頃には莫大な
紳，戸を有つてゐた。例へば『正倉院文書』の中に、
　『志癸御縣紳戸穀玖拾　鯉滲斗捌升（粍一・解八斗一升解別二
　升〉定玖拾解伍斗漆升替、依玖伯伍束漆把、穎　伯捌拾玖束
　捌把、租壷伯伍拾陸束滲把、合壼仔滲値伍拾壷束捌把、用隷
　　　　　　　　　　　　　ぐだヨ　束（祭神〉残壷仔滲値躍拾漆束捌把』
の如き藪字が見出される。李安時代に入つても荷ほ民衆の崇敬
が厚く、朝廷からは多くの封，戸を進められた。『延喜式』の紳名
　　　　　　　　　　　　　　　　　シキノカミ帳に志貴御縣坐紳杜とあるのは帥ち此祉で、城上郡の大祉十五
　　　　　　　　だの座中の一座であつた。かうした黙から考へると、金屋は恐らく
（九三）大日本古文書、巻一（大倭國正税帳）。
（九四）延喜式、巻九（騨名、上）。
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磯城縣主の根篠地であり、國家出現以前から既に相當大きな聚
落があって、原始的市場が開かれたりしてゐたのではないかと
思はれる。いはゆる『三輪市』の如きも、初めは三輪に、あつたの
ではなく、海柘榴市部三輪市であつたかも知れない。市場が開
かれた地黙は、村の東方四町ぱかりのところといはれてゐるが、
それを的確にどこと指示することは困難である。粟原川の漢谷
と初瀬川の漢谷とが合して一つとなつて、高距八○米突の李地
を展開する地黙に、ウタガツヂといはれる場所がある。それが
若し古い地名で、『歌が辻』の意味を有つてゐるとすれぱ、歌垣
に關係がありさうに、思はれ、從つてそこを市の名残と見られ鍛
こともないが、三輪の町から齢りに遠く距り過ぎて居り、それ
を海柘榴市に結びつけることは困難であるから、以’前からいは
れてゐる通りに、やはり金屋附近の比較的李坦な山麓にそれを
求めることが穏當であらうと思はれる。
　（二）輕市
　寧樂時代に輕市は可也に盛んな場所で、時入からは海柘榴市
や餌香市と岡じやうに見られてゐたらしい。『萬葉集』に
　　『柿本朝臣人麿妻死之後泣血哀働
　　作歌二首井短歌
　　ワギモコガヤマズイヂミシカルノイチニワガタチキケバタマダスキウ索ビノヤマニナク　　・吾妹子之不止出見之輕市爾吾立聞者玉手吹畝火乃山爾喧
　トリノオトモキコエズタマボコノミチユクヒトモヒトリダニニテシユカネバスペヲ』ナミイモガ　鳥之音母不所聞玉柞道行入毛猫谷似之不去者爲便乎無見妹之
　ナ　ヨビテソこヂゾフリッル　だ　ゆ
　名喚而袖曾振鶴』
（九五）萬葉集、巻二。
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といふ柿本人麿の歌が載つてゐる。歌の心は亡妻が絶えす行っ
て見た輕市へ行つたら、亡妻に似た入に出逢ふかも知れないと、
果敢ないことを頼みにして市の巷に出たが、似たものが一人も
ゐないので、亡妻の名を呼んで袖を振つたといふのであるが、
此歌に依つて輕市が畝傍山の近くにあり、人麿の時代には極め
て賑やかであつたことが：知られる。
　輕市の位置ははつきり分らないが、吉田東伍博士はそれを大
　　　　　　　　　　　　　　え　ラ輕の輕町であらうと推定せられた。大輕は五條野と見瀬との中
間に在り、北には蘇我馬子が其宅を修治して佛殿とした眉川が
あり、石川の西には古い久米村があり、輕曲峡宮（諮徳天皇々
居）、輕境原宮（孝元天皇々居）も其附近であつたらうから、古代
に於いて重要な地鮎であつたことは明らかである。輕池は久米
村の西、池尻の東、畝傍山の南にあり、輕紳肚は池尻の西に當
る輕古村にあるから、其邊を市の玩と見れぱ、人麿の歌意とぴ
つたり合ふが、歌では少しぐらゐ距つてゐる場所でも、つい近
くにあるやうに云ひなすが故に、此歌によつて輕市を輕古に比
定することは困難である。とにかく畝傍山南一帯の卒地を輕と
総稗してゐたことは明らかである。輕は輕部君の根擦地で、其
姓が地名から出てゐるところを見ると、よほど古くから開けて
ゐた庭らしい。現に『新撰姓氏録』には、
　『倭日向建日向八綱多命之後也。雄略天皇御世。獄二加里乃
　　　　　　　げしセラ郷＿。彷，賜二姓輕部君＿。』
（九六）吉田東伍、大日本地名群書（上方）、二五二頁。
（九七）新撰姓氏録、巻一〇。
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とあつて、初めはカリといつたらしい。そこに市が開け、「輕市』
の名稔の生じたのは、恐らく飛鳥時代のことであらう。『β本書
紀』の天武紀には、
　「是月。天皇將ゾ蒐二於廣瀬野っ而行宮構詑。装束既備。然
　車駕途不ノ幸奥。唯親王以下及群卿皆居ジ子二輕市＿。而槍一校
　　　でだお　装束鞍馬一。』
とあつて、輕市がそれらの日に、既に親王以下群卿が集合して
装束や鞍馬を瞼校するのに都合のよい場所になつてゐたことが
わかる。此市もz卜安時代まで綾いてゐたらしい。
　（置）　阿斗桑市
　阿斗桑市の名は前掲『日本書紀』の敏達紀に現はれたものが
初見で、其外にも折々見當るやうであるから、市場として相當
に…警：名であっナこと，思、はれる。
　其位置についてはご読あり、一は大和磯城郡川束村大字坂手
の南東奮名阿刀村がそれであるといふ『書紀蓮謹』の説、他、は
敏達紀の阿斗桑市、推古紀の阿斗河邊館などあるのは皆な河内
澁川郡阿都で、今の中河内郡龍華村大字植松、或は澁川のあた
りではないかといふ『大日本地名辮書』の説である。いづれが
正しいか、其批判は更に後の研究に侯たねぱなら濾が、若しも
河内であるとしたならぱ、植松や澁川に比定するよりも、東轟
井、帥ち跡部を其阯とする方がよからうと思ふ。何となれば、
既に『日本輿地通志』に
（九八）日本書紀、巻二九（天武紀、十年十月）。
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　『跡部（己屡。存二鎚弁村＿。）
　　　　　　　　　　で　　ン　東亀井（属邑一・。日二跡部一。）』
と明記しあり、また墾謀本部の地圖にも、轟井の東に跡部と記
してあつて、其名に阿斗桑市のアトの昔が残存してゐるからで
ある。
　（四）餌香薦
　餌香市については既に前節に詳述したが、それが寧樂時代に
も依然繁昌したことは、政府がそこの市司を任命したりしたこ
とによつて知られる。『績日本紀』に、
　『寳鶉元年三月癸酉。以二從五位下山口忌寸沙彌麻呂。西市員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のゆ　外令史正八位下民使既登臼理一。権任二會賀市司一。』
とある。『會賀』は餌香と同昔である。此記事は、政府が京の東
西市以外の市にも市司を任命したことのある謹擦で、頗る注目
に値するものである。しかし、此場合には稗徳天皇の由義宮行
幸があつたから、特に市司を権りに置かれたのかも知れない。
　すべて、かうした盛う場は入の出入が繁く、從つて異性の目
を引かうとして着飾つた青年男女が、そこを俳徊するやうなこ
とがあつたらしい。いはy市は、今月、銀座が銀ブラの徒によ
つて潤歩せられる如く、當時のモダン・ボーイやモダン・ガール
によつて湖歩せられたのであつた。試みに『萬葉集』に出てゐ
る次ぎの歌を吟味して見よう。
　「見二河内大橋濁去娘子＿（作）歌一首並短歌
（九九）息本輿地逼志、畿内部（河内之十三）。
（一〇〇）績日本紀、巻三〇（稽徳）。
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　シナテルカタシ　ハガハノ　サ　ニヌリノオホハシノウ、ユクレナイ！アガモスソヒキヤマアキモテスレルキヌキ
　級照片足羽河之左丹塗大橋之上從紅赤裳数十引山藍用摺衣服
　テタダヒトリイワタスコハワカクサノツマカアルラムカシノミノヒトリカヌラム1リ、マクノホシキ　而直濁伊渡爲見者若草乃夫香有良武橿實之猫欺將宿問巻乃欲
　ワギモガイヘノシラズモ　我妹之家乃不知
　　　反　歌
　オホハシノツメニイヘアラバマガナシクヒトリユクコニヤ　ドカサマシチ（一〇一）　大橋之頭爾家有者心悲久濁去見爾屋戸借申尾』
　これはカタシハ河に架けた丹塗の大橋の上を、赤裳の裾引き
ながら、山藍摺りの衣を着た少女が只だ濁りで渡つてゆく、あ
の子にはもう良人があるであらうか、それともまだ一・人者だら
うか、聞いて見たいものだといふ意に過ぎないが、此歌にょっ
て（一）片足羽川に橋が架つて居り、しかも其欄干が赤く塗つて
あつたε、（二）其邊をしやならしやならと排徊した女がどんな
服装をしてゐたかといふ事が知られる。そして此大橋は餌香市
の近くに架ってゐたものであるから、これらによつて其市場が
どんな位置にあつたかといふ注の見極めがつく。吉田東伍博士
は餌香市の位置を推定して、今目の南河内郡道明寺村國府が其
祉である。『紀』の雄略紀に「餌香市邊橋本之上』とある橋は、
『萬葉集』に「河内大橋』とあるもので、片足羽川に架ってゐ
る。此河は封岸に片盤の地があるから其名を得たのであるが、
一名を餌我川ともいつた。道明寺村の大字に般橋といふのがあ
る、大和川の會合所で、其西岸に當つてゐる。今日は新大和川
に架橋して、柏原村へ通するやうになつてゐる。『紀』の餌香市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てヂのニラ邊の橋、『萬葉』の河内大橋はこれであらうといってゐられる。
（一〇一）萬葉集、巻九。
（一〇二）吉田東伍・前揚書、三三四頁。
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　しかし、これは石川と大和川とを混同したもので、大橋と舟
橋渡とは後世では明らかに匠別せられてゐた。現に『日本輿地
通志』は次ぎのやうに書いてゐる。
『腐川石川（在二郡東界＿。蛋名片足羽川。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　のヨ　騨國府渡（濟二石川＿〉。舟橋渡（濟二大和川＿）。』
　帥ちカタシハ川といはれたのは、今日の石川のことであり、
それを渡るのが國府渡で、昔はそこに橋が架つて居り、それを
『萬葉集』は河内大橋と呼んで居るのであるから、前掲（第四締〉
の『日本書紀』雄略紀の『餌香市邊橋本之上』とあるのは、此
橋のことに相違ない（尤も此『橋』の字は、普通には『橘』と
なつて居り、内田銀藏博士などもそれをタチバナノモトと訓ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチバナノカゲせてゐられる。『萬葉集』の八千猫を歌つたものには、『橘之蔭
ワムミチ　　　　　タナバナノモトニミチフム履路』とか『橘本爾道履』とかあつて、いづれを錯簡であると
も決し難いが、文意から云へぱこ＞は橋本が正しいらしい）。さ
　　　　エ　ガすれは後に恵賀川といはれ、それに假橋の架つてゐたのは石川
帥ち片足鷲河でなくて、大和川であつたと私には思はれる。『綾
日本後記』に、
　『右京人孝子衣縫造金（異本今）縫女。居二住河内國志紀郡＿。
　年十二歳。始失二親父っ泣血過ゾ人。服関之後。親母許ゾ嫁。
　而絹出佳ゾ於二父墓一。旦夕哀働，母不三復謂二嫁事＿。其後還來
　定省。毎二父忌日＿。齋食讃経。累年不ソ息。至二冬節＿則母
　子買二雑材一。恵賀河構二借橋一。惣十五笛年。母年八十而死◎
（～〇三）日本輿地蓮志、畿内部、巻四〇、
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　墓聲不ソ絶。常守二墳墓一・深信二佛法一。焚ヅ香迭ゾ終・勅叙二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けのの　三階一。終身兎二戸内租一。旋二表門聞一。令二衆庶知一。』
とある通り、衣縫造金縫の女が母親と共同して雑材を買ひ、假
橋を冬季間だけ架けた悪賀河は、水面の廣い、流域の大きな大
和川であつたに相違ない。石川には萬葉時代にすら翫に大橋が
架つてゐたから、承和年代には荷更のことで、特に假橋などを
　　　　　　　　　　　　9
構へる必要がなかつたと、思、はれる。
　大和川の南岸に恵我村あり、北岸の柏原町に市村あり、道明
寺村の南方に古市町あつて色々の幻影を起させ、古代の餌香市
の位置を推定するのに困難を威せしめるが、やはり國府附近の
石川端を其趾と見るのが至當であらう。
　（五）　小川市
　小川市は『艮本霊異記』に其名が見えてゐるだけで、私の寡
聞かも知れ搬が、外の文獣には見當らないやうである。其位置
ははつきりわからないが、大膿「倭名類聚抄』の美濃方縣郡鵜
養郷に當るやうである。先づ『日本露異記』から次ぎの一節を
現代課する。
『聖武天皇の御代に、三野國片縣郡小川市に一入の力女があつ
た。生れつき大兵で、名を三野狐といつた。昔、狐を母として生
れた人の四代目の孫である。力が彊くて百入力を有つてゐた。
小川の市の内に佳んで、カまかせに往還の商人の物を掠奪し、そ
れを責りさぱくのを業としてゐた。其頃尾張國愛智郡片輪の里
（一〇四）績日本鞍記、・巻一〇（承和入年三月癸酉）。
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にも一入の力女があり、身は小さかつたが、三野の狐が．べの物
を掠め取ることを聞いて、一つ試して見ようと念ひ立ち、蛤五
十解を取つて舟に載せ、小川の市に行つてそこに泊つた。舟の
中には熊葛の練鞭二十段も入れてあつた。と、狐が來て蛤を取
り、彊ひてそれを費らせ、お前は何庭から來たかと尋ねたが、
蛤の主は何とも答へなかつた。回じこ乏を四遍も尋ねるので、
何塵から來たか知らないと答へたら、狐は無禮な奴めと、起ち
上つて二の腕を捉へ、鞭で一打ち打つたら鞭が肉に着いた。ま
た一つの鞭を取つて打つたら、それも肉に着いた。十段の鞭が
かうして皆な肉に着いてしまつたので、狐は自分のカが蛤の主
にかなはねことを知つて、僅れおの、いた。蛤の主がいふには、
お前は今後此市にゐてはならない、若し張ひてゐようといふな
ら、私はお前を殺してしまはうと。狐は途に殺されたので、小
川の市の．べ々は季和を喜んだ。かうした不思議の力人は、いづ
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ラれも先世の大力の因で生れたものである。』
　素より取るに足らぬ説話であらうけれど、それによつて小川
市が寧樂時代から李安時代早期へかけて相當賑やかな市揚であ
り、そしてそこは軍に附近の村落の住民が寄つて來て、有無を
交易したに止まらす、可也に遠隔な場所からも物を持つて責り
に來たりしたことが知られる。此説話では尾張愛智郡片輪里か
ら舟で小川市まで行つたとあるから、多分木曾川を湖つて長良
川に入う、一日市場の南方で古川に入り、伊自良川或は鵜飼川
（一一〇五）日本鍵異記、中巻（力女挽力試縁第四）。
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で泊ったものと考へられる。
　鵜養郷の名は今日稻葉郡黒野村の大字に下鵜飼として残つて
ゐるだけであるが、村の南を流れる川は鵜飼川といはれ、古代
に於いては鵜飼を行つたからさうした地名を得たのであらう。
鵜養郷の本里は黒野村大字折立だといはれ、其東方を流れて異
常の蛇曲と河跡湖とを有つてゐる伊自良川は、昔はもつと幅が
廣かつたであらうから、恐らく折立及び其北に蓮る今川のあた
りまで盗れて居つたと思はれるが、小川市は河岸にあったとい
ふから、どうしても伊自良川に臨んでゐたと見なけれぱなら露。
今川の西方、黒野村の北方に大字古市場があるから、それを大
禮古代の小川市の肚と見ることは姜當である。古市場の北西及
び南方には小祠があるが、それらの中のいづれかは市に關係の
あるものであるまいか。大抵の市には皆な市の紳が祀られてあ
つたから、さう見ることは彊ち失當ではあるまい。また尾張の
力女の佳地片輪里は、熱田の北にあつた古渡だといふのが定説
であるが、さうすれば爾地間の水上連絡は容易に取られる。但
し蛤五十鱗、熊葛の練鞭二十段を積込んで、可也に遠い小川市
まで行つたといふことはちよつと受取りにくいが、しかし、た
とへ説話であるとしても、さうした風の遠距離交易が行はれて
ゐたといふことの謹擦にはなる。次ぎに説く深津市の例を見て
も其事は肯かれる。
　（穴）阿倍市
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　駿河の阿倍市も東國では相當に盛んな市場であつたらしく、
『萬葉集』に吹ぎの歌が載つてゐる。
　　「春日藏首老歌一首
　ヤキッベニワガユキシカバスルガナルアペノイチ“ニァヒシ　コラハモ（一〇六）　嬢津邊吾去鹿歯駿河奈流阿倍乃市道爾相之見等羽裳』
　阿倍市の趾はどこかはっきり分らないが、今の静岡市の酉部、
安倍川に近いところであつたらうと思はれる。今の安倍川の名
稔も恐らく古代のかうした聚落の名から得たものであらう。此
市の賑やかであつたことは、此歌の四五句が謹明してゐる。
　（七）深津霞
『日本露異記』には今一つ地方の市場のことが出てゐる。それ
は備後の深津市である。今、其下巻から次ぎの一節を現代謬す
る。
「白壁天皇（光仁）の寳縮九年十二月下旬に、備後葦田郡大山の
　　　　　ホムチ里の生れで、品知の牧に働いてゐた男が、正月に入用の晶物を
買ひに、深津郡の深津の市に出かけた。途中で日が暮れたので、
葦田郡の葦田竹原に宿つた。と、附近に「目が痛い」といふ陣き
聲がして、牧人は夜つぴて眠ることが出來す、うづくまつて一
夜を明かし、翌朝見ると、そこに一つの燭腰があつて、目の孔
から箏が生へてゐた。牧人は箏を取つて、燭腰に携へてゐた食
物を供へ、rどうか私に顧を得させて下さい」と所つて、市に：往つ
て物を買つたら思ふ通りになつた。燭腰が所りを聞いて恩に酬
いたものらしい。市から還つて竹原まで來ると、前の燭腰が生
（一〇六）萬葉i集、巻三。
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きた姿になつていふには、「私は葦田の郡の屋穴國の郷の穴君弟
公ですが、伯父の秋丸に殺されて此有様です。風が吹く毎に、
眼が痛んで仕方がなかつたが、お蔭で痛みだけは除れて、こん
な嬉しいことはありません。どうかして御恩に報いたいと思ひ
ます。私の爾親は屋穴國の郷に居ります。今月の晦の晩にそこ
へ來て下さい、其晩なれぱ御恩返しが出來ますjと。牧入は不
思議に思ひ、誰れにも話さす、其晩にそつと其家を訪ねると、
幽露が牧入の手を取つて室内に導き、供へてある僕を彼れに與
へ、食ひ残りと他の財物とを畠に包んで彼れに購った。と、聞
もなく幽難は姿を溝した。やがて御露を拝まうとして屋内に入
つた父母は、牧人を見てびつくりして、一膿何用あつて此塵へ
來られたかと尋ねた。牧入は事の弐第を具さに物語つたら、爾
親は秋丸を捉へて吾子の行方を質し、「お前は弟公に途中で別れ
たなど＞いつたが、1私が今聞いたところとはまるで違ふ。一畳豊
どうしたのだ」と問ひ詰めると、秋丸も途に包み切れす、「實は
十二月下旬に、正月の物を買ひに弟公と一所に市へ行きました
が、其時持つていつたのは馬と布と綿とでしたや途中に日が暮
れたので竹原で泊り、そこで弟公を殺してあれの物を奪ひ取う、
馬は讃岐の國の入に責り、外の物はぼつぼつと使つて居ります」
と答へた。爾親は之を聞いて怒つたが、吾愛子を殺したものは
肉親の伯父で、世間の聞えも悪いから内濟にして他人には告げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐののセラす、牧入には厚く禮を述べて御馳走を出したりした。』
（一〇七）日本窒異記、下巻（第廿七）。
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　これもまた小川市の力女の物語と同じく説話であるから、話
の筋から史實を把握しようとしたら失敗するかも知れないが、
少くともこれによつて、（一）備後に深津市といふ盛り場があつ
て布や綿や馬が交易せられたと、（二）交易は物品と物品との交
換によつても行はれたこと、（三）讃岐のやうな遠方の人もそこ
に來てゐたこと、（四）十二月下旬に正月の入用品を求めるとい
ふやうな風習のあつたことなどが唆示される。
『露異記』には深津市とあるが、深津郡の置かれたのは、『績日
本紀』に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ラ　『養老五年夏四月丙午。分二備後國安那郡一。置二深津郡一。』
とある通り、寧樂時代の早期であるから、それより以後に深津
市の榮えてゐたことは明らかである。深津市の位置は史學者の
聞に興味が有たれ、色々と推定せられてゐるが、それを（一）今
日の深津村とするものと、（二）市村とするものとが有力である。
深津の名は古くからあり、「萬葉集』にも
　　ミチノシリフカツシマヤマシマシクモキミガメミネバクルシカリケリ　（一〇九）
　『路後深津嶋山暫君目不見苦有』
といふ歌が出てゐる。今日の幅山市の北東に當る沖積地域はそ
れらの日に海水が灘入して居り、現今、蛇山といつて其沖積地
に峙立してゐる細長い丘陵地帯がいはゆる『深津嶋山』であつ
たといふから、深津は深く灘入した海灘の奥にある般着の意味
であつたと見られる。果して然りとすれぱ、今日の市村は其名
の示してゐる通ゆに、古代の深津市であつたと考へなけれぱな
〈一〇入）績日本紀、巻入（元正紀）。
〈一〇九）萬葉集、巻五〇
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ら糖。市村には大きな地域に亙る仁伍貝塚があり、其貝厨の下
からは親部式土器が出土し、上からは李安時代の土器が出土す
るから、其貝塚を寧樂時代のものと見倣しても差支へなく、從
つて、其當時、海水が其附近まで來てゐたことは明らかであり、
同時にそこを深津市の蛙と見徹すのは極めて妥當の見である。
　以上蓮べた如く、寧樂時代には地方に多くの市場が開かれて
ゐたが、それらは多く國衙の所在地、或は郡家の附近（例へば
河内の餌香市、駿河の阿倍市の如く）であつたと思はれる。そ
れらの考謹は、あまりにうるさいから、こ、では記述せのこと
とし、以下、地方市場の性質、状況等を髪髭せしめる爲めに、
『風土記』の中から若干の資料を抽出し、それに読明を加へて見
たいと思ふ。
　　　　　第八節　r風土記』に反映せる市場
　私は第三節に於いて既に市の起原について論じ、それが祭肥
から登生したものであることを述べたが、寧樂時代の編纂に係
る『風土記』の中には、街ほ原始市場の面影を傳へた記述が少
からす見出されるから、それらについて説明を加へる必要があ
る。
　歌垣と市場との關係については、第四節及び第七箇で既に鰯
れて置いたが、「風土記』の中には荷ほ多くのそれに關する記述
があつて、歌垣の性質を表はすと同時に、市場の祭祀起原を詮
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示してゐる。『常陸風土記』を見ると、筑波岳の條に
　「夫筑波岳。高秀ゾ子ゾ雲。最頂西峰峰燦。謂二之雄紳一。不ゾ
令二登臨一。但東峰四方磐石。昇降決屹。其側流泉。冬夏不ソ
絶。自ゾ阪以束。諸國男女。春花開時。秋葉黄節。相携騨闘。
飲食齎賛。騎歩登臨。遊樂栖涯。其唱日。都久波尼爾。阿波
牟等伊比志古波。多賀己等岐氣波。加彌尼阿須波氣牟也。都
久波尼爾。伊保利豆。都麻奈志爾。和我尼牟欲呂波。波夜母
阿氣奴賀母也。詠歌甚多。不ゾ勝二載車一。俗諺日。筑波峰之
　　　　　　　　　　　　　　ゆゆ會。不ゾ得二嬉財一者。晃女不ゾ爲突。』
とある。今日のやうに筑波山は寧樂時代から双峯を男女紳に配
してゐたこと、西峰が男紳でタブーされ、東峰が女紳で、そこ
には清泉が湧き、泉の傍で、春の花時、秋の紅葉時に、男女が
群集して飲食歌舞したこと、並びに其折に配を得ないものは見
女の資格がないと見られたことが知られる。今、墾考の爲めに
『萬葉集』から、筑波山の耀歌についての歌を借りて來る。
　『登＝筑波嶺一。爲二耀歌會＿日作歌一首井短歌
ワシノスムックバノヤマノ　　モ　ハ　キ　ツノソノツ　ノウヘニ　　イサナヒテテトメテトコ　ノ
鷲住筑波乃山之。裳羽服津乃其津乃上爾。率而未通女肚士之。
ユキッドヒヵガフカガヒニ　 ヒトヅマニワレモマジラム　ワガッマニヒトモコトトヘ　コノヤマ往集加賀布耀歌爾。他妻爾吾毛交牟。吾妻爾他毛言問。此山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一一一♪ラウシハクカミノ ハジメヨリィサメヌワザゾケフノミハメグシモナミソコトモトガムナ乎牛掃紳之，從來不禁行事叙。今日耳者目串毛勿見事毛答莫。』
とあつて、筑波の紳が自由の性交を禁忌せ濾ことを歌ってゐる。
　　　　　フタナミノックバノヤマぐべベニラー膿、筑波が『二並筑波乃山』といはれて、其双峯が男女紳に
配せられてゐる黙から覗れば、山自身が性的紳であることは明
（一一〇）常陸國風土記（筑波郡）。
（一一一）萬葉集、巻九。　　（一一二）前同書、同巻。
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らかだが、何故男山にのみタゾーが設定せられ、女山で曜歌が
行はれたかといふことは明らかでない。前掲の歌から見ると、
當時の祉會的約束は既に夫婦の姻婚を承認し、少くとも他人の
妻に封する性的行爲は禁ぜられてゐたのに、此山の耀歌に於い
ては其禁忌が解除せられるのは、山紳が性交の自由を愛重した
こに依るもので、擢歌が女膿山のみに行はれて、男膿山に行は
れなかつたのは、女示軸寝れを許して、男沸がそれを許さなか
つたからである。此事は女性に貞操を張ひる祉會慣習は、男性
が自己の爲めに作つたもので、女性中には其裡楷から脱したい
といふ希望があつたことの反映と見られないこともない。少く
とも耀歌には・性的束縛が一般杜會慣習とならない以前の慣習、
帥ち自由性交の許されてゐた時代の慣習の残存があるといつて
も差支へない。さうした前代の慣習が容認されるのは、前代の
雰園氣の残つた時と場合とに於いてyあるから、耀歌は恐らく、
本來、性的紳たる筑波紳の祭祀のシーズン帥ち春秋二季の或期
間に於いてのみ行はれたと見なければならない。それ故に耀歌
は性紳の祭祀に件ふ一行事であつて、自由性交が祭祀其物であ
つたとさへいふ乙が出來るのである。更に同書の香島郡の條に
　『以南童子女松原。古有二年少童子一。（俗日。加味乃乎止古。
　加味乃乎止費〉。稗二那賀寒田之郎子一。女號二海上安是之嬢子＿。
　虹形容端正。光二華郷里＿。相二聞名聲＿。同存二望念一。自愛心
　熾。経ソ月累ソ日。耀歌之會（俗日。宇太我岐。叉日。加我
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毘也）。濯遁相遇。・子ゾ時郎子歌日。伊夜是留乃。阿是乃古廉
都爾。由布悉豆豆。和乎布利彌由母。阿是古志轟波母。嬢子
報歌日。宇志乎爾波。多多牟止伊閑止。奈西乃古何。夜蘇志
麻加久理。和乎彌佐婆志理之。便欲二相語＿。恐二入知＿。之。
避ゾ自二遊場＿。蔭二松下一。携．手促ゾ膝。陳ゾ懐吐ゾ憤。既繹二
故懸之積疹＿。還起二新獣之頻嘆一。干ソ時玉露抄。侯二金風之
笛＿。鮫鮫桂月照庭。瞑鶴之二西洲一。颯々松腿吟塵。度雁之二
東路一。山寂莫昼巖泉奮。夜藩條吟姻霜新。近山自覧二黄葉散ゾ
林之色一。遙海唯聴二蒼波激〆磧之聲一。弦宵干鼓樂。莫二之
樂＿。偏耽二語之甘味＿。頓忘二夜之將＿レ閾。俄而鶏鳴狗吠。
天曉日明。愛童子等。不ゾ知ソ所ゾ爲。途憺二人見一。化成二
松樹＿。郎子謂二奈美松一。嬢子穣二古津松＿。自ゾ古著ゾ名。至ゾ
　　　り　ヨ今不ゾ改。』
とあつて、童子女松原にも耀歌の行はれたことがわかるが、そ
れは恐らく歌垣場としての松原に、男女に配せられたナミ松、
コツ松の夫婦松があり、それらは筑波山の女膿、男膿に比せら
れる性質を有つてゐたもの、成因説話であらうから、そこが歌
垣場であつたことは疑ひの飴地がない。
私達は更に進んで、同書の茨城郡の條に眼を轄する時、やは
り歌垣場であらうと思はれる高濱についての記述を登見するで
あらう。
『夫此地者。芳菲嘉辰。揺落凍候。命ソ駕而向。乗ゾ舟以游。
文一一三）常陸國風土記（香島郡）。
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　春則浦花千彩。秋是岸葉百色。聞ミ歌鶯於二野頭＿。覧三舞鶴
　於二渚干＿。杜口漁嬢逐二濱洲＿。以輻湊。商豊農夫。悼二鮪艦＿
　而往來。況乎三夏熱朝。九陽蒸夕。囎ゾ友率〆僕。並＝坐濱
　曲＿。聰二望海中一。濤氣精扇。避ゾ暑者褄二欝陶之煩一。岡陰徐
　傾。追ゾ凍者輪二獣然之意一。詠歌日。多賀波廉爾。支與須留
　奈彌乃。意支都奈彌。奥須止毛與良志。古良爾志與良波。又
　日。多賀波廠乃。志多賀是佐夜久。伊毛乎古比。円聯止伊波
　　　　　　　　　　くぼロ　　波夜。志古止責志阿毛。』
　此記蓮を見ると、高濱が春は花嘆き、鶯聴り、秋は紅葉して
鶴の舞ふ佳景の場所で、海上に濱邊に男女が群集し、商豊農夫
が往來したといふだけであるが、此「商賢』の語は、一つには
かうした末梢地に既に商人の存在したことを讃示し、叉一つに
はかうした場所に商人の集り來つて市賀に從事したことをも示
唆するものと見てよい。
　歌垣に關する記述は、『肥前風土記』でも見出される。
　『杵島郡。縣南二里。有二一孤山一。從ゾ坤指ゾ艮。三峰相蓮。
　是名日二杵島＿。坤者日二比子紳一。中者日二比費紳＿。艮者日二
　御子紳＿（一名軍紳。動則兵興奥）。郷間士女。提ゾ酒抱〆琴。
　毎歳春秋。携ソ手登望。樂飲歌舞。曲審而瞬。歌詞日。阿羅
　禮布縷。者資麿加多境鳩。嵯峨紫彌苫。亙繕刀理我泥底。伊
　　　　　　のベモラ　母我堤鳩刀縷。』
　此杵島山の場合に於いては、軍に男女の二峰があるばかりで
（一一四）前同書（茨城郡、高濱）。
（一一五）古風土記逸交、巻下。（肥前風土記）
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はなく、外にも一つ二紳の間の子峰があつて、順々に彦山、姫
山、御子山とでも呼ぱれてゐたのであらう。春秋の候に士女が
手を携へて登り、樂飲歌舞したといふから、それが歌垣と同一・
性質のものであり、從つて山紳の祭祀に俘ふ行事の一一つであつ
たことも想像せられる。
　『囁津風土記』にも歌垣山の二とが記述せられてゐる。今、
i其文を吹ぎに引いて見る。
　『雄俘郡波比具利岡。此岡西有二歌垣山＿。昔者男女集二登此
　　　　　　　　　　　　ゴ　ラ　上一。常爲二歌垣一。因以爲ゾ名。』
　極めて簡軍ではあるが、ハヒグリ岡では常に歌垣が行はれて
ゐたといふ。此『常爲二歌垣＿』といふ丈句からいへぱ、一年
中いつでも行はれてゐたやうであるが、或は一年の中の春季と
か秋季とかに、常例として行はれたといふほどの意であるかも
知れない。丘陵の名である『波比具利』の意義は不明であるけ
れど、或はハビコリ、帥ち『情を恣にする』の意味ではないか
とも思はれる。
　歌垣でないまでも、燕樂の地ともいふべき場所が出雲邊に多
かったことは、『出雲風土記』を見れぱ分る。前原埼については
　『前原埼。東北並寵從。下則有ゾ破。周二百八十歩。深一丈
　五尺許。三邊草木自生ゾ涯。鴛鳶発鴨。随時常住。破之南海
　也。帥破與ソ海之間濱。東西長一百歩。南北廣六歩。羅松蕩
　傷。濱歯淵澄。男女随時叢會。或喩樂蹄。或耽．遊忘．館。常燕
（一一一六）前同書、巻上（振津、歌垣山）、八頁。
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　　　　ゆのセン　喜之地実。』
　　　オフミとあり、邑美については
　「邑美冷水。束西北山。並嵯峨。南海渣漫。中央歯。漉隣々・
　　　　　　　　　　　メ　　　男女老少時叢集。常燕會地突。』
とあつて、共に景色の佳い塵であり、男女老幼が集つて酒宴を
催したりしたことが知られる。かうした場所には自然市が立ち
易かつたと思はれるが、此文面にはさうしたことが現はれてゐ
ない。然るに朝酷促戸渡の條を見ると、
　『朝酌促戸渡。東有二通道一。’西在二李原一。中央渡。則笙亙二
　東西一。春秋出二入大小雑魚一。臨時來二湊笙邊＿。驕験風歴水衝。
　或破コ壊笙＿。或乾二白魚＿。於レ鳥被レ捕。大小雑魚。濱藻家聞。
　市入四集。自然成ゾ邸突（自ゾ弦以東。至ゾ子二大井濱一之
　　　　　　　　　　　　　　ののお　聞。南北二濱。並捕二自魚水松一也）。』
とあつて、そこに魚類を漁し、海藻を探る家が多かつた爲めに、
市人が集つて來て自然に麟をなしたことがわかる。これは魚市
場の類で、もあつたらう。歌垣や宴樂の場所が市の誘因となつ
たやうに、魚類海藻の類の漁場地が市に轄同運動を與へたこと
が此記述によって知られる。次ぎに意宇郡の條を見ると、
　『忌部紳戸。郡家正西廿一里。二百六十歩。國造。紳吉詞奏
　参二向朝廷＿時。御沐之忌里。故云二忌部一。帥川邊出湯。出
　湯所ゾ在。兼二海陸一。勿男女老少。或道路酪騨。或海中江洲。
　日集成ゾ市。績紛燕樂。一濯則形容端正。再浴則萬病悉除。自ゾ
（一一七）出雲風土記（島根郡、前原埼）。
（一一入）前同書（同郡、邑美冷水）。（一一九）前同書（同郡、朝酌健戸渡）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐゆニゆ　古至ソ今。無ゾ不ゾ得ソ験。故俗人日二紳湯＿。』
とある。これは敷験の多い忌部の温泉へ、人が多藪に集つて來
るので、自ら市郵をなしたといふので、前掲の場合とはちよつ
と類を異にしてゐる。
　如上の資料は軍に残存の『風土記』から拾ひ出されたものに
過ぎないけれど、それでも筒ほ市場の起原が祭祀、特に性的沸
霊たとへぱ、筑波の女膿山、杵島の三山の如き）の祭祀である
といふことを唆示して飴りあり、一旦市場が登生してからは、
多入数の群集する場所ならぱどこでも市が立つやうになつたと
いふことをも暗示してゐる。
第九節　寧樂時代の臨時市場
　前述の如く、寧樂時代に於いては、都市ではもはや庭に於いて
は定着的に，時に於いては蓮績的に、立涙な市場が施設、経螢せ
られて、それが純粋な経濟的性質を具へてゐたのに、地方では
荷ほ原始時代の諸要素が残存して、市がまだ固定性と蓮績性と
を帯著するに至らす、；空問に於いては移動を見、時間に於いて
は縫績を見なかつたが、性質からいくぱ脱的宗致的要素を漸吹
矢つて濁立した経濟的行爲となりかけてゐたやうに思はれる。
　さうした過渡時代の一現象として、私は寧樂時代に存在した
一種の臨時市場を例示することが出來る。ちよつと『績日本紀』
を漁つて見ても、其稔徳紀に次ぎのやうな記載を見出す。
（一二〇）前同書（意宇郡、忌部騨戸）。
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　『辛未。行二幸紀伊國、。丁丑。御二南濱一。望二海縷L◎奏二雅
樂及難伎一。権置二市郵＿。令三陪從及當國百姓等。任爲二交
翻』
　これは天李神護元年十月、稻徳天皇が紀伊に行幸せられた時
の記載で、十三日（辛未）に登螢あり、高市の小治田宮に入られ、
十四日に大原長岡を巡歴せられ、十五日に檀山陵から宇智郡に
到られ、十六日は紀伊の伊都郡に、十七日は那賀郡鎌垣行宮に
次し、十八日玉津島に到られ、十九日南濱に御して雅樂及び雑
伎を奏せしめられた時、権りに市邸を置いて陪從のものや地方
の百姓らに交易をせしめられたのである。これだけの記蓮で
は、市麟を権置した目的がはつきり分らないけれども、吹ぎの
記述から推すと、一つは地方民に都人士の玩好を知らしめるこ
とも目的であつたが、他にそれを叡覧に供する目的もあつたら
しい。
　『己酉。車駕幸。飽浪宮一。辛亥幸二由義宮一。乙卯権建二躍螂
　於龍華寺以西川上＿。而駈二河内市人一。以居ソ之。陪從五位己
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ニニラ　上。以二私玩好一。交二關其間一。車駕臨ゾ之。以爲二遊覧一。』
　これも構徳天皇が紳護景雲三年十月河内に行幸せられた時の
記事で、十五日に車駕は飽波宮に向はれ、十七日に由義宮に入
られて、しぱらくそこに逗まられることになり、二十一日に躍
郵を龍華寺西方の河邊に建て、河内の市人をそこに集めて、廷
臣と交關せしめられる有檬を見そなはしたのである。『龍華寺以
（一二一）績日本紀、巻二六（樗徳、天李瀞護元年十月）。
（一二二）前同書、同巻（樗徳、騨護景雲三年十月）。
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西川上』とあるのは、今日の長瀬川一一それは元の大和川の残痕
一のことであらうし、『河内市人』といふのは阿斗桑の市入の
ことで、阿斗桑の阯は今日の跡部であらうとは前々節で述べた
通りである。由義宮の趾は不明だけれど、大膿に於いて今日の曙
川村の刑部、別宮、都塚、八尾木、或は東弓削の邊に擬定せられ、
龍華寺は龍華村植松に擬定せられるから、地理上かからは此記
事の筋が通う、それらの日に龍華村附近が繁華な場所であり、
そしてそれは、聖徳太子の建立せられた勝軍寺の存在に基づい
てゐるとすれぱ、同寺の所在地たる大字太子堂の西北に跡部（阿
斗桑市玩）の存在することの理由も明らかになつて來る。しか
し阿都はそれより以前に既に著名な揚所で、そこには物部守屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヨラの別業があつたことが『日本書紀』に記されてゐる。此附近は
難波と飛鳥とを連絡する大切な道筋に當つて居り、難波には近
く、河内の中心でもあり、また景色も美くしかつたから、物部
氏の別業があつたり、H羅を置く爲めの館が螢まれたりしたの
であらうと思はれる。
　ともかくも、以上の記載によつて、紀伊の南濱だの、河内の
龍華寺だのに、臨時市場が一時設けられ、またそれの市司が灌
に任ぜられたことがあるといふことがわかる。かの前記寳轟元
　　　　エ　カ年三月、會賀市司に山口沙彌麿らの権任せられたのも、稗徳天
皇が由義宮行幸中であつたから、やはり臨時市揚に關係があつ
たこと》考へられる。
（一二三）墜本書絶、巻二一（用明、二年四月）。
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　　　　第十節　李安時代の市場法
　李安時代早期に於いては、大寳令の關市令が其儘に適用せら
れてゐたが、本來、關市令は唐の市場法を鵜呑みにしたもので
あるから、日本の慣習に合はないところが多いのみならす、祉
會状態が年を経るま、に憂化して、制定以來約八十年の後に
は甚しく適用の困難を威じたので、追々と格式を出して其衡李
を圖ることになb、途に「延喜式』の東西市司の規定を見るに
至つた。『延喜式』の完成は、延長五年十二月廿六日であるから
『大寳令』の制定せられた大寳元年を距ること二百二十六年であ
る。いくらテ。ポの逞かつた時代とはいへ、二百蝕年間も同一
法令が基本法として行はれてゐたといふとは驚くべきことであ
る。しかし、格式は一種の衡李法に過ぎないものであるから、た
とへ『延喜式』が出ても、基本法としての『大寳令』が依然たる
敷力を有ってゐたことはいふまでもない。
　東西市司についての規定は、『延喜式』巻四十二に牧められ、
條文はすべて十三箇條である。今、これを次ぎに掲げる。
　『東市司西市司准ゾ此。
　凡市皆毎ゾ薩立ソ勝題ソ號。各依二其薩一。随ソ色交關。不レ
　得二彼此就ゾ便違越＿。
　凡毎月勘造二沽債帳三通＿迭ソ職。職押署帥以二職印＿印ソ
之。一通進ソ官。一通留ソ職。一通付ゾ司。
82 日本古代市場の研究
凡責買不ゾ和較固者。市司追捉勘當。
凡商責之輩。沽債之外。若有下妄増二物直＿者上。不ゾ論二蔭
購＿。登時見決。
凡六衛府舎入等。不〆得二帯ソ剣入ジ市。
凡市人籍帳。毎年造進。
凡市裏有二凌奪之輩＿者。奏任己上准ゾ状散禁請ゾ裁。判任
巳下粧禁。随ソ犯決罰。
凡決二罰罪人＿者。官人與ソ使相二封縷前＿罰ゾ之。
凡市町准二市裏一。本司加二勘糺一。随ゾ犯科責。
凡居二住市町＿之輩。除二市籍人一。令〆進二地子＿。帥以充二
市司廻四面泥塗溢橋。及當ソ堀ソ河等造料一。其用帳年終申逸。
凡闘官要劇料。充二司中修理雑用＿。
凡毎月十五日以前集二束市＿。十六日以後集二西市一。
凡絹雑染物土器嬉二通責一。
　　　　　　　　カフリノ束絶彊。　羅薩。 練彊。　錦薩。　僕頭薩。　　巾子彊。
縫衣彊。　帯彊。　狩隆。　布睡。　　苧薩。　　木綿薩。
　　　　　　ワラクツ　　　　　　　　　　　 ニ櫛薩。　針隆。　沓薩。　菲薩。　筆薩。　墨薩。　丹彊。
珠薩。　玉薩。　藥薩。　太刀薩。　弓隆。　箭薩。　兵具薩。
　　　　　　　　　　　アフリ香薩。　鞍橋薩。　鞍褥薩。　轄隆。 鐙彊。　障泥彊。
鰍薩。　鐵井金器彊。　漆薩。　油彊。　染草彊。　米薩。
木器薩。　璽彊。　醤薩。　索餅薩。　心太彊。　海藻彊。
菓子薩。　蒜隆。　干魚薩。　馬薩。　生魚薩。　海楽隆。
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変薩。
　右五十一薩東市。
絹彊。　錦綾薩。
僕頭薩。　縫衣彊。
麻彊。　績麻隆。
簑笠隆。　染草彊。
未醤薩、　索餅彊。
干魚彊。　生魚薩。
　　　　　　（一二四）
綜薩。　綿彊。　紗薩。　橡島彊。
　　　　　ハタ裾彊。　帯幡隆。　綜薩。調布魑。
櫛彊。　針薩。　菲彊。　雑染彊。
　土器彊。　油薩。　米彊。　塞隆。
糖薩。　心太彊。　海藻薩。　菓子薩。
牛薩。
　　右珊三薩西市。』
　これに依ると、東西市は同｝規定が適滑せられたが、唯だ開
市の期日と薩の藪質が異つてゐるのみである。今、個々の條文
について説明しよう。
　　　イチノクラ　第一は薩の膀及び交關の品種制限を規定したもので、令の第
二に關係がある。膀を立て、號を題するとは、イチノクラの名
を書いた看板を立てることで、たとへぱ『総薩』とか「羅彊』
とか書きつけ、膀號以外のものを便に就いて責つてはなら漁と
いふのである。此條の立法の精紳は、所定の物品を專費せしめ
ることによつて、各薩を保護しようとするもので、いはy一種
のmonopdyの設定である。若し隆の寅品に品種の制限がなか
つたならぱ、大は小を併せ、小は大に兼ねられてる飴り多くの
藪量を要しない生産品を責るものは、濁立を保っことが出來な
いであらう。本條はさうした需要の稀れな物資を興販する彊を
（一二四）延喜式、巻四二，
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保護する爲めに定められたものである。
　第二は沽債帳の規定で、令の第二條中に規定されたものを改
補したものである。即ち令に在つては十日に一簿を造つて時債
を記入し、季別に本司に上申したのを、式では束西市司が毎月
一同沽憤帳三通を造つて、左右京職に迭ると、職はそれに職印
を押し、一一通を手許に留め、他の一通を太政官に迭り、残う一・
通を市司に迭り還すことにした。
　第三は押費、押買を禁止したもので、費手と買手とが値段に
一致黙を見出さす、強責、或は強買したならぱ、市司が取調べ
て庭分をするといふのである。『較固』聯は『唐律疏義』に『較固
取』とあり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴニヱラ　「較謂三專略二其利一。固謂ゾ郵二固其市＿。』
と註してあるから、時憤以上に強ひて費りっけたり、買つたり
することをいつたものにネ目蓮ない。
　第四は沽領以上に貨物の直を増すものは、蔭を取り、瞭を牧
むることを許さす、現行犯として帥座に庭分すべき旨を規定し
たものである。
　第五は六衛府舎人らが帯剣のま＞市に入ることを禁じたもの
である。市は李和の揚所で殆ど無防備であるから、そこへ武装
したものが入つて來ると、何となく不安の室氣が漂ふ、のみな
らす若し武力を籍りて、押買などするものが現はれては困るか
ら、初手から帯劒せる舎人の入市を拒んだものである。
（一二五）唐律疏義、巻こ六〇
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　第六は毎年市人の籍帳を造るべき旨を規定したものである。
市人は市揚に於いて交關に從事する特権を與へられてゐるもの
であるから、普通の民衆と’匿分する必要があり、從つて特に籍
帳を造るべきことの規定があるのである。
　第七は市の凌奪者の決罰手績を規定したもので、奏任以上の
ものは散禁して裁決を乞ひ、判任以下のものは類禁して塵罰を
すべきことを規定したものである。「令義解』によると、杖罪は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カセ散禁で、これは身柄を束縛せ露もの、橿禁とは足粧を嵌めて自
由を拘束することで凌）る。
　第八は罪人塵罰の場合には、官人が槍非違使と縷前に相封し
て行ふべきことを規定したものである。
　第九は市町は市裏に准じて、東西市司が勘糺を加へ、犯に随
うて科責すべき旨を規定したものである。市町は市籍を有する
もの、住所であり、市裏は責買を行ふところである。「市裏』は、
ことによると、『市塵』の誤りであるかも知れない。
　第十は市町に居住する市人以外の民衆、帥ち市籍を有せざる
ものは地子を進むべきこと、其地子は市場の周園の道路や橋梁
を修理し、河を掘る費用に充てしめ、毎年末に其帳簿を差出す
べきことを規定したものである。
　第十は閾官要劇料を司中の修理、雑用に供すべきことの規定
である。
　第十一は開市の期間を示したもので、束の市は毎月十五日以
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前に開かれ、西の市は十六日以後に開かれ、孚月交代で責買に
從事すべきことが規定してある。
第十二は東西市に驕する隆の種類を明示したもので、責品の
二とにつき在來屡よ雨市の間に雫ひが起つたので、それを緩和
する爲めに、絹、雑染物、土器を爾市で通はし責る邑を許したも
のである。東市はすべて五十一薩あり、西市は三十三薩で、薩
歎は遙かに東の方が多いが、市場の廣表は東西市とも同一であ
ったやうである。爾市とも共通の物品が多いが、一方のみにあ
るものは、東市では絶、羅、鍬巾子、帯、布、苧、木綿、沓、
筆、墨、丹、珠、玉、藥、太刀、弓、箭、兵具、香、鞍橋、鞍
褥、鰭、鐙、障泥、鰍、鐵虹に金器、漆、木器、醤、蒜、馬、
委、海楽の三十四隈、西の市では絹、錦綾、綿、紗、橡畠、裾、
帯幡、．調布、麻、績廉、雑染、簑笠、土器、未醤、糖、牛の十
六邸で、共通のものは綜、僕頭、縫衣、紆、櫛、針、菲、油、
染草、米、盤、索餅、心太、海藻、菓子、干魚、生魚の十七隆
である。
以上は準安時代の基本的な市揚法であるが、これら以外に市
場に關係ある條文が他に散見する。
　　　　　　　　　　　　　　のニ　　「凡東西仕丁坊販鷲者。一切禁断。但酒食者不ゾ在二禁限一。』
これは東西市の仕丁が坊で販鷲することを禁じたもので、や
はり市人の保護が其目的であつたと思はれる。
　『凡京中衛士仕丁等。坊不ゾ得二商質一。但酒食不ソ在二此
《一二六）延喜式、管四一（弾正塁）。
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　　ニセラ　例＿。』
　これは前掲のものと同一精紳から規定せられたもので、京中
の衛士や仕丁らが坊で商費することを禁，じてあるが、酒食のみ
を除外例としたことば東西市の仕丁と同様である。從つて酒食
は市の彊で責り捌かれてゐなかつたことがわかる。但し食料品
の販講されたことはいふまでもない。
　『凡信尼等。不ソ可二責買＿。但随身品物。便得二頁買＿。叉藥
　　　　　　ぐベニ　ヤ　丹等蕪ゾ著レ身。』
　此條文も前二例と同じく、僧尼は随身の品物のみを責買し、
藥丹等を身に著けることは出來るが、他の物貨は一切責買する
ことが出來ないといふ規定で、一つは市入彰保護する目的から、
一つは僧尼の物慾を断つて、其天職に從はしめよう目的から設
けられたと思はれる。これと殆ど同様の規定は、『大寳令』の信
尼令にも出てゐる。
　「凡國司一任之内。不ソ得二所部交關＿。但聴ソ買二衣食＿。其
　私物運ゾ京者。除二公癖一外。不ソ得二更加一。若有＝蓮犯一。
　　　　　ぐベニだラ　依ゾ法科ゾ罪。』
　これも前掲の衛士や仕丁の規定と同一精紳から規定されたも
ので、國司は其任期中に所部の交關をしてはならない、但し衣
食を買ふことだけは別である。公癖以外、自分の私物を京に蓮
ぶ場合に更加してはならないといふ規定である。これは動主も
すれは國司が清廉を敏かうとするのを虞れたものである。
（一二七）前同書、巻四二（左右京職）。
（一二八）前同書、巻四一。　（一二九）令義解、巻五〇（雑）。
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　『凡禁下断刈二大小褻青苗一爲二馬草一。責中買井桑棄木鞍橋上。
　凡市人集時。入び市召二市司＿。令二市麟静定一。毎離巡行。糺二
　　ひヨゆ　強非蓮一。』
　前者は大小萎の青苗を刈つて馬草とすること、拉びに桑の木
や喪の木で造った鞍橋を責買することを禁じたもので、直接に
は市場と關係がないやうであるけれど、さうした鞍橋が鞍橋彊
で責られたからこそ、かうした規定が出家たのである。後者は市
人が市に集まつたら、弾正毫は市に入つて市司を召し、先づ市郵
の静まるのを待つて、各難を巡行検分し、：苦し法に違つたものが
あつたらそれを糺弾1すべき旨を規定したもので、それは明らか
に商人の行濫を警め、顧客の利盆を保護する爲めの法文である。
　かうした風に政府はこまかいところへも眼をつけて、市場を
順當に登達せしめ、需給の關係を圓満ならしめることに努力し
たから、今日の市場に見られるやうな偽物、贋物、粗製濫造品
は比較的少かつたやうである。ともかくも季安時代中期までは、
これら市場に關する諸法令が蓮用せられて、取引が嚴重な監督
の下に行はれてゐた二とは事實である。以下、李安時代の東西
市の洛革を窺はう。
　　　　　第十一節　李安京の東西市
　桓武天皇が都を寧樂から山背長岡京に蓬されたのは延暦五年
五月である。其時のことを『績日本紀』は次ぎの如く記してゐる。
（一三〇）延喜式、巻四一一。
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　「五月辛卯。新遷二京都一。公私草創。百姓移居。多未二豊賂一。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑづ　於ソ是。詔賜二左右京及東西市人物一各有ソ差。』
　遽都とはいへ、建築も十分完成してゐす、民衆は日用品にす
ら差支へたやうな有様だつたので、政府は左右京の百姓や東西
市の市入にそれらを支給して、一時の急を救つたやうに思はれ
る。しかも長岡京は不都合な黙があつたと見えて、八年後にま
た都が季安に遷された。『日本紀略』には、
　『延暦十二年七月辛未朔。蓬三束西市於二新京＿。丁丑。造二
　　　　　　　　　ヨニラ　郵舎＿。且遷二市入＿。』
とあつて、延暦十三年七月一日に東西市を長岡京から李安に移
し、七日に螂舎を造つて市人を蓬した注が知られる。其間わづ
かに六日間であるから、いはゆる「郵舎』がどんなに粗末なも
のであつたかyわかる。
　（一）東西市の位置
　かうして、當初は見る影もなかつたであらう東西市も、都城
全膿の登達と共に追々整頓せられ、改造せられて、豫め定めら
れた計書の通りに完成せられていつたと思はれる。其位置につ
いて最も明確に指示したものは、何をいつても藤原實熈の『拾
芥抄』に若くはない。同書は彼れの曾租父洞院公賢の撰を、實
熈が増補したものに過ぎないといふが、それにしてもそれの完
成は實燕の手に侯つたとしたければなら沿から、そして彼れが
編著に從事したのは、恐らく長隷元年の致仕後であると見なけ
（一三一）績日本紀、巻三九（延暦五年）。
（一三二）日：本紹略、前篇（桓武紀）。
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ればなら澱から、『拾芥抄』は史料としては長隷前後の肚會相を
現はしたものと見るのが姜當であらう。そこで此書に現はれて
ゐる束西市は、李安時代のi姿其儘であるとはいはれ濾が、京都
が兵褻に見舞はれて次燈に蹄した慮仁以前のものであるから、
ともかくそれに最も近いものであると考へて差支ない。『拾芥
抄』に依ると、
　陳市屋羅1蹴市領＋一町。内町三町灘1『霧麟肇翫
　二町。外町八町。左牡南堀川西大宮東。七條坊門二町茎篠響『瑠赤
擶歯．二鴫隠難欝二町欝契蜂畿二繍
とあるから、すべて十二町あつたことがわかる。そして其京都
地圖を見ると、左京に於いては、南北は七條坊門と七條との問、
　　　　　　　　　　　　　　　くベヨの東西は堀川と大宮との問の四町に『市町』と記入してあつて、
ちよつと見ると此四町のみが市町のやうに見えるけれども、そ
れは只だ市の屋と内町とを記したyけで、四町以外に外町八町
があり，合せて十二町であつたといふことが前記の註文にょっ
て分る。また右京に於いては、南北は左女牛から盤小路まで、
東西は大宮から堀川まで四町づ、八町、また南北は七條坊門か
ら七條まで、束西は櫛笥、大宮問に二町、堀川、油小路問に二
　　　　　　　　　で　ヨヨの町、合計十二町に『市町』と記してあるから、東西市とも十二
町づ＞であつたことは明自である。今、東市の位置を『拾芥抄』
に從うて、其指示した坊保圖の樗呼で呼べぱ、
　市の屋　七條。二坊。六町。
（一三三）藤原實撫、拾芥抄、巻四、四六丁。
（一三四）同人、同書、同巻、五入丁。（一三五）同人、同書、同巻、五九丁。
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　内　町　　七條。二坊。三、四、五町。
外．，陰畿熱臨＋二町
　　　　1鵬二坊．嘘八町．
といふことが出來る（第五圖〉。市の屋の位置については、「拾芥
抄』に七條坊門の南、猪熊東とあるが、これは東市の二とであ
るから、七條二坊六町と見なければならの。然るに「京都坊目
誌』はこれを否定して、
　『東市司の趾。本願寺門前町本願寺境内西南部の地なり。拾
　芥抄に七條坊門の南、猪熊の束と爲し、京程圖には其西に書
　　　　　　　　　　　　　のヨゑラ　けり。西の方を以て正とす』
といつてゐるが、これは市舎と市司とを混同した爲めに起つた
誤解で、『拾芥抄』には明らかに『東市舎』と書いてあり、市司
とは書いてないから問題にならない。假に「京都坊目誌』のい
ふ如く、猪隈の東を西に改めたところで、『柳葦雑筆』に載せら
れてゐる『束西市邸合圖』（『京都坊目誌』のいはゆる京程圖は何
であるか知らないが）の指示する位置と一致しない。『東西市麟
含圖』に於ける市合の位置は、北小路の南、猪隈の西であつて、
七條坊門の南、猪隈の西ではない。更に同圖の市司の位置を見る
と、七條の北、猪隈の東の一町の南孚であつて、市舎とは異つ
た町である（第六圖）。然るに「拾芥抄』を見ると、市舎は一町
で、内町が三町あり，其位置を七條坊門の南、七條の北、大宮
（一三：六）京都坊目誌、下京第二三學匠（京都叢書）、一九七頁。
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の東、猪隈の西、己上二町と註記してゐるから、他の一町はど
　　　　　第六圖　　うなつてゐるかわか’ら
　　　　　　　　　　　　　　　　ないが、それが市司に
　　　　　　　　　　　　　　　　當るのであつて、七條
　　　　　　　　　　　　　　　　の北、猪隈の東に當り、
　　　　　　　　　　　　　　　　一町の南孚を占め、北
　　　　　　　　　　　　　　　　孚を唐物の屋に充てた
　　　　　　　　　　　　　　　　らしい。唐物の屋は官
　　　　　　　　　　　　　　　　螢であるから、市司と
　　　　　　　　　　　　　　　　相隣つてゐて然るべき
　　　　　　　　　　　　　　　　である。いづれにして
　　　　　　　　　　　　　　　　も『拾芥抄』と「東西
　　　東西市墨除圖（構灘筆月臓）　　　　市邸含圖』とは一致し
てゐないが、『拾芥抄』の著者がさほどのことを聞蓮へさうにも
ないから、それを正しいと見れぱ『東西市麟舎圖』を誤つてゐ
ると見なければならない。ところが此圖とても位置の指示が明
細で、さほどのことを問違へさうにもないから、それを信すべ
きものとすれぱ、『拾芥抄』を誤つてゐると見なけれれぱならな
い。そこで、双方とも正しいのであつて、前後で位置が憂つた
と推定すれば、爾者の問の拝格は差支へない芝になる。『東西
市邸舎圖』は東に堀川が流れ、西に大宮川が流れてゐるから、東
市を描いたものであることに疑ひはなく、且つ其市司の位置は、
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　　　　　（一三七）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一三八）『中昔京師地圖』が『市姫金光寺』と記し、『中古京師内外地圖』
が『市姫祠市堂』と記した場所と一致し、市姫祠は市舎の守護
紳で、市司に祭られてゐたとするならぱ、室町時代に市司が『東
西市麟舎圖』の指示した庭に存在したとは疑問の籐地がない。
　右京の西市は、恐らく東市とi封欝的な同一配置を有つてゐた
と思はれるが、詳しいことはわからない（第七圖）。
　（二）　東西市の景観
　東西市は共に十二町で、市舎一町、内町三町、外町八町から
成ることは前に述べたが、其主膿たる四町は七條二坊にあり、
束西に川が流れてゐた。東の市では東を堀川、西を大宮川とい
ひ、酉の市では東を大宮川、西を堀川といつた。今、東の市を
描いた前述の『東西市螂舎圖』を見ると、塵小路と左女牛との間、
猪隈の東西八町と、七條坊門と七條との問で、堀川以東と大宮川
以西とで二町づつ四町、都合十二町が十字形をなし、其周園には、
築垣を続らし、築垣の外には濠を穿ちて、すべて八つの橋を架
け、市中を貫流する堀川及び大宮川には中央で各よ一つの橋を
架けた。町割は一々詳しく述べるよりも却つて圖で見た方がよ
く分る。『東西市邸舎圖』に擦れば、七條の北、北小路の南、
猪隈の束の一町の南孚に市司があり、北孚を二匿に分けて唐物
の屋とした。其西の一町は市舎で二匿に分れ、其北の一町が畿
内の屋で、それは五匿に分れてゐる。畿内の屋の東には西海道
の屋の南孚一町があつて六匿に分れ、其北に北孚があって三’匿
（一三七）中昔京節地圖（故實叢書）。
（一三入）中古京節杓外地圖（故實叢書）。
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に分れ、其一匿を太宰府の屋に充て、ゐる。其酉隣の一町は南
海道の屋で六旺に分たれ、畿内の屋の西隣が北陸道の屋六画、
其南隣が東山道の屋入匿である。市司の東隣一町と其北一町と
は束海道の屋で、大小取混ぜ各宝七匿から成つてゐる。市司の
南一町は山陽道の屋八匠で、其西隣が山陰道の屋八匿である。
畿内の五画は山城、大和、河内、和泉、撮津のそれで、南海道
の六匿は紀伊、淡路、伊豫、讃岐、阿波、土佐で、西海道の二
町は九匿に分れ、筑前、筑後、豊前、豊後、肥前、肥後、日
向、大隅、薩摩、及び太宰府の屋がそれを占めてゐる。山陽道の
屋は、播磨、美作、備前、備中、備後、安藝、周防、長門の八1匿
であり、山陰道の屋は、丹波、丹後、但馬、因幡、伯誉、出
雲、石見、隠岐の八’匿である。東海道の屋、二町十四匿は伊賀、
伊勢、志摩、尾張、三河、遠江、駿河、甲斐、伊豆、相模、武
藏、安房、上総、下総の屋で、一一匿一屋が原則であるが、此中
には一’匿二屋或は一屋二逼1があつたと思はれる。東山i道の屋八
’匿は近江、美濃、飛騨、信濃、上野、下野、陸奥、出羽で、一
屋が一匠を占めて居り、北陸這の屋六’匿は若狡、越前、加賀、
能登、越中、越後、佐渡の屋で、此中どれかy一恒二屋の状態を
　　　　　　　のロひ呈してゐたと思はれる。以上の匿劃はそれぞれ小路を以て限ら
れてゐる。町の小径については、『拾芥抄』に
　『凡町内開二小径一者。大路邊町二釜天丈。市人町三疑一◎自
　　　くゆロのラ　飴町一廣一丈◎』
　　　五尺
（一三九）栗原信充、柳糞雑筆、巻二。
（一四〇）束西市麟舎圏。　（一四一）藤原實罷、前揚書、四巻、五三丁。
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とあつて、西海道の屋の南孚、南海道の屋、北陸道の屋の如く
であったと考へられる。
　市場の建物がどんな外観を有つてゐたかは明瞭でないが、丸
木の柱に板葺屋根の、床を張らない粗末な造りであう、商品は
棚に載せ、或は地面に置き、或は軒端に懸けて責つたらうこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　ニンが、法隆寺所藏の扇面法華経下檜でそれと推せられる。各宝の
屋の前に小溝の穿たれてゐたことは確かであるが、『年中行事給
巻』に描かれた市場のやうに、屋の前に網代垣を結はへて、其
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ヨラ中、或は外に松竹などを栽ゑ立てたかどうかはわからない。
　東市の中央を南北に貫通する猪隈通りを、南部に於いて南市
門ともいつたから、璽小路から濠を越えて市内に導く橋詰に門
のあつた事は明らかであるが、自蝕の入り口である七橋の詰に、
それぞれ門があつたかどうかはわからない。「拾遺和歌集』に、
　　　『市門にかきつけて侍ける　　　　　室也上人
　一たびも南無阿彌陀佛といふ人の蓮のうへにのぼら濾はな
　は　の
　し』
とあう、『古今i著聞集』には
　『天慶よりこのかた、室也上人す＞め給ひて、道場聚洛この行
　さかんにて、道俗男女あまねく唱名を專らにしけり。これ件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　ラ　の聖人化度衆生の方便なり。市の柱に書きつけ給ひけり』
とあつて、市の門を市の柱ともいつたこが知られ、同時にいはゆ
る『市門』は立派な門構へではなくして、鳥居式の極めて簡軍
（一四二）法隆寺駈藏、扇面法華羅下繕。　　（一四三）年中行事繕巻。
（一四四）拾遺和歌集、巻二〇。　（一四五）橘成季・古今署聞集・巻二（繹敢）。
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なものであつたやうに思はれる。
　（三）東西市の沿革、業態及び職能
　前述の如く、季安京の東西市は延暦十三年七月に長岡京から
移され、都城の完成と共に漸次繁榮に赴いたらうことは十分に
想像が出來るが、弘仁年代には爾市が共に榮えてゐたと見えて、
同十一年（八二〇年）四月に、錦、綾、絹、調布、綜、綿、綜、
染物、縫衣、績轟、針、櫛、染草、帯幡、油、土器、絹冠、牛
などの色物を、東西爾市で興販すべきことを規定せられた。然
るに、どうしたものか、段々に西市がさびれていつたので、政
府はそれを救濟する爲めに、承和二年（八三五年）九月に、如上
の色物を西市のみに興販せしめる旨の官符を下した。そこで、
束市から苦情を申し立てたと見え、承和七年四月に至つて、政
府は弘仁十一年四月の式に擦つて、上記の色物は爾市で共通的
に費るべきものであるといふ官符を下した。さうなると、西市
がまた寂れ初めたので、二年後の承和九年十月に、西市司は政
府に承和二年の符旨に依つて、　前記色物の興販が西市の濁占
であることを主張した。之に封して、東市司は、承和七年の符
旨に依つて、爾市とも興販すべきものであると主張し、双方自
読を固持して相下らなかつたが、民衆が多く東市に赴いてこれ
らの色物を交易した爲めに、西市の市塵がさびれ果て、公事を
すら閾くやうになつたことは事實なので、政府は承和二年の格
に準擦し、弘仁十一年の式に準篠してはなら濾と裁決した。其
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事は詳かに「績日本後記』に記されてゐる。
『承和九年十月庚辰。西市司言。依二承和二年九月符旨＿。錦
綾。絹。調布。練。綿。貯。染物。縫衣。績麻。針。櫛。染
草。帯幡。油。土器。絹冠。牛塵等類。興二販於西市一。而東
市司論云。捻二承和七年四月符一。依二弘仁十一年四月式一。件
等色物。爾市共可二興販一。不ソ可二更度一。今百姓悉蓬二於東＿。
交二易件物＿。伽市塵既空。公事閾怠者。去承和二年。彼此中
折。施行翫詑。而承和三年四月班ゾ式之日。遺漏不ゾ改。勅。
　　　　　　　　　ぐ　ロ　ン宜ソ依二前格一。不ゾ可ゾ擦ソ式。』
　かうした葛藤は其後も績いたことであらうが、記録の上では
明らかでない。『延喜式』では共通の色物が十七種あるが、前記
色物の中、絹、錦綾、調布、綿、績聯、帯幡、土器、牛は、依
然として西市に專費権が賦與せられてゐる。しかし、西市の特
権に属する市隆は十六であり、東市のそれは三十四であるとこ
ろから観ると、『延喜式』は爾市がそれらの日に有つてゐた状況
に照らして市薩薮を定め、東市を五十一涯、西市を珊三彊とし
たものであらう。果してさうであるとすれぱ、市薩歎の百分比
例、東市は六〇・七一、西市は三九・コ九で、それを爾市の盛衰
の数字的表現であると見ることが出來よう。
創設以來、約二百年を経た天元五年（九八二年）には、西京は
人家が稀少で、殆ど幽塊に等しく、人は散り去り、屋は壊るる
　　　　　　ロ　セラに任せてあつたといふから、西市のみが榮える筈はなかつた。
（一四六）績日本後記、巻一二（仁明）。
（一四七）慶保胤、池亭記o
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即ち藤原氏全盛時代には、右京はもはや漸衰し、繁榮は猫り左
京にのみ見られる傾向が現はれてゐたのである。此黙から観る
と、西市の衰へて、東市の榮えたのは、市其物の理由ではなく、
季安京至艦の趨勢に動かされたものであることが明らかで、延
喜、延長の頃、翫に六封四の差が東西市に見られたとすれば、
それはやがて左右京の盛衰の示標ともなつたわけである。『京
都坊目誌』の著者は、西京の衰頽は鴨川以東の自川が勃興した
ことに療因して居り、東市の繁昌は六波羅の興隆じたことに原
　　　　　　　　ぐベロ　ラ因して居ると噺じたが、六波羅の興隆は李溝盛の時代で、それ
より三百三十年も前の承和年間から、既に西市が衰兆を示して
ゐたことは前に述べた通ゆであり、白川の勃興は左京の繁榮を
齎らしたものでなく、寧ろ左京の繁榮が自川の勃興を來したと
見ることが出來る。北方はともかくも、西方にも南方にも、季
安京が套展すべき飴地が十分あつたにも拘はらす、濁り束方に
向つて登展し、自川に興隆の機縁を與へたことは、外に療因が
なくてはならね。此事は李城京が漸次東移して、古代寧樂の中
心が原野となつたのと軌を一にしてゐる。しかし、こ、では當
面の問題でないから、李城、李安、二京の東移の理由を穿難す
ることを止めて、軍に西市の衰頽は、都城の東移に影響せられ
たものであることを説けぱ、それで事が足りると思はれる。
　李安時代晩期には保元、卒治の爾役あり、加ふるに安元三年
　　　の　カには大火あり、治承四年には暴風雨、洪水あり、養和元年には
（一四入）京都紡目誌、下京第二三學匠（京都叢書）、一九六頁。
（一四九）九條兼實、玉蘂、管二四（安元三年四月二十入日）。
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飢饒があり、剰へ其問に福原遷都が行はれたりしたから、市場
も必す混猷に陥つたことであらう。次ぎの一文は其間の漕息を
語る。
　『賎山がつも力審きて、薪にさへ乏しくなりゆけぱ、頼むか
　ひなき人は、みづから家を殿ちて、市に出で》費るに，一人
　が持ち出でたる憤、猶ほ一日が命を支ふるにだに及ぱすとぞ。
　怪しき事はか＞る薪の中に、丹つき、自金黄金の箔など所々
　につきて見ゆる木のわれあひまじれり。これを尋のれぱ、術
　なき者の古寺に至りて佛を盗み、堂の物の具を破り取りて、
　わりくだけるなりけり、濁悪の世にしも生れあひて、か、る
　　　　　　　　　ぐけ　ゆ　心うきわざを見侍りし』
　かうした時代に、市場が季和と安定とを得られよう筈がない。
さらでだに衰へつ＞あつた東西市は、更に一暦の衰頽を來し、
壽永二年に於ける季氏の都落、源義仲の都入りによつて、途に
崩壊せざるを得ざるに至つた。
　季氏が渡落して、源頼朝が武家政府を鎌倉に開くに及び、京
都の秩序は追々と整頓して、市もまた開かれるに至つたと思は
れる。然るに『寂蓮法師集』を見ると、
　　『隆房卿別當の時、都の政みな昔に改められける時、七條
　　の市のたちけるを追はせけれぱ、上の三條四條のあせたり
　　けるにもとの如くに群りわたりけれぱよみて遣はしける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　づ　いにしへの跡をぞ頼むかつまたの池にも鳥の蹄り佳むよに』
（一五〇）方丈記。
（一五一）寂蓮法飾集。
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とある。藤原隆房が別當に補せられたのは文治三年（一一八七
　　　　　　ぐぱヨまゆ年）九月であるから、それより後に都政の復古されたことが一
時あつたらしいが、七條に立ってゐる市を追ひ沸つて、室地に
等し．い三條、四條に群がらしめたといふことは、市場を主畳豊と
して観れぱ復古ではないが、三條、四條あたりの市街を主禮と
して観れば復古であつたが故に、寂蓮はさうした意味で此序を
書いたと思はれる。けれども、それは一時のことで、『百練抄』
には、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　ヨラ　『建仁元年九月二十九日。今夜市屋磨鮭近邊小屋等僥亡』
とあるから、建仁元年←一二〇一年）の頃には、もはや東市は復
活されて、其職能を登揮してゐたと思はれる。
　吹ぎには東西市の業態を窺つて見たい。市司は『大寳令』及
び『延喜式』の規定によつて、交易さるべき色物の沽便を定む
べき職責を有つてゐたが、市憤を定むることは容易でなく、從
つて時債と異つた沽債がっけられたり、東西市で同一物品の憤
格が違つてゐたりした爲め、民衆は疑ひの心を挾み、政府もま
た損害を被つたりした。かうした弊害は、翫に李安時代早期か
ら現はれてゐたと見えて、貞観十三年（八七…年）に政府は次ぎ
のやうな官符を下してゐる。
　　「慮三依ゾ實造二進沽憤帳＿事
　右捻二案内＿。頃年東’西市司所ゾ進沽慣帳。不ソ擦二時債一。浪
　陳二愚虚一。或以二賎時米一。常注二貴直一。或以二踊時布一・猶置二
（一五二）公卿繍任（後鳥羽、丈治三年）。
（一五三百練抄、巻一一〇
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下品一。加以一物之債。東西不ゾ同。費買之輩。彼此相疑。非二
唯民迷惑＿。還多致二公損一、是則市司誠非二其人一。京職無ゾ心二
槍覆一之所レ致也。右大臣宣。宜ゾ令下加二謎責＿依ゾ實造
進上。
　　　　　　　　ぐのヱ　ン　貞観十三年八月十四日』
　これによつて槻ると、市司に経濟的頭　がなくて、時機に慮
じて適當な沽債を定めることが出來なかつたのみならす、其董
督の任に在る京職もまた誠意なく、瞼覆を怠ることが多かつた
爲めに、費る者も買ふ者も共に相疑ふに至つたのであることが
知られる。
沽憤の矢當は恐らく市司の怠慢に基づいたものではなく、生
活程度の向上や生産過程の攣化に從うて、踏襲的な沽慣の量定
法では適當な憤値を見出しかねるに至つたものであると思はれ
る。これから七十籐年後の天暦元年（九四七年）にも物債減定の
ことがあり、『日本紀略』には其事が
　『天暦元年十一月十一日。辛酉。諸卿被ゾ定二雑物憤直減定
　　ぱヱ　ラ
事一。』
と記載せられてゐる。『貞信公記』に依ると、これらの沽憤定状
は、同月十六日以前に畿内、丹波等の國に符を下して實施せし
　　てイ　　ラめたらしい。越えて寛和二年（九八六年）にも、延久四年（一〇
七二年）にも、保延四年（一一三八年）にも沽債法の改定があつ
た。其間は百歎十年で、批會的経濟的状態がどしどしと進み、到
（一五四）類聚三代格、：巻一七（享豫本）。
（一五五）日本紀略、巻三（村上）。
（一五六）貞信公記。
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底奮方法と奮規準とでは満足な典擦的物債が指示されなかつた
ものと思はれる。次ぎの記録は如上の憂化と趨勢とを示して飴
うある。
『寛和二年三月廿九日。丁酉。左大臣以下諸卿参二侯座一。被ゾ
　　ぐべ　セン定二沽買法殉』
　　　　　　　　　　　ラ『延久四年八月十日。定二沽債法一。』
『治承三年七月廿五日。辛巳。申刻。頭中將通親朝臣。迭二
書於基輔＿日。萬物沽債法。可ゾ令二定申＿者。其状如ゾ此。
近日萬物沽債。殊以違法。非三唯市人之背法＿。殊及二州民之
訴訟一云々。寛和延久之聖代。被ソ定二下其法＿了。随二去
保延四年＿。且用二中古之制＿。且任二延久之符＿。宜二遵行一之
由。重被二宣下＿了。今度猶可ソ被ゾ用二彼法一歎。將叉麗
騎推移。時俗難ゾ随者。新可ゾ被二定下＿哉。就ゾ中銭之直
法。還背二皇憲＿。錐ソ宜二停止一。漢家日域。以ソ之爲ソ藤。
私鋳鏡之外。交易之條可ソ被二寛宥＿歎。其法可ゾ用二寛和
沽憤之潅直一欺。又可ゾ依二諸國當時之濟例＿歎。抑將新可ゾ
被二定下＿歎。此等之趣。殊可下令二計申一給上候者。依こ
天氣＿言上如ゾ件。以二此旨＿且可下令二披露一給上候。蓮
親恐怪謹言。
　七月廿五日　　　　　　　　　右中將通親、ヒ
進上　美作守殿（中略）
萬物沽債法可ゾ被二定下＿事。可ソ令二計申一之由。謹以承
（一五七）日本紀略、巻入（蕊山）。
（一五入）百練抄、巻五（後三條）。
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候了。擁如ゾ此事。以二短慮＿戦難二定申＿欺。去年被ソ下二
制符一之時。此事存下爲二朝家之要須一之由上。尤可ソ被ゾ定二
下其法一之旨。令二言上一許庖。於二其．と之子鞠＿者。愚意
暗難ゾ及歎。先被ゾ仰二法家及官底使騰等＿。令ソ注二進子細一
之後。可ゾ及二議奏＿欺。且以二此等之趣一。可ゾ被ゾ洩二奏
状＿。如ソ件。
七月廿五日　　　　　　　　　右　　大　　臣在列
此事暗不ゾ能ゾ注二進憤直一事也。代々使廃之沙汰也。先法
家勘二申本條一。蛇使磨官底。令ゾ注二進度々制符一。且勘二申
當時官行事所。及藏人所色代槍納之制。諸國濟例等＿。斜二酷
彼是一。且訪二有識一。且及二群議一。可ゾ被二定下一事也。凡我
朝衰弊只在二此事一。傍去年錐ソ令二注申＿。新制之中不ゾ被ソ
載二此事一。不ゾ叶二時議＿欺之由。令ゾ存之間。今有二此沙
汰＿。尤可ソ謂二善政一欺。始絡之沙汰。能可ゾ被二計行＿事
也。凡此貫首。萬事糺二善法＿申行云々。可ゾ謂ソ賢可ゾ謂ジ
賢。但過法欺。
廿六日。壬午。今日召二槍非違使基廣器塗。　召二問沽債之間
事＿。・廿七日。癸未。基廣注二申鏡費買之間事＿。近代渡旨唐土．
之銭於二此朝一。恣責買云々。私鋳銭者庭二八虐一。縦私錐ゾ不ソ
鋳。所ゾ行旨同二：私鋳銭＿。尤可ソ致二停止一事歎。而如二先
日職事御致書＿。不ソ可ソ致二停止＿之趣歎。尤無二其謂＿事
欺鑛勘注之旨叶・愚存一了・叉尋・見年々瀕法一翫
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　算幾鑑参鐘虫蕪量嘉霧砦讐の　此中延久尤委細。叶二近世之法一
　歎。但衙召二市入一。可ソ被〆行二中沽之法＿歎。謂二中沽
　之法一者。責入者好二高直＿。買入者好二減直一。折中而有二裁
　　　　　　　　　　てゴ　だラ　噺＿。謂二之中沽之法＿也，』
　帥ち黍安晩期に及んで沽憤の法が観れ、民衆が非常な迷惑を
被るに至つたので、殿上一切の事を奉行する藏入頭が、勅旨を
奉じて其改定の方法を右大臣たる九條蕪實に諮問したのであ
る。粂實は當時の學者であり、経漕のことにも明るかつたから、
帥答は避けたが、心中では（1）先づ法家をして根本原理を勘申
せしめ、（2）次ぎに使磨官底をして歴代の制符を注進せしめ、（3）
また實地の例謹慣習を調査し、（4）識者の意見に徴したる後、（5）
最後に會議を開いて多歎の意見に從ふことを最善の方法と信
じ、其旨を暗示したので、其暗示に從うて調査が行はる＞こと
になったのである。粂實の胸中では、秘かに中沽の法、部ち費
手の要求と買手の要求とを折衷して、其中を探るのがよいと考
へてゐたらしい。
　かうして治承三年八月三十日には、市塵雑物沽債法が制定せ
られたが、市人の中には筒ほ制法に違犯するものが多かつたの
で、九月十九日には宣旨を下して、槍非違使らをして、四群に
分れて、交代に五日に一度づ、東西市を勘糺せしめることに定
め、十月三十日から其實行に着手したことが次ぎの文書で知ら
れる◎
（一五九）九條兼實、玉棄、巻三一（治承三年七月廿五、六、七日）。
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　『可ゾ令〆向二市塵＿人結番事
一番　康綱朝臣　久光　基廣　明基奉行　兼康
二番　兼綱朝臣　季貞　清重　重成
三番　章貞　盛澄　信盛　資成　久忠
四番　仲頼　信盛　資成　久忠
右市塵難物沽債法。被ゾ載二去八月班日官符＿。兼叉商費之輩。
不レ恐二嚴制一。猶以違犯。宜ゾ令下瞼非違使等五箇日一度。
分番向二東西市＿。可ゾ令ゾ勘中糺違法上之由。同九月十九日
被ン下二宣旨一畢。防任二彼宣下状＿。爲ノ令二行向＿。斯ゾ令二
結番＿也。來升日。一番可二行向＿也。又自二件日限一。叉以
前。如ゾ此轄輪。燧守二結番一行二向市塵＿。可ゾ令三勘二糺
違法＿之状。依二別嘗宣＿。所ゾ廻如ゾ件。
　　　　　　　ズゆ治承三年十月二十六日』
元來、商人は利己に隔う易いもので、軍に沽憤法に背いて暴
利を貧らうとしたのみならす、王臣家に仕へて其威権を籍り、
徒窯を組んで京職、市司の命令を奉じないやうなことすらあつ
たので、左京職は政府に請うて市籍を有する市人の諸司、諸家
に仕ふることを禁止せしめた。
『鷹〆禁三断市籍入仕二諸司諸家＿事
右得二左京職解一禰。凡在二市籍一者。市司所二統撮＿。而市
人等屡二仕王臣家一。不ゾ遵二本司事一。加二召勘一。則稗二高家
從者一。要二結衆類＿。凌二礫官人一。違飢之甚。無ソ由二禁止一。
（一六〇）大夫尉義脛畏申記。
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望講施二嚴制っ懲二將來＿者。右大臣宣。奉ソ勅朝家之制。
別置二市籍＿者。専事二商賢＿。不預二他業一。而今如ゾ聞。去就
任ゾ意。好仕二勢家一。不ソ加二簡閲一。篇自容遇。假以二威
権一。檀二其紫濫っ既忘二司存一。似ゾ無二憲法＿。是而不ゾ粛。
堂云二善政＿。宜三一切禁断。勿ゾ令二更然＿。諸司諸院及諸家。
知而不ゾ糺。責二其知事者＿。必科二違勅罪＿。四位已下無位已上。
如有二慮仕＿者。同科二違勅罪＿。傍須下録二其犯過＿。具ゾ搬
申占官。但市人於二職家一。決二杖八十一。右京職亦准ゾ此。
　　　　　　　ぬ　づ　貞観六年九月四日』
　これは貞観六年（八六四年〉のことで、李安京に市場が移され
てから僅かに七十年後のことであるが、其頃既に市人の聞に
も、市司と同様、幾多の敏陥があつたと思はれる。
次ぎに費買の欺況はどうであつたかといふに、李安時代中期
までは、東西市とも『延喜式』にあるやうな色物の市薩が立ち、
それぞれの彊は相當に繁昌してゐたらしい。現に『世縫物語』に
は、やんごとない貴顯まで市に行かれたことが載つてゐる。即
ち宇多天皇の母后、光孝天皇の皇后であらせた班子女王は、立
后の後にも毎日市町に出て物を費買された。それはさうしなけ
れば心持がよくならないと天皇が仰せられたからだといふか
ら、立后以前、帥ち親王妃であられた頃は勿論盛んに市町に出
　　　　　　　　　　ぐハズニラられたものと考へなけれぱなら濾。これは仁和年代（八八五年
一八八七年）前後のことである。
‘一六一）類聚三代格、巻一二（太政官符）。
（一六二）世縫物語。
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　親王妃が市に出られたほどであるから、貴族が市に行つたの
は不思議でなかつた。藤原道明夫妻が市へ買物に出かけて、老
巫の豫言を聞いたのは飴りにも有名な話である。
　『叉被ゾ命云。往代入。多到ゾ市買ソ物。道明與ゾ妻同車。
　到ゾ市買ソ物。市中有二一姻一。見二大納言妻＿日。君必爲二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ヨ　大納言妻＿。次見二道明＿日。此入之力欺云々。』
　道明が大納言に任ぜられたのは延喜十四年（九一四年）のこと
　ぐのズ　であるから、これはそれより以前の出來事で、謂ふところの『延
喜の聖代』には筒ほ貴族が市場に出入してゐたのである。此事
は『大和物語』に、
　『李中がいろ好みなりけるさかりに、市にいきけり。中頃は、
　よき人々市にいきてなん、色好むわざはしける。それに故き
　さいの宮のごだち、市に出たる日になんありける。季中色好
　みか》りて、になう懸想しけり。後に文をなんをこせたりけ
　　　え　ラ
　る』
とあるのを見ても知られることである。此物語では、漫然『中
頃』と書いてゐるが、實はそれは飛鳥寧樂時代から縫績してゐ
た習俗である。此習俗は李安時代中期には筒ほ行はれてゐたと
見えて、『康季記』に
　『十一月二日。若宮御五十日也。（中略）辰剋民部卿親任蕎。
　右衛門府生成任峯家。向二東市一買ソ餅藷慧見鍛；嘉互甦簗二書＝
畿其入ソ夜左衛門督已下公卿被ソ滲。有・饗饅盃酷事一。亥
（一；六三）江談抄、巻三（大納言道明到ゾ市買ノ物事）。
（一六四）公卿繍任（醍醐、延喜十四年）。
（一六五）大和物語、上巻。
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　　　　の　　　剋供ゾ餅。』
とある。これは康李五年（論〇六二年）のことである。こ、に『若
宮』とあるのは問違で、實は『若君』とあるべきところであらう。
若君は、同書の九月十一日の條に『有二内大臣殿御産＿』とあ
り、十一一月二日はそれからちやう～五十日に當るから、當年取
つて二十一・歳の内大臣藤原師實の初子であつたらう。其五十日
の説ひに家司なる民部卿親任が知家事なる右衛門府生成任を俘
うて、東市へ貌ひ事の餅を買ひに行つたのである。此餅は豫め
市刀彌に命じて用意せしめたもので、絹一疋、米一石を其代憤
として彿つたのである。次ぎに『山塊記』を見ると、
　『正月六日乙丑。今日東宮（安徳）御五十日也。（中略）早旦遣ゾ
　　　　をセン　買』市餅＿。』
の如き記載を登見する。これは治承三年（一一七九年）のことで、
もはや李安時代晩期に屡してゐる。しかもそれは高倉天皇の皇
子（後の安徳天皇〉で、それらの日に飛ぷ鳥も落すべき権勢のあ
つた李清盛を外祀父としてゐられる方の五十日の御覗ひである
のに、其餅は市から買はれてゐる。市の外には商店がなく、都
を基つて官署、貴族の邸宅、庶民の住家であり、たy市場でのみ
日用品は勿論一切の生産晶が責買されてゐたのであるから、こ
れも當然とはいひながら、貴族といふものが今日考へられてゐ
るやうに、一段高い庭に止つてゐて、民衆と何らの關係も有た
なカ）つたといふことはないらしい。
（一六六）李定家、康雫記（康雫五年）。
←一六七）山魂記（治承三年）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　き　『建久六年十月戊午。姫宮御五十日也。向二東市＿買ソ餅。』
　これは鎌倉政府開創後のことであるが、やはう東の市から姫
宮の五十日の御祝の餅を求めてゐる。帥ち鎌倉時代早期に於い
て、少くとも東の市が復活して、前代晩期と同じ商慣習で取引
の開始せられてゐたことがわかる。
　特に注意すべきことは、李安時代に於いても、東西市に於け
る取引が貨幣のみを媒介として行はれす、前述の如く絹や米で
直を沸ひ、樹ほ物々交換が可也盛んに行はれてゐたといふこと
である。
　元來、東西市は孚官孚民的性質を有つてゐるもので、其職能
は市民の需要する一切の必要品を供給する黙にあり、外國貿易
は依然として太宰府に於いて政府が螢んでゐたが、貞観十四年
（八七二年）には來朝の渤海國使をして、私に諸市人と交易せし
め、其資本として渤海國使に官鑓四十萬貫を與へたことが「三
代實録』に見えてゐる。
　『貞観十四年五月廿一日庚寅。嬉下京師人與二渤海客一交關上。
　・廿二日辛卯。聴下諸市人與二客徒一私相市易上。是日官銭四十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ラ　萬賜二渤海國使等一。乃喚二集市塵入一。責二與客徒此聞土物一。』
　これなどは稀な例であつたと思はれる。しかし私貿易を許さ
　　　　　　　　　　セゆれた例は、寧樂時代晩期にもあつて、全くないことではなかつ
た。私貿易の允許は、恐らく色物が飽和の妖態にあつて、政府
のそれを庭理することが好都合でなかつた時のことと思はれ
（一六入）三長記（建久六年）。　（一六九）三代賓録、巻二一（清和）。
（一七〇）績日本紀、巻二九（穰徳、紳護景雲二年十月）。
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る。然るに『長秋記』を見ると、
　『長承二年八月十三日乙未。早朝帥中納言。邊ソ書云。大切
　可二示合一事出來可二來向一。養ゾ車可ゾ下也者。防午時計行
　向云。鎮西唐入船來著。府官等任ゾ例存問。随出＝和市物＿
　　セ　　畢。』
とあつて、市物を出して交易に充てたことが分る。前揚の貞鶴
十四年の例と併せ考ふるに、市場は軍に直接の内國貿易と間接
の外國貿易とによつて、需給を圓滑ならしめる職能を有つてゐ
たのみならす、時としては直接に外國貿易に從事することもあ
つたといふことは記憶せられねぱなら鍛。
　前々述べ來つた如く、市場は、季安時代に於いて、あらゆる
階級の人々を呑吐したが故に、政府はそこで罪人の庭罰を行ウ
て、勧懲の目的を達しようとした。『延喜式』に
　『凡辮官所ゾ下罪人。到ゾ省付二囚獄司一。司邸易＝其徽纒一。
　其有＝行決一者。随二罪輕重＿。於二市若囚獄司一決ゾ之。行
　決之日。丞録各一人。引二囚獄官人拝物部丁＿。赴ご向市司一ひ
　便令三本司喚二集市人一。列二立司南門一。示ゾ衆決ソ之。於二
　　　　　　　　　　　　　　　　けセニラ　囚獄司一決者。於二磨前一決ソ之。』
の如き規定がある。帥ち市正をして市人を喚び集めしめ、市司
の南門前で、衆人環親の中に刑罰を行つた。これは原史時代以
來の習慣で、一概に支那法制の影響とのみ見ることは出來ない。
遠く湖れば味橿丘の群鍋、戸碑の盟紳探湯や、長渚崎の悪解除、
（一七一）藤原長實、長秋記。
（一七二）延喜式、：巻二九（刑部）◎
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善解除に起原を有し、海石榴市亭に禁鋼、楚捷を行つた不文法
時代を通して、卒城京、季安京の成文法時代に到達したもので
ある。次ぎの例は寧樂時代に於ける市場決罪の一例に過ぎ臓。
　『三月巳丑。禁二外從五位下小野朝臣東人＿。下二季城獄＿。庚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のセヨラ　寅。東西爾市決杖各五十。配二流伊豆三島一。』
　のみならす、季安時代に於いては、罪人の捜索を市場に試み
た。槍非違使が市場を巡瞼したのは、一つは市の秩序を維持する
爲めであつたらうけれど、一つには罪入逮捕の目的も有たれて
ゐナこと思はれる。
　『市門は七條猪隈なり。七條町といへる、僻事也。市まつり
　ある所なり。著　祭へ㌧。夏冬二度あり。昔はその市にてあ
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　 ヤ　 ヤ　　ち　　ヤ　　ヤ　 ち　きなひはしけり。町は私事なり。彼市にて盗人をもとひ、叉
　犯人はyするもの、あまねく市にて人にみごりさせむためと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　のセヒの　こそ申すめれ。その小路の末をば、古くは市門といひける。』
　かうした風に、罪人の逮捕と刑罰とを市揚で行つたのは、そ
こに多藪の民衆が群集するからで、柿本人麿が若しや亡妻によ
く似た女が通りはしないかと、輕市に出て右往左往する入々の
顔に見入ったのと同一理法である。
　市場に於ける罪人の庭署は懲悪の原理に基づいたものである
が、反封に勧善の目的に市場の利用せられた例もある。それは
帥ち繹光勝（室也上人）が天慶元年（九三八年）四月、李安京に初
めて念佛を唱へ、市麟に於いて説敏を試み、熱心に往來の人々
丸一七三）績日本紀、：巻一四（聖武、天李十三年）。
（一七四）拾鐘抄註、雑下巻。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　ゆを勧化し、世間から『市上入』の仇名を與へられたことである。
後、鎌倉時代に、日蓮が小町辻に於いて辻説法を試みたのも、
つまり市場に於ける人の群集を利用したもので、これらは市揚
の職能以外の職能であるとも云へる。
　季安京の東市（初めには西市にもあつたといひ傳へられる）に
は、市姫明紳が祭られてあつた。古い京都地圖を見ると、七條
の北、北小路の南、堀川の西、猪隈の東にそれが記入せられて
ゐる。『金光寺縁起』に、
　『東市屋市姫大明紳三座。延暦十四年五月七日。贈相國冬嗣
　公。祭三宗像大紳子二東西市一。爲二守護紳刈因號二市姫＿。九
　月七日祭ゾ之。』
とあるから、市の守護紳としてそれの祭られたことは明らかで
ある。勘講者は前掲の引用に冬嗣とあるが、それは間違で、實
は縫綱であつたらしい。宗像大紳とはイチキシマビメ、タギリ
ピメ、タギツヒメの三女紳のことで、市の祭紳が女神であるこ
とは、市揚と婦人との交聯を示唆するものである。恐らく古く
から市には婦人が活動して、其家庭工業の生産を鷲いだであら
うから、市は自然女性のものと信ぜられるに至つたとも考へら
れ澱ことはない。李安時代にはヒサギメ（販婦）といふ語があり、
婦人が主として商晶の販責に從事したことはわかるが、笠の一
種に市女笠といふのがあり、それは市女が多く被つてゐたから
の名稽であらうと思はれるが、巫女の事をイチコといひ、イチ
（一七五）元享羅書、巻一四（檀興）。
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コは普通には蒙古語ItOganと同源だといふけれど、イッキコ
の約まつたもので、イツキメの約まつたイチメと同似してゐる
から、巫女などが初め祭日に鯨剰晶を販責したことが、市の展
開に關係がありはしなかつたと思はれる。
　宗像紳が市紳に祭られたのは、宗像が遠古以來海港であり、
朝鮮傘島との交通の衝に當つて居り、海外貿易が古くから行は
れた場所であるから、其祀紳たる三女紳が交易の紳として齋か
れたものか、或はイチキシマピメのイチに縁を求めて祭られた
ものカ）、　いづれとも判明しない。
　後世、商家では夷大黒を祭紳とするが、市場で夷を祭つたの
は可也古い時代からであると思はれる。それに關する傳説が、
『庭訓往來抄』上巻に次ぎの如く載つてゐる。
　『就中市場に夷をいはふ事子細あり。i聖徳太子と西の宮の御
　紳と御約束なり。末世の衆生、放逸邪見を宗とすべし。國々
　の者集り、雑言し、酒に醇なぱ、喧く刀傷出來べし。市狼し
　く可ソ成。いち又退轄せば、我願室かるべしとて、市の中に
　跡を垂て横難を彿ひ、商人を濟ひ給へと宣へぱ、三郎殿御領
　掌有て、卑しき商人に面を曝して手諺みに成給て衆生を助け
　御座す。』
　素より取るに足らぬ俗説ではあるが、後世に於ける民間信仰
の推移を窺ふことは出來る。市姫から夷への同轄は不明である
が、當面の問題でないからそれには鯛れ膿ことにして、こ、に
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は亭安京の市場に市姫が祭られてゐたことを述べれぱ足りる。
　前述の如く束西市が李安時代の早期及び中期に榮え、晩期に
至って全く衰頽に購したのは、一つは戦飢其他の祉會的攣動に
遭逢し、経濟的に恐慌を乗したことにも由るけれど、一つには
振費の登展したこともまた一・大原因でなけれぱならない。二、
には、振責のことは當面の問題でないから省くが、それが人の
群集してゐる揚所、たとへぱ宮廷近くまでも入り込んでゐて、
日常必須の物品を供給したことが、市場の存在を危殆ならしめ
た根本理由であることは明白である。載飢、天災、地憂の如き
は、市場の統制を一時破壊することがあつても、其存在を脅か
す動因とはならない。市揚の崩壊は、確かに、主として振責に
原因すると私は信する。
　　　　第十二節　李安時代の地方市場
　人口の増加に件うて聚落の登展が見られ、聚落の登展に俘う
て商業の興隆が來されるわけであるから、飛鳥寧樂時代に比べ
ると、李安時代に於いては一層商業が盛んなわけであり、從っ
て市場もまた自然に盛んになるべき筈であつた。それらの日の
地方市場について、長徳年代（九九五年一九九八年）に一條天皇
の中宮定子に仕へてゐた清少納言は、其『枕草子』に於いて次ぎ
の如くいつてゐるQ
　　　たつ　　　　　　つぽいち　『市は辰の市。椿市は大和に薮多ある中に、長谷にまうづる
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　人の、かならすそこにと穿まりければ、観音の御縁あるにや
　　　　　　　　　　　　　　　しカちゑ　　　　　　　あすか　　　　く　　セ　ラ　と、心ことなるなり。をふさの市。錺摩の市。飛鳥の市。』
　此中、辰の市、及び椿市については既に前筋に於いて述べた
が、それらは寧樂時代から引績き、季安時代に至るまでも榮え
てゐたと思はれる。をふさの市、錺摩の市、飛鳥の市はこれが
初見である。また『八雲御抄』の名所の部に、次ぎのやうな市
　　　くのセセラが載せてある。
『あべのいち（駿。萬。やきつべに、わがゆきしかば、あべの
　　市路に、あひし子らはも）
　たつの（大。辰日立つなり）
　つば（同。萬。つぱいちのやそのちまた）
　みわの（同）
　しかまの（播。千。俊成）
　さとの（清少納言）
　をふさの（同）
　あすかの（大）
　かるの（同）
　いはれの（同）
　にしの（萬）』
　但し「さとの市』の名は現行の『枕草子』の市の中に出てゐ
ない。辰市、椿市、三輪市、輕市、西市などにっいては既に述
べた。三輪の市は李安時代の末期に榮えてゐたらしい。飛、鴇の
（一七六）清少納言、枕：草子（市は㌔
（一七七）八雲御抄、巻五。
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市も磐余の市も共に古い市場で、其名が屡宝古書に現はれて來
る。私は今これらの中から比較的確かなもの五つを選び、また
如上の二書には見え諏が、他書に見えた山城の今里の市、近江
の小脇の市拝びに越後のしたの上村の市について略述しよう。
　（一）辰の市
　辰の市については、・私は既に寧樂時代の地方市場の節で述べ
て置いた通り、これは李城京の東市の残存である。そこには辰
市肚があり、由緒が甚だ古いらしいが、詳細な二とはわからな
い。ことによると、昔の市紳でなかつたかとも思はれる。『大和
名所圖會』には次ぎの如く記してある。
　『辰市肚（大安寺村の南にあり。春日記云、辰市杜二座、俗
　に鴻の宮といふ。春日明紳、鹿島より三笠山へうつり給ひし
　時、供奉せし時風秀行の露肚なりと云々。大和志二日、西九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くリセお　條、東九條、杏、八條の四村を辰市蕪といふ。）』
　辰市は季城の善都に近く、且つ著名な寺院大安寺の傍でもあ
り、それらの日の民衆の間に崇敬の的となつてゐた長谷の観音
に京都からゆく途上にも當つてゐた一ちよつと西方へ路筋か
ら入つてはゐたけれど一から、李安時代にも可也に繁昌して
ゐたと思はれる。都人、特に宮廷の女官、たとへぱ浩少納言の
やうな人にまで知られてゐたといふことは、それが如何に繁昌
してゐたかといふことを：私達に：知らしめる。
　（二〉椿市
（一一七八）大和名所圖會、巻二、二五丁。
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　椿市の位置については、既に前節で論考した通り、それは三
輪の南東、金屋村にあつて、そこから慈恩寺、脇本、黒崎、出
雲を経て、今日の名張街道よりも山洛ひを初瀬に向つたから、
そこは長谷観昔の滲詣者が必らす経由しなけれぱなら組場所で
あり、李安時代には初瀬の町が今日ほど登展してゐす、椿市以
東には物を費るやうな録な町がなかつたから、自然そこが盛ん
な市場としての位地を保つことが出來たと思はれる。醍醐天皇
の延長四年（九二六年）に起つた長谷の山崩について、
　『七月十九肩癸酉。大風。此日。大和國長谷寺山崩。至ジ子二
　　　　　　ぐのセだラ　椿市＿。人姻悉流。』
と『日本紀略』は記し、一條天皇の正暦元年（九九〇年）の長谷
寺参詣について、
　『正暦元年九月八日。墾二長谷寺一。午時至二椿市一。令ソ交二
　　　　　　　　　　　　　ゆ　易御明灯心器等一。而詣二御堂一。』
と『小右記』は記してゐる。前者は椿市が相當の聚落であったこ
とを讃し、後者は長谷観昔に詣でるものが、そこで、燈明、燈
心などを仕入れてゆく慣習のあつたことを謹してゐる。特に後
者は清少納言の『長谷に詣づる人の必すそこにとyまりけれぱ』
といったのに照鷹しておもしろい。
　（三）をふきの市
『をふさ』は一仁『おふさ』とも書かれる。『大和物語』にをふさの
うまやといふのが出てゐるが、それは三河國小総騨で、『枕草
（一七九）日本紐略、後篇、一（醍醐、延長四年）。
（一入O）小右記。
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子』にをふさの市といつたのと同一場所であらうといふ説があ
　ぱ　ザラ　　　　　　　をぶさる。近江にも小房といふところがあり、これは後に蓮べる小脇
に極めて近い揚所であるから、事に由つたら同一揚所が二箇所
のやうに誤られたのかも知れない。『をふさ』は或は『をわき』の
誤爲ではないかと思はれ臓こともない。『大和物語』には
　『この在次君、ざい五中將のあづまにいきたりけるけにやあ
　らん。このこども＞人のくにがよひをなん時々しける。心あ
　るものにて、ひとの國のあはれに心ぼそき所々にては、歌よ
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　ヤ　　ヤ　みてかきつけなどなんしける。をふさのむまやといふ所は、
　海邊になんありける。それによみてかきつけたりける。
　　綿つ海と人や見るらんあふことの涙をふさになきつめつれ
　　　　ニき　　ぱ』
とある。しかし、それが現在のどこであるかは不明である。
　（四）錺磨市
『枕の草子』にある錺：磨市が、今のどこに當るかははつきりと
分らないが、姫路市の東を南西流する河を市川といふから、其
川澹に市が立つたであらうことは十分に想像せられる。市の位
置については色々説があるが、著しいのは飾磨説と市殿説との
二つである。
　第一・は『播磨名所巡覧圖會』の唱へるところで、所説は甚だ
曖昧であるが、現在の飾磨町を昔の錺磨市に擬定してゐるらし
い。帥ち同書には、
（一八一）北村季吟、枕草子春曙抄。
（一入二）大和物語、上巻。
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　『飾磨津、飾磨市（古書には鹿間とも書くなの古への湊にて
　古歌によめり、凡昔は錺磨といへば飾磨一郡の事也。其内湊、
　般付などには事も多くて名の残る事多し。上の妻鹿の條に云
　　　　　　　め　が　　　あ　が　ごとく、古へに妻鹿、英鹿と所を分ちたるは有べからす、後
　世事用繁くなるに付ては、同所にて、上下など分ちいふ事は
　其例多し。今も通船多く出入し、交易農工商を備へ、漁舟も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　ヨ　　多く、魚市は一日に三度あり、問屋なぞに累世の家多し。』
とある。要領を得ないけれど、魚市、問屋などの黙から、飾磨
町を昔の市の獲存形と考へたものらしい。
　第二は『大日本地名麟書』の唱へるところで、現在の市殿村
大字市之郷を古代の錺磨市の遺繕とするものである。同書には、
　『市之郷とは蓋し錺磨市の遺稗にて、枕草子にしかまの市と
　ある、是也。
　　懲をのみ錺磨の市にナζつ民のたえ濾思ひに身をやかへてん
　　（千載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　了俊の紀行には、飾磨の里といふ、亦た同じかるべし。』
といつてある。市之郷を古代市の逡稽とすることは差支へない
が、飾磨の里をそれと同一覗することには異議がある。それは
里が海邊に近い所であつたからである。今川貞世（了俊）の『遣
ゆきぷり』を見ると、
　『播磨路はすべていづくも心とまる所々ぞ侍る。いなみ野と
　いふは、遙かにをしはれて、四方にくまなく淺茅かれわたり
（一・入三）播磨名所巡覧圖會、巻四、一九To
（一入三）吉田東伍、大日本地名鄙書く中國）、入七九頁。
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　て、やうやう下繭え出づるもいと興あり。
　　勅なれば國治めにといなみ野のあさぢの道も迷はざらなん
　しみザ　清水、金が崎など打ち過ぐるに、それより南にあたりたる所
　をとひしかぱ、しかまの里といふ、かちゴは少し隔てたれど
　も、河波の海に出たるけしき、はるかに見わたされ、何とな
　　　ぐの　　ラ　く面白し』
とあつて、飾磨里が海邊にあつたことが知られ、從つてそれが
今日の飾磨町あたりであらうといふ推想が成り立っ。で、私は
市之郷と飾磨とは全然別であるとは思ふが、さりとて古代の市
場を其どちらに擬定するかといふことについては、まだ確乎た
る考へを有つてゐない。
　（五）飛島市
　飛鳥市は多分、今日の飛鳥村あたりであつたと思はれる。し
かし、それは磐余市など、同じく、どんな業態を有つてゐたか
yまだ分つてゐない。
　（六）今里市
　李安城の南西に當る今里、今の乙訓郡乙訓村附近に市が立つ
たことがあつた。それは初め永治二年（一一四二年）十一月に饗
庭川の北岸に立てられ、尋いで西辻に移されたものを、天養二
年（一一四五年）三月にまた今里に移されたもので、毎月三度づ
、開設されたといふから、きつと三日市とか五日市とかいふ風
の日の定め方をしたであらう。『醍醐雑事記』に次ぎの記載が
（一入四）今川貞世、道ゆきぷリ。
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ある。
　『天養二年三月廿九日。甲戌。市自二西辻一。被ゾ移二今里一。此
　市。去永治二年十一㌧月九日。丁酉。始於二饗庭川北邊＿所ゾ
　被γ立也。毎月三介度。其後被ゾ渡二西辻＿。叉所ソ被ゾ渡二今
　里＿也。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの　　ン　三年閏六月二十九日。市自二饗庭一。被ゾ渡二小地辻＿了。』
　此市には政府が關與してゐるらしいが、都城に近いところで
かうした市が立つたところから推せぱ、各地に多藪の市が立つ
て、日を定めて月の中に三度づ、開くといふ習俗が李安時代に
は一般であつたといふことが想像せられ、從つて後の三日市、
五日市、八日市などの類は、端を李安時代に登してゐると見る
ことが出來る◎
　（七）小脇市
　近江國蒲生郡に市邊村、小脇村といふところがあり、つい其
東方に八日市町といふ町がある。これが『源李盛衰記』に現は
れてゐる小脇の八日市の跡と思はれる。同書には
　『佐殿謀叛を起給と聞て、嬉事に思つ、、嬢母ぱかりに暇を乞、
　喩に田舎へ下りけり。（中略）草鞍置たる馬追て、男一人見え
　來る。高綱、和殿はいづくの人ぞ、何へ渡るぞと問へば、こ
　れは栗太の者にて候が、蒲生郡小脇の八日市へ行く者也と答
　　ゆ　たラ
　ふ。』
とあつて、栗太郡のものが遙々と蒲生郡の小脇まで費買の爲め
（一八五）醍醐雑事記、巻七。
（一入六）源雫盛蓑記、巻一九（佐々木取ノ馬下向事）。
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に出て來たことや、其市は小脇にあつて八の日に立つたから八
日市といつたことなどが窺はれる。今日では中山道から大分奥
に入つてゐるが、西方には蒲生郡鏡岩があり、北西には老蘇森
があつて、古代の街道はこ、を経由したやうにも思はれる重要
の地織である。
　（八）　し兜の上村の市
『撰集抄』に越後國したの上村といふところの市について、次
ぎのやうな記述がある。
　　　　　　　　　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　ヤ　『過にし比、越後國したの上村と云所に罷侍たりしに、彼里
　は海の邊にて、奥よりの津にて、貴賎集て如二朝の市一、只海
　のうろくつ、山の木のみ、絹布の類をうりかふのみに非す、
　入馬の族を費買せり。其中には幼、叉盛なるは不ゾ及ソ申に、
　頭は頻に霜雪をいたyき、腰には梓の弓をはりか、めて、今
　日明日とも不ゾ知者、しはしの程の命を資けんとて、そこは
　くの儒を構へ、人の心をたふらかして費買せる事を見侍りし
　　　　　　　　　　　　セ　　　に、すyろに泪こぼれて侍りき。』
　これに依ると、シタノ上村は海邊にあづて、魚類、山菓、絹
布の類は勿論、馬や人やも責買せられてゐたことが知られる。
明日をも知ら露老人を、年を傭はり病をかくして、いくらでも
高く責らうとしたことや、まだ年歯もゆか組幼年者が責買され
たことなどもわかる。奴隷の責買は寧樂時代にあり、『大寳令』
にも規定せられてゐることは前に述べたが、かうした地方市場
（一入七）撰集抄、第一（浮世二住人不ノ知二無常一傭ヲ構テ世渡事）。
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でさへ、しかも李安時代晩期にそれが公然と行はれてゐたのは、
文イ七史上眞に驚くべきことである。
　如上の記蓮を綜合して考へると、地方市場は可也に薮多く、
三、五、八といふやうに日を期して、毎月三同開市し、種々の
物品は勿論、牛馬や入間までも責買され、取引が比較的活濃で
あったやうに思はれる。季安時代に於いては、もはや地方文化
が相當に進み、民衆の生活が可也に向上しつ、あつたことの謹
篠として役立つほど、地方市場が榮えてゐたと私は考へる。
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　寧樂時代に政府が臨時市場を設けて、官私の交易を試みしめ
たことは既に述べたが、それには多分の遊山氣分｛享樂氣分が
含まれてゐた。然るに卒安時代に於いては、宮市といつて唐物
の鯨剰を宮女に責る市が立てられた。『績日本紀』に、
　『承和六年十月癸酉。是日建禮門前。張二立三握＿。置二雑唐
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ラ　物一。内藏寮官人及内侍等交易。名日二宮市＿。』
とあるが、それは軍純な遊山氣分のものとは思はれない。異國
情調にあこがれる宮女の欲求を満足せしめる爲めもあつたらう
が、一つには内藏寮の鯨剰舶載品を興販して利を獲ようとする
経潴的行動でもあつたと見られる。
　此外、李安時代には今一つの面白い現象があつた。それは虹
が立つたら市を開くといふ迷信のあつたことで、長元三年（一・
（一八入）績日本紀、巻八（仁明）。
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〇三〇年）には關白藤原頼道の家と東宮大夫藤原頼宗の家との
間に虹が立つたといふので、責買の行はれたことが『日本紀略』
に次ぎの如く記述され，てゐる。
　『長元三年七月六日丁已。今日關白蛇春宮大夫家。虹立。依二
　も　　　　　　　　　　　　　　　　えラ
　世俗之読一。有二費買事一。』
　其後、寛治三年（一〇八九年）に白河上皇の六條中院の前池に
虹の立つた時には、開市の可否を廷臣に諮問せられ、先例がな
いといふ理由でそれを止められた。然るに同六年（一〇九二年）
に虹の立つた時には、高陽院に市が立てられた。『百練抄』は其
時のことを次ぎの如く記してゐる。
　『寛治三年五月升日。上皇六條中院前池虹立。可ソ立ゾ市之
　由錐ゾ有ゾ議。公所依ゾ無二先例＿。被ゾ止ソ之。上皇渡二御
　他所一。
　六年六月廿五日。高陽院立ゾ市。依二虹蜆立＿也。先令、諸
　　　だゆ　道勘申一。』
　かうした風に、何かの謂はれで時々市の開かれるやうなこと
が他にもありはしなかつたか。臨時の開市は沈滞した人心を作
興して、陰欝の氣分を明快にする敷力を有つてゐる。迷信と正
信とに拘はらす、入間の力が堪へ切れないほどのタプを設定し、
それを侵犯しまいものと、手も足も出さすに戦々競々たる不安
の生活を邊つてゐた李安市民には市のやうなものがどれほど喜
ぱれてゐたかといふことを、私達はこれらの記録から窺知する
（一八九）日本恕略、後篇、一四（後一條）。
（一九〇）百練抄、巻五（堀河）。
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ことも出來る。市と虹との交渉はさうした時代生活の輪郭を唆
示する一つの現象たるに過ぎない。
　　　　　　第十四節結　　言
　以上十三節を累ねて論述したところを、私は此節に於いて牧
束して見ることにする。
　第一節に於いては研究の主題たる古代市場の意義を示し、古
代とは原史時代晩期から寧樂季安時代に及ぶ範園であり、市場
とは財貨を流通する媒介的行爲の作用する場所であることを述
?、 且つ其研究方法に言及して、本來は文化人類學的方法を探
るべきであるが、便宜上主として文獣學的側面に制限し、若干
の人文地理學的考察を加味することを述べた。
　第二笛に於いては市と町との語原を探究して、市場の套生が
呪的宗教的動力に因ることを論理的に推測し、イチ、マチ、二
つの同義語の憂化過程を略蓮した後、市場套生に關する先人の
研究を紹介して、若干の批判をそれらに加へた。
　第三節では市の祭祀起原を論じ、紳話上の會議、盟誓、並び
に裁判が開かれた場斯を槍討して市の本質に言及し、市の語原
及び雨請と市との關係を示す歴史的事實によつて市の起原が祭
祀であることを墨言登した。
　第四節では歴史時代早期の市場についての文獣を捜索して、
其職能、業態、交換の洛革を窺知することに努めた。
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　第五邸では飛鳥寧樂時代の市場法を槍討して、大寳令中の關
市其他市場に關係あるものを解繹し、それらが唐令の模倣に過
ぎないことを主張し、粂ねて藤原、寧樂、恭仁、三京の東西市
の澹革を略叙し、市場の職能が軍に財貨流通に止まらす、物債
の人爲的季準及び罪囚の曝しに由る肚會秩序の維持をも含んで
ゐたことを附論した。
　第六章に於いては先づ李城京の東西市の位置を考究して、東
西市を左右京八坊二條の五、六、七、十、十一、十二の六坪と
擬定した。次ぎには東西市の景観を略叙し、最後に取引の状況
を考察して、索餅、野菜、文房具、建築用材などの交換の状態
を古文書によつて復元したのみならす、市場が罪入捜査の一機
能であつたことを論養登した。
　第七節は寧樂時代の地方市場の研究で、海石榴市、輕市、阿
斗桑市、餌香市、小川市、阿倍市、深津市を歴史地理學的側面
から考察した。
　第八節は『風土記』を資料として、風土記時代の市場に於け
る原始的要素の淺存を研究して、市場の起原が性的紳霊の祭祀
に關係あるべきことを示唆した。
　第九笛は寧樂時代の臨時市場を研究して、それを呪的宗敏的
要素を失つて、次第に猫立した経濟的行動となりかけた過渡時
代の一現象であると論断した。
　第十節は季安時代の市場法の研究で、主として『延喜式』の東
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西市司の規定を解澤し、それがやはり唐令を参照して編制せら
れたものであること、條文が關市令に比べて煩項に陥つてはゐ
るが、市人、顧客、双方の利盆を保護して、財貨循環を圓満な
らしめる精紳が一層濃厚に現はれてゐることを示唆した。
　第十一箇は季安京の東西市について論じ、初めに其位置を研
究して、東市を七條一坊、十三、十四町、七條二坊、二、三、
四、五、六、七、十一、十二町、八條二坊、一、八町の十二町
であると論噺した。次ぎに東西市の景観を略叙し、其溜革を概
槻した後、業態及び職能について實例を墨げて論述した。
　第十二節は李安時代の地方市場の研究で、辰の市、椿市、を
ふさの市、錺磨市、飛鳥市、今里市、小脇市、したの上村の市
の地理的、肚會的位地を明らかにすることに努めた。
　第十三節は季安時代の臨時市揚を考究して、唐物の絵剰を宮
女に費つた宮市や、虹の立つた時に開かれた市のことを記述し
た。
　第十四節は帥ち本節で、如上の牧束を試みた後、それらを基
礎として更に古代市場の登生、展開の歴史的過程を極めて簡輩
に衣ぎの如く要約して見たい。
　（1）狩猟或は耕作の結果を先づ神露に供へ、次ぎに衆團長が
食ひ、最後に衆團員に分配するところの狩猿祭、或は牧穫祭一
たとへぱオ1ストラリヤのインチチウマの如き一から市場は
登生した。それ故に私は市場の呪的宗致的起原読を提唱する。
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　（2）療始市場は財貨の循環を圓滑ならしめる職能を有つた揚
所であるのみならす、祭祀、政治、裁判、享樂、舞踊、性交の
ランデゾーでもあつた。
　（3〉原史時代に物資流通の爲め特定地域に市場が設けられ、
部族長の統監下に諸聚落聞の飴剰品の交換が行はれた。交換の
場所には、聚落間の中央に位置する廣潤の李原、河岸、湖畔、
山麓、部族の共同紳を祭つた聖地などが選ぱれ、時期には共同
紳の祭日などが定められた。それ故に、それらの日を物々交換
市場時代といつてよい。
　（4）歴史時代早期に國家組織が見られた後、市場は中央と地
方とに二分し、中央市場はスメラミコト、地方市場はクニノミ
ヤヅコの統督の下に開かれた。’法制史上からいへぱ、以上は慣
習市揚法時代と名づけられる。
　（5）藤原宮時代に支那制度を模倣した市場法（大寳令の關市
令）を制定し、首都に東西市を開いて財貨循環の機能を敷果せ
しめた。市場の管理、監督の爲めには市司を置き、市正らの官
吏を任命した。寧樂時代に都城が藤原から季城に移るにつれて、
東西市もまた移蓬せられ、前代の法制に擦る物資流通作用が螢
爲せられた。此時代に貨幣の通用が漸行し、從つて交換の媒介
として貨幣も若干用ひられたが、多くは賃幣的商晶たる穀布が
流通要具として主用せられた。それ故にこれを貨幣的商品市場
時代といふことが出來る。地方市場は國衙の所在地は勿論、人
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口の稠密な聚落に立てられ、其藪は戸口の増加に正比例した。
　（6）李安京に首都の遷された後、東西市もまた移され、市司
の董督下に牛官孚民的螢業が行爲せられた。市場法は、基礎法
としては依然『大寳令』が適用せられたが、其運用を敷果せし
める爲め、歎次の衡李法（格式）登布があつた後、天長年代に『延
喜式』の束西市司式が出現した。此時代の責買にはもはや主と
して賃幣が用ひられたが、街ほ實物も通用したが故に、これを
物幣混用市揚時代といふことが出來る。地方市揚は前代と同じ
く、政治、産業、航海、宗致の中心地に開かれてゐた。法制史
上から見れぱ、藤原宮時代以後は、成文市場法時代とでもいへ
よう。
　（7）寧樂、李安、爾時代を蓮じて、市揚は財貨流通を本來目
的となし、別に捜査、決罰、布敏、漁色等を容易ならしむる職
能を登揮したが、漸次、其副作用を塵棄して、純粋の経濟的螢
爲に展開し、衣ぎに來らんとする武士時代の貨幣市場への同轄
黙となつた。
